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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　僕、秋あき津つ安あ芸きは薄うす暗ぐらい理事長室のソファに座っていた。






　向かい側には男性の立体映像が投とう影えいされていた。男性の座っている椅い子す──これも立体映像──は、僕らが腰こし掛かけているソファより少し足が長かった。その為ため、彼が喋しやべりながらこちらに向ける視線が微び妙みように僕より上を向いていて違い和わ感かんを感じた。《完結したフオル・円環キアカル》が採用している遠えん隔かく会議システムには改善の余地がある。

　僕はソファの端はしに座っていた。真ん中では姉さん──今は北ほく凰おう学園理事長として学園代表の立場──が、真向かいに浮うかんでいる立体映像を睨にらみつけている。ソファの反対側には斎さい条じようがいつものイヤミな笑えみをにこにこと浮かべていた。

　先ほどから多少の沈ちん黙もくが流れていた。それを破るべく、立体映像の男性が口を開く。

『そう怖こわい顔をしないでもらえないか、周す藤とう絵え里り子こ理事長』

　フルネームで呼ばれた姉さんは、一いつ瞬しゆんで笑顔を作りあげる。

「失礼しました。《翠コラル》よ」

『うん、その方が美しい。たとえ作り笑いだと分かっていてもね』

　男は膝ひざに載のせた指を組み替かえた。

『では、もう一度言おう。《完結したフオル・円環キアカル》は、《紅オストラム》への《査問》を要よう請せいする』

　男の言葉に、姉さんは微笑ほほえみを絶やさずに応こたえた。

「では、こちらももう一度言います。《蒼マーレ》はその要請を拒きよ否ひする。彼女はまだまともに魔ま術じゆつを行使する事さえ出来ない半人前で、論理魔ま術じゆつ師しと言えるかどうかも疑わしい。《円環キアカル》のルールで彼女の自由を奪うばう事は許されないし、逆に《円環キアカル》との接点を増やすことが、不必要なリスクの増大につながりかねない」

　男は黙だまって姉さんの主張を聞いた後、ため息をつき、大げさに首を振ふった。

『まず一つ目に、この要請を拒否する事は出来ない。《完結したフオル・円環キアカル》の命令は絶対だ。分かっているのだろう？』

　姉さんは再度ニッコリ笑う。

「ええ、分かっています。これは八つ当たりです」

『もちろんそうだろうとも。二つ目に、まあ、私は君達の立場を分かっているつもりだ』

「ええ、もちろんそうでしょうとも」

『《紅オストラム》の《査問》は私が行う。《翠コラル》がね。心配するな。形式的な事をするだけですぐに帰すさ。そうだ。君達も一いつ緒しよに来ればいい。彼女の安全が保証される。最適な解だと思わないかい？』

「条件はなんですか？」

　男の質問に姉さんは瞬時に質問で返した。男は不思議そうな顔をする。

『条件だって？』

「ええ、条件があるんでしょう？　あなたはそういう人だ」

　膝の上を躍おどっていた指が止まる。男は満足そうに微笑んだ。

『そう言ってもらえると、心強いね。《完結したフオル・円環キアカル》からもう一つ要請が来ている。これも、《翠コラル》の管かん轄かつでやりたい。いや、やらせて欲しい。これについては、君達、《蒼マーレ》の同意が必要だからね』

「分かりました。いいでしょう」

『具体的な内容を聞かないのかい？』

　今度は姉さんがため息をついた。そして答える。

「ええ。一つしか、ありませんから」





２　私、播はり機はた遙はるかは大きな決断に迫せまられていた。






　時は19世紀、北アメリカ大陸をほぼ縦断する程ほどの長さを持つミシシッピ川は、アメリカの物流の大動脈であった。数多くの蒸気船がこの長大な川を行き交かっていた。

　今、私たちはその蒸気船のオーナーとして、ミシシッピ川を走る蒸気船の中で、どの船が最も素す晴ばらしい作品なのかを競きそうレースに参加している。

　船に問われるのは積せき載さい量や速度だけではない。小回りを利きかせて浅あさ瀬せを丁てい寧ねいに避よけられるか？　燃料の消費を抑おさえつつ必要な土地に立ち寄る事が出来るか？　更さらに、この偉い大だいなる川に浮かぶにふさわしい優ゆう雅がさを兼かね備えているか？　そう、最も重要なのは、川辺から手を振っている貴婦人からの声援エールなのだ。

　すべての条件を満たせば、このレースに勝利出来るだろう。レースに勝利した、すなわち最も高貴な蒸気船にのみ、最高の栄えい誉よ、〝ミシシミシシツッピ川ピー・クの女王イーン〟の称しよう号ごうが与あたえられるのだ。

　私、ハルカ＝ハリハタ船長が操船している蒸気船は、無事物資を運び終え、貴婦人方からも評判が良く、他ほかの船に大差を付けて先頭を走っていた。後はこのまま逃にげ切って港に到とう着ちやくすれば、我々の勝利である。

　しかし、ゴールの少し前で、我々の船の行く手に厚い霧きりが現れた。そのまま突つっ込んでいいのか、それとも他の船を先に行かせて様子を見るべきかを決めなければいけない。考える時間は無い。黙っていても船は進み続け、霧のカーテンに手を伸のばしてしまうのだ。

　さあどうする。速度を上げるのか、下げるのか。それが問題だ。

「──るかさん」

　遠くから誰だれかの声が聞こえる。

「遙さん？　遙さんの番ですよ？」

「あ、ごめん。自分の世界に入ってた」

　私は笠かさ木ぎさんに謝ってから再び盤ばん上じようを睨んだ。

　ただいま私達三人は秋津先生の研究室にて外国産のボードゲームをプレイ中です。

　ミシシッピ川が描えがかれたタイルにプラスチックの蒸気船を置いて、船の速度を変えたり、燃料を消費しながら、誰が一番速く川を下れるかを競う。

　川の流れ方や、物資がある島の位置は、先に進んでみるまで分からない。だから先行しても突とつ然ぜん邪じや魔まな島々に囲まれてしまったりして、後から慎しん重ちように進んできた船に悠ゆう々ゆうと抜ぬかれてしまうかもしれない。時に大だい胆たんに、時に思し慮りよ深く自分の蒸気船を進めた人が勝つのだ。




　一学期最終日の今日、終業式とその後のＨＲが終わった直後、私と笠木さんは秋津先生の研究室に来て、ボードゲームで時間を潰つぶしつつ、緊きん急きゆう会議とやらで招集された秋津先生が帰ってくるのを待っていた。当然ながらゲームをやりに研究室に来てるわけではない。もちろん違ちがいますとも！

　四月からこっち、私は週三回この秋津研究室にやってきて、一人前の論理魔術師になるべく秋津先生を師と仰あおいで修しゆ行ぎようを続けている。夏休みに入ってもそれは続行される予定である。

　正直な話、夏休み中も先生に会えるのは嬉うれしいけど、修行の方はちょっとうんざりだったりする。

　というのも、修行を始めてから三ヶ月以上が過ぎている今なお、その成果がさっぱり見えてこないのである。何度挑ちよう戦せんしても、私には木材をプリンに変える以上の魔術を使う事が出来ない。理由は不明。秋津先生も首を捻ひねっている。

　夏休み中は、実習から少し離はなれて、基き礎そ理論や魔術の歴史を学ぼうと先生は言っていたが、どうもそういうのと、私がプリンしか作れない事が関係するとはちょっと思えない。

　そんなわけで、私がこの、実を結ぶ目め処どが立たない論理魔術の修行という目先の問題から、ボードゲーム遊びに逃とう避ひする事で、思春期の女子高生が持つ不安定な心に、なんとか平へい穏おんを保ちたいと願うこの気持ちを、きっとお分かり頂けるのではないかと思うのだ。決して修行をサボっている訳ではないのですよ。ホント。




　さて、今遊んでいるゲームはほぼ終盤に近づいていて、あと何周かすれば誰かがゴールするだろうという所まで来ている。私は悩なやみに悩んだ末、覚かく悟ごを決めて自分の船を進めた。

「じゃあ、ここで方向転てん換かんして、三マス進んでから、速度を一段階下げるね。……よし、と。じゃあ次、ジェシカの番だよ」

『分かりました』

　私の横に座っているジェシカが答える。

　座っている、と言っても、天てん井じようから投とう影えいされた映像がそう見せているだけ。ジェシカは私が通っている北凰学園のエージェントＡＩなのだ。

　私達と対照的な薄うすい青色のブレザーを着たジェシカは、頭の上によく分からない機械を載のせている。その特大カチューシャみたいな機械がちょっと未来っぽくて格好いい。

　外国人風の顔立ちで、青い瞳ひとみが白い肌はだの上でキョロキョロと動き、船の行き先を考えている。こうして見ていると、とてもジェシカが機械とは思えない。普ふ通つうの女子高生のようだ。

　ただし、ジェシカの正体は飯いい綱つな伊い代よさんという人らしい。私はその辺の事情がよく分からない。

　理事長先生の話では、伊代さんという人は稀き代たいの論理魔ま術じゆつ師しだったけど、二年前に人類の天敵である《鴉ノツクス》に敗れて亡なくなったのだそうだ。

　論理魔術師の最高意思決定機関である《完結したフオル・円環キアカル》は伊代さんの能力が失われるのを惜おしみ、彼女のコピーを作り上げた。それがジェシカだ。

　なので、ジェシカは単なる学園管理ＡＩではない。それは仮の姿。真の役割は、周藤絵里子理事長の《人形ドール》なのだ。私は、以前理事長先生が操あやつるジェシカのおかげで命を救われている。

　私が彼女を眺ながめていると、しばらく考えていたジェシカは『では』と言ってボードを指差した。

『船を真っ直すぐ四マス進めて、ここで右に60度方向転換してから、次の川に入ります。船を動かして頂けますか？』

「おっけー」

　ジェシカは立体映像なので、ゲームに参加する場合もカードを持ったりコマを動かしたりする事が出来ない。なのでそれは私達が代わりにやってあげる。

　ジェシカが言う通りにプラスチックの蒸気船のコマを進めながら、あの日の事を思い出す。




　五月の終わりに私たち、つまり私と秋津先生は、論理魔術師と《鴉ノツクス》との戦いに巻き込まれたのだ。彼らの狙ねらいはジェシカシステムを奪うばう事だった。ジェシカシステムっていうのは、ジェシカの本体にあたる機械、なんだと思う。正直、私はよく理解してないのだけど。

　戦いはかなりピンチな状態まで追い込まれた。でも、そこで私の自じ慢まんの妹である所の仄ほの香かが、ジェシカの背後で眠ねむっていた伊代さんを起こした。秋津先生は伊代さんの力を借りて逆転勝利。私たちはジェシカシステムを《鴉ノツクス》から守る事が出来たのだった。




　あれ以来、いくら呼んでも出てくるのはジェシカで、伊代さんが私の前に現れた事は無い。秋津先生に聞いても「技術的な問題」とはぐらかされた。伊代さんに関する質問も微び妙みようにスルーされ続けている。まあ、これは私にも多少責任がある。私は核かく心しんをついてしまうのが怖こわいのだ。あの時、先生が伊代さんを見ていた目つきが、私の不安をあおるのだ。

　秋津先生は、伊代さんが好きなんじゃないか、と。

　ぶんぶんぶんっと首を振ふる。弱気になるな播機遙。恋こいは惚ほれた方の負けなのだ。必要なのは情報収集だ。

　私は伊代さんの事をよく知らない。知っているのは伊代さんのコピーがジェシカだってことぐらい。あ、でも、これも正確じゃなくて、ジェシカは伊代さんのコピーではなく、伊代さんそのものらしい。

　あの時、仄香がジェシカのリミッターを解除して、私達の前に現れたのが、飯綱伊代さんだった。立体映像として現れた伊代さんは、ジェシカに雰ふん囲い気きは似ていたけど、顔立ちも髪かみの色も違ちがって、カッコいいお姉さんという感じだった。

　ただ、ジェシカが伊代さんそのもの、ってのがどういう事なのか、私にはよく分かって無い。伊代さんには「安芸から聞いておいて」と言われたのだけど、あれから中間テストと期末テストがだだだっとやってきて先生忙いそがしそうだったし、なんというか、私はなんとなく聞くのが怖くて、そのままになってたのだ。

「遙さん？」

　笠木さんが呼びかける。おっとしまった。また自分の世界に入っちゃってた。私はジェシカの船のコマを最後まで進めた。

「はい、動かしたよ。あ、じゃあ次はジェシカがサイコロ振る番だね。えっと、私が振ればいいのかな」

『いえ、大だい丈じよう夫ぶです』

　そう言って、ジェシカは立体映像の指先をテーブルの上にあるサイコロをつつくように置いた。直後に一いつ瞬しゆんだけ指先が光る。すると、サイコロが弾はじかれたようにテーブルの上を転がった。

「凄すごい！　どうやったの？」

『瞬しゆん間かん的に帯電、放電する事で、サイコロを弾きました』

「指先からビームが出るわけ？　必ひつ殺さつ技わざじゃん！」

『いえ、客観的にそう見えるだけでして、単純に三次元上の一点に対して、一瞬静電気を発生させているだけです。人間に対して行っても、多少ピリッとするだけで、攻こう撃げき能力は皆かい無むです』

「ふうん。でも凄いよ。これでサイコロ振るゲームならジェシカも遊べるね！」

　私が興奮気味に言うと、ジェシカは微笑ほほえんで答えた。

『はい。播機さんが以前からリクエストしていましたので、秋津先生が方法をプログラミングして下さいました』

「さっすが秋津先生♪」

　私が喜んでいると、笠木さんが机に身を乗り出した。

「では、次は私の番ですね」

　そう私に確かく認にんして、ボードを真しん剣けんな顔で覗のぞき込む。首にかけた大きいヘッドフォンが揺ゆれる。

　笠木香か音のんさん。私のクラスメイトの女の子にして秋津先生の血の繫つながらない妹、という設定の美少女である。白が基調のセーラー服が笠木さんの透すき通った肌はだや銀ぎん髪ぱつによく合っている。服のセンスについては、秋津先生には言いたい事がたくさんあるのだけど、笠木さんへのこのチョイスは二重丸をあげたい。

　実は、笠木さんは《人形ドール》と呼ばれる論理魔ま術じゆつ師しが使し役えきする魔術兵器だったりする。体内に論理魔術の原動力である《可能性ルウキス》を蓄ちく積せきし、戦せん闘とうにおいては常人を遥はるかに超こえる身体能力を発揮して、主人たる魔術師を守り、敵と戦う。それが《人形ドール》の役割。

　でも、今、蒸気船のコマを指先で弄いじりながら、次の一手を熟考している笠木さんを見ていると、思わず抱だきしめたくなるほど可愛かわいい、じゃなかった、とても作られた存在だとは思えない。ついでに言うと、つまるところロボットである笠木さんと、私のゲームでの勝率は、だいたい五分五分だったりする。

「はい、決めました」

　笠木さんが蒸気船を進めようとした時、研究室の入口が開いて、先生が二人入ってきた。先に入ってきた人ひと影かげに私は手を振る。

「あ。秋津先生♪　お邪じや魔ましてまーす」

　先生は黙だまって手を上げて私に応こたえた。

　秋津安芸先生。《蒼マーレ》の論理魔術師にして、この北凰学園の英語教師である。ちなみに私の担任だ。いつも袖そでに細かい模様──呪じゆ文もんの効果を拡大する為ための魔術文様──が染められている白衣をＹシャツの上に羽織っている。胸に垂れているストライプのネクタイには言いたい事がたくさんあるけど、今はゲームの方が大事。

　秋津先生は私たちがミシシッピ川を広げているテーブルに近づいた。見上げると、四角いメガネが載のった幼さが残る瞳ひとみと目が合った。

「なに？　播機さん」

「あ、いえ。なんでもないです」

　幼さが残っているのは当たり前で、この先生は私と同い年、つまり17歳なのだ。そんな事ってあり？　と思うのだけど、まあ北凰学園ではよくある謎なぞの一つだ。

　先生は魔術の研究の為にイギリスに留学していたのだけど、お姉様である所の北凰学園理事長、周藤絵里子先生に呼び戻もどされて、無む理り矢や理り教師をやらされているらしい。

　先生はちらりとゲームの状じよう況きようを見ると、ウェーブがかった髪を指先で弄いじりながら私に聞いた。

「これが播機さんのコマ？」

「そうですよ」

「このマスから、ここで方向転てん換かんして、ここで速度落とした？」

　見ただけでそこまで分かるのか。さすが。

「その通りです」

「ああ、それはキープレイだったね」

　聞き慣れない言葉だった。

「『きーぷれい』ってなんですか？」

　秋津先生はソファの後ろを通って自分の机にたどり着き、手に持った書類を置きながら私に振ふり返った。

「あるゲームにおいて、勝敗を決する可能性のある一手の事を『キープレイ』って言うんだ。この場合は──」

「あ！」

　秋津先生の言葉を、笠木さんの小さな叫さけび声が遮さえぎった。そして、セーラー服から伸のびる白い腕うでを伸ばし、自分の蒸気船を動かす。

「ここで方向転換して、ここで速度落として、もう一マス進めれば、私が一番で到とう着ちやくですね」

　笠木さんは指を組んで控ひかえめに喜んだ。

「えー！　うっそー!!　次の私の番にゴール出来る筈はずだったのにー!!」

　私は両手をバタバタさせて悔くやしがる。書類を机に置いた秋津先生は、再び私の後ろに立って言った。

「ね、言ったでしょ」

「なにがですかー？」

　ぶーたれたまま聞く。すると先生はぐいっと体をソファに乗り出して、まるで私に半分覆おおいかぶさるようにテーブルに手を伸ばした。

　急に先生との距きよ離りが縮まる事に焦あせるが、座っているので移動できない。こういう事をまったく意識しないのだ。この同い年の先生は。

　私が微び妙みように慌あわてているのにまったく気づかず、先生はテーブルの上のボードを指差した。

「さっきの播機さんのターンで、もし、もう一マス手前で終わらせてたらどうだったかな？」

「一マス手前？　なんでわざわざ不利な行動しなきゃならないんですか？」

「いいから考えてみて」

　んんん？　ボードの上の蒸気船コマを動かして考えてみる。ええと、私が一マス手前で終わらせたとする。その後ジェシカが動いて、最後に笠木さんが──

「あ！　私の船が邪魔になって笠木さんがゴールに届かない！」

「そういう事。邪魔な船を動かすには余計な行動力が必要だから、こうしておけば香音はこのターンにゴールする事は出来なくなる。播機さんは、一マス手前で止まっても、次のターンで十分ゴール出来る距離まで来てた。勝ちを焦ったんだね。だから、さっきの一手がキープレイだった」
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「そっかー……」

「一時的には負けていても、最後に勝てば良い場合もある。特にゲームではそれが顕けん著ちよだ」

「ううう～、そこまで分かってたなら私がコマ動かす時に言ってくれればいいじゃないですかー！」

　両手を挙げて抗こう議ぎ。

「いや、僕が研究室に入った時にはもう播機さんの行動は終わってたじゃない……」

　あ、そういえばそうか。まあ、面おも白しろかったからいいんだけどね。負けると悔しいゲームは良いゲームだって秋津先生もよく言ってるし。今日は満足。

「よし、じゃあ片付けようか。笠木さん」

「はい。遙さん」

『それでは、私は失礼します』

　ジェシカがソファから立ち上がる。と言っても、ホログラフィーがソファに体を埋うずめる事はないし、その必要もない。単に顔の高さを私たちに合わせてもらっていただけだ。

「ジェシカありがとー。また遊ぼうね」

『総処理負ふ荷かの低い時間帯であれば、いつでもお呼び下さい。播機遙さん』

　そう言ってジェシカはやわらかく微笑ほほえむと、光の泡あわが彼女を包み込み、そして姿を消した。この瞬しゆん間かん、私はいつもなぜか少し寂さびしくなる。伊代さんと話をした後では、それをより感じるようになった。

　私はちょっとの間ジェシカが消えた場所を見つめていた。そしてテーブルに目を戻もどすと、既すでにボードもコマも笠木さんがしまっていて、箱が閉じられる所だった。

「あ、ごめん笠木さん。全部やらせちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶです。遙さん、これを棚たなに戻してもらえますか？」

「おっけー」

　私は笠木さんからゲームの箱を受け取って、研究室の隅すみに向かった。そこには最近この研究室の一員となった、木製の可愛かわいい棚があって、秋津先生の持ち物である外国製のボードゲームがたくさん並べられている。まだ遊んでないゲームもいっぱいあって、見ているだけでワクワクする。

　私が棚の空いている所にゲームの箱を置くと、さっきからずっと入り口の近くの壁かべにもたれていたもう一人の先生が話しかけてきた。

「ああ、この棚、活用してもらってるんだね」

「斎さい条じよう先生。ええ、この棚、ゲームしまうのにぴったりだし、デザインが可愛いのでお気に入りです」

「気に入ってもらえて光栄だね」

　斎条先生が微笑む。私はお父さんに褒ほめられたような気分になり、ちょっと嬉うれしい。

　斎条園その生お先生は、表向きは北凰学園の図書館司書。しかしてその正体は《翠コラル》の論理魔ま術じゆつ師しであり《完結したフオル・円環キアカル》から学園に派は遣けんされたアドバイザーだ。アドバイザーが何をするのか私は知らないけど。

　ひょろながの体型ながら、ベスト姿が良く似合う。多分20代半ば。すこし長めの髪かみが、細ほそ面おもての顔に繊せん細さいさを与あたえている。若くてカッコイイので、女子生徒の人気も高い。今は足元にロシアンブルーのアレクを連れている。この猫ねこは先生の《人形ドール》なのだ。

　去年までは、兼けん業ぎようの考古学での出張が多くて、校内ではレアキャラ扱あつかいされていたけど、先月からは毎日司書室で司書として働いている。まあ、司書なんだから当たり前なんだけど。多分、考古学の出張というのは噓うそで、《完結したフオル・円環キアカル》のメンバーとして活動していたんだろうと私は思っている。

　私たちがニコニコしてると、秋津先生が口を挟はさんだ。

「サイジョー、ここは僕の部屋なんだから、僕の意思が優先されるべきじゃないか？」

「おや、《蒼マーレ》坊や・カヌは気に入らないとでも？」

「その呼び方はやめろってば！……別に気に入らないとは言ってない」

　秋津先生が不ふ機き嫌げんそうに椅い子すに座る。しかし私には分かる。あれは不機嫌なのではなく素す直なおに答えるのが恥はずかしいのだ。

　斎条先生は論理魔術における秋津先生の兄弟で子しにあたり、二人は十年以上の付き合いがあるそうだ。なので、秋津先生は、いつもは誰だれに対しても丁てい寧ねいな口調なのに、斎条先生に対してだけ言こと葉ば遣づかいが荒あらく、子供っぽくなる。斎条先生も、秋津先生を「《蒼マーレ》坊や・カヌ」と言ってからかっている。私は、そんな二人の関係がちょっと羨うらやましい。

　ゲームをしまってソファに座り直してから、もう一度棚を眺ながめる。うん、可愛い。そこだけアンティークだけど、研究室によく馴な染じんでる。私のチョイスは間ま違ちがってなかった。

　ちなみにこの棚は、この前の日曜日に、笠木さんと秋津先生と私の三人で、ある古いお屋や敷しきからもらってきた物だ。斎条先生のお知り合いが家具を処分するというので、私がその中から棚に使える物をもらってこようと秋津先生に提案したのだ。

　赴ふ任にんして以来部屋の隅にうずたかく積まれていた段ボール箱を処分して、研究室をもっと快適に使おうという私の意見に秋津先生がしぶしぶ折れた。まあ、先生は最後まで「僕の研究室なんだから別にいいじゃないか……」とぶつぶつ言っていたけど。

　ちなみにこの棚を見つけるまでの経けい緯いも紆う余よ曲きよく折せつかつ大だい冒ぼう険けんがあって、あやうく私は家具を探すどころか、逆にあの広大なお屋敷の調度品の一つにされかけるという大ピンチに陥おちいったりもした。そもそもそのきっかけは──

「──さん。播機さん。聞いてる？」

「え？」

　いつのまにか、私の前に秋津先生と斎条先生が座っていた。笠木さんは私の横。

　いけないいけない。また自分の世界に入っていたみたい。家具の話はまた今度。

「すみません、聞いてませんでした。もう一回言ってもらえますか？」

「いや、まだ話してない。これから言おうとしてた所」

　そう口にした後、秋津先生は言いよどむ。なにか言いづらいことがあるのだろうか。

「ええと、播機さん、パスポート持ってる？」

「パスポートですか？　修学旅行で使うので、みんな作ってる筈はずですけど」

「あ、そっか。そうだよね。そうか、持ってるのか。参ったな」

　持ってない方が都合が良かった、みたいな言い方だった。

　秋津先生は目をキョロキョロさせながら組んだ指を組み替かえている。落ち着きが無い。どうしたのだろう？

「ええとね、播機さん。これから言う事はあくまでお願いなんだ。非常に不条理かつ一方的な言い分だから、君には当然自由意志によって拒きよ否ひする権利があって、つまり──」

「《蒼マーレ》坊や・カヌ、教師のくせに話し下べ手たなのかい？」

　横に座っている斎条先生が秋津先生の肩かたを叩たたきながら、私を見てにっこり笑った。

「遙さん、秋津先生はね、君をクルーズに誘さそいたいんだよ。行くかい？」

「行きます！」

　つい反射的に答える。斎条先生はにこにこしながら秋津先生の肩をもう一度叩く。

「これでいいだろ？」

「いやよくないだろサイジョー」

　秋津先生はジト目で見返した。そしてため息をついて、再び私を見た。

「……《完結したフオル・円環キアカル》が、《紅オストラム》への《査問》を《蒼マーレ》に要よう請せいしてきたんだ。僕達には拒否する事が出来無い」

「我々《血族クラン》には、《円キア環カル》の意思は絶対だからね」

　斎条先生が補足する。

　私は素直に疑問を口にした。

「それがクルーズとどう関係があるんですか？」

「播機さんと《円環キアカル》の《査問》は、《翠コラル》の日本における本ほん拠きよ地ちである、ある島で行われる。その島まで、クルーズ船でいくんだ。往復で三泊ぱく四日の旅になる」

「え、じゃあ秋津先生と二人で行くんじゃないんですか？　デートじゃないの？」

「当然だよ！」

　慌あわてて答える秋津先生。しかし、私と斎条先生がにやにや笑っているのを見て、またからかわれているのに気づき、憮ぶ然ぜんとする。うん、そのちょっとふてくされた顔が、可愛かわいいのだ。

「別に私は構わないですよ？」

「いいの？」

「別に人体実験とかされるわけじゃないですよね？」

「ああ、もちろん違ちがう。話をするだけだ。僕も《査問》に立ち会うつもりだし、播機さんには指一本触ふれさせない」

「なら大だい丈じよう夫ぶですよ。ええと、出発はいつですか？」

「実は……」

　秋津先生は首を回して斎条先生を見る。視線を受けて斎条先生が口を開いた。

「明日だよ」
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３　そんなわけで夏休みの初日。私はトランクを抱えて港にやってきた。






　港には待合室があって、船の搭とう乗じよう準備が出来るまで乗客はそこで待機する。空港で飛行機を待つのと同じ。というか、港ポートが先にあって、空エア港ポートは後から出来たんだから当然かな。

　今いるのはその待合室。それもただの待合室ではなく、ＶＩＰ待たい遇ぐうの場所っぽい。案内されるままに歩いていたら、いつのまにかここに通されていた。

　ふかふかだけどひんやり冷たいソファに座っている私と、壁かべ際ぎわのテーブルにノートパソコンを置いてちゃかぽこキーを叩いている理事長先生の他ほかは、この広くて豪ごう華かな部屋には誰だれもいない。秋津先生と斎条先生は、積み荷の確かく認にんがどーとか言って出て行ったまま戻もどってこない。

　待合室は一面ガラス張りになっていて、私が座っているソファはその窓の方に向いていた。港に横付けされているおっきな船の先頭辺りが窓いっぱいに見える。私たちがこれから乗るクルーズ船だ。

　クルーズ船としては小さい部類だと理事長先生は言っていたけど、そもそも船に乗るのが生まれて初めてなので、私にはこの船がとにかく大きく見える。下半分が濃こい青、上は真っ白に塗ぬり分けられた船の壁へき面めんには、金色のレタリングで「Azufaifa」と書いてあった。あずふぁいふぁ？　そんな英単語あったかな？

『……その15　夜９時を過ぎたら異性を部屋に入れない。その16……』

　私はさっきから携けい帯たいから聞こえてくる仄香の言葉を、聞いているようで聞き流している。

　両親を事故で失った現在、妹の仄香は私の唯ゆい一いつの肉親である。事故の後こう遺い症しようで人前に出る事を極度に嫌きらうようになった仄香は、今は世間一いつ般ぱんで言う所の引きこもりって感じになってる。同じ家に住んでいるけど、私はこの二年あの子と顔を合わせた事はない。電話でなら何時間でも話せるんだけどなー。

　仄香はなぜだか知らないけど、私が男の人、特に秋津先生と仲良くするのが許せないみたいで、今も「旅行中にお姉ちゃんが気をつけるべき事リスト」を携帯の向こうで読み上げている。

『……その24　異性が口をつけた缶かんジュースを回しのみするの禁止。その25……』

「ちょ、ちょっと待って、仄香」

　私はいい加減疲つかれてきてストップをかけた。

『特に秋津先生はドアノブに触れる事も禁ずる。……え、なに？』

「それ、いくつまであるの？」

『１００までは数えたけど』

「……」

『じゃあその26いくよ』

「いやごめん仄香、メールでくれない？　後で見るから」

『ホントにちゃんと見るー？』

　うっ。心を読まれてるとまでは思わないけど、仄香はこと私に関する事にはびっくりするほど察しが良いのだ。

「見るってばー」

『噓うそっぽいなあ。あのねえお姉ちゃん。お姉ちゃんは嫁よめ入いり前の大事な体なんだから、くれぐれも間ま違ちがいが起きないように気をつけなきゃ駄だ目めなのよ!!』

　ちょっとくらいの間違いならむしろ起きて欲しいくらいだ。まったくあの超ちよう鈍どん感かんぶりときたら……。

『……今、「ちょっとくらいなら」とか思ったでしょ』

　ぎく。

「じょ、冗じよう談だんだって」

『お姉ちゃん、よくお聞きなさい。そもそも……』

　ううう、またお説教タイムだ。冗談なのに。でも、一割くらいは本心だったりする。

　この前もクラスメイトで私の親友である美み奈なに「遙が秋津先生に気がある事を知らないのは、学園内では校門横の銅像と秋津先生自身くらいだ」とからかわれた。さすがにそこまで私の感情がだだ漏もれだとは思わないけど、校門横の銅像と同じくらい秋津先生の感性が鈍にぶい事には同感である。

『分かってるのおねーちゃん？　そもそも、私はその旅行反対なんだからね。《完結したフオル・円環キアカル》がどうしたってのよ。海の上って事は、携けい帯たい電でん話わが使えないの。だからこれまでみたいに、いざという時に私が助けるって事が出来ないんだから！』

「え？　船の上って携帯使えないの？」

『そりゃそーよ。アンテナが無いんだもん。衛星電話くらいはあるだろうけど』

　衛星電話がどういう物なのかよく分からないけど、どうやら船に乗っている間は仄香と連れん絡らくが取れないらしい。

「そっかー。じゃあ今日の夜は仄香とお喋しやべり出来ないねー。残念」

『……お姉ちゃん。愛してる』

「そういう会話の流れじゃなかったと思うけど……。でもまあ、さすがに船の上でそんな非日常的な事は起きないと思うし。大だい丈じよう夫ぶだよ」

『まあ、そうだといいけど……。でもまあ、せっかくだから教えておくね』

「教えるって、なにを？」

『昨日の夜に突とつ貫かん工事でお姉ちゃんの携帯に新機能を搭とう載さいしておいたの。その使い方』

「仄香？　あんたまた私の携帯を勝手にいじったのね？」

『ごっめーん。心から反省してるし愛してる。あ、そうそう。パーツが入りきらなかったから、ワンセグの基板は外しちゃった。それじゃあ使い方だけど』

　と、全く反省の香かおりすら感じさせない口調で説明を始める。私は色々諦あきらめて、ごろんとふかふかのソファに寝ねっ転がり、仄香の言葉を聞いていた。窓から見える青空が綺き麗れいだった。





４　ソファに寝っ転がって携帯に喋りかけている播機遙を横目に、キーを叩く。






　インスタントメッセンジャーのログにテキストが流れる。





えりこの発言：


　電話しながらチャットもこなすとは余よ裕ゆうだな。



honokaの発言：


　電話はヘッドセットを使えますから。

　チャットも10面くらいまではリアルタイム対応が可能です。

　腕うでが２本しかないので同時アウトプットには限界がありますが。



えりこの発言：


　しかし、なんで音声チャットじゃ駄目なんだ？



honokaの発言：


　すみません、姉以外の人との音声通話には強い抵てい抗こうがありまして。



えりこの発言：


　まあいい。

　この前は助かったよ。

　まさか伊代を起こせる状態になっていたとは思わなかったが。



honokaの発言：


　理論上可能である事は早い段階で分かっていました。



えりこの発言：


　《円環キアカル》のスタッフが２年間かけて成功しなかった作業なんだが。



honokaの発言：


　過去の資料は全すべて目を通しています。

　彼らは彼女の肉体を覚醒させる事しか考えていなかった。

　私は、あえて彼女を起こさない方法を採っただけです。



えりこの発言：


　なるほど。



honokaの発言：


　ただ、１点問題が。



えりこの発言：


　問題？



honokaの発言：


　伊代さんが魔ま術じゆつを使った時、予期せぬ処理負ふ荷かが発生しました。

　具体的には有機サーキットレイヤーの第12層です。

　活動時間が短かったので、物理的な損傷には至りませんでしたが。



えりこの発言：


　原因は？



honokaの発言：


　不明です。

　私のアプローチが、そもそもジェシカフレームワーク上では成立しないのかもしれません。

　第12層はＳＣ回路に直結しています。

　安全性を考えて、現在は魔術を使えないようにロックをかけています。

　原因が判明するまでの措そ置ちとお考えください。



えりこの発言：


　分かった。他ほかには？



honokaの発言：


　そうですね。ジェシカシステムについて、１つ試ためしたい事があります。

　その許可を下さい。

　みなさんが旅行から戻もどってきた頃ころには、実装が完かん了りようしていると思います。



えりこの発言：


　何をする気だ？



honokaの発言：


　秘密です。



えりこの発言：


　分かった。許可する。



honokaの発言：


　ありがとうございます。では、次の議題である

　『いかに秋津安芸にお姉ちゃんの思いが伝達されるのを防ぐかについての考察

　　第64回定期報告』

　に入りましょう。



えりこの発言：


　よしよし。

　ここからが本番だ。









５　携帯に仕込んだ特殊機能の起動方法の説明を聞き終えた後、私は仄香に尋ねた。






「あのさ、仄香」

『待って。使い方は大だい丈じよう夫ぶね？』

「うん、覚えた」

　私には覚えようと思って覚えた物は決して忘れないという特技がある。正直に言うと、あまり使える能力ではない。覚えたいと思えない物はそもそも覚えられないので、学校の成績も教科によってバラバラ。総合すれば中のギリギリ上くらいかな。ちなみに好きなのは語学。英語ならネイティブの人と普ふ通つうに会話出来る。苦手なのは数学。すうしききらい。

　私は念のため、今聞いた起動方法を一字一句再現した。電話の向こうで仄香の拍はく手しゆが聞こえる。

『完かん璧ぺきでーす。さすがお姉ちゃん♪』

「ありがとー♪　でもさ、その機能、どういう時に使えばいいわけ？」

『知らないわよそんなの』

「……あのねえ」

『まあ、使う機会が無ければそれに越こした事は無いから』

「分かった。ありがと。仄香」

『うん。それじゃ切るね。早く帰ってきてね。待ってるよ』

「すぐ帰るから。じゃあね」

　携けい帯たいを切って、ポケットにしまう。

　体を伸のばしながら室内を見み渡わたす。まだ秋津先生達は帰ってきていないし、理事長先生はずっとキーボードをもの凄すごい速度で叩たたきながら、とても楽しそうにパソコンを見つめている。何を打っているんだろう？

　することが無いので、窓に寄ってもっと近くで船を見てみようと立ち上がる。

　その時、視線になにかが引っ掛かかった。ん？

　もう一度部屋を見渡す。そして気づいた。待合室の入口の扉とびらが半分ほど開いていて、その隙すき間まで何かが動いている。

「？？？」

　目をこらすと、それは黒い手て袋ぶくろだった。誰だれかが手招きをしている。

　ポケットから再度携帯を取り出して時刻を確かく認にんする。乗船まではまだ30分以上ある。そして、もう暇ひまを潰つぶすネタが無い。

　私は立ち上がって、入口の方に向かった。





６　トラックの前で、僕と斎条はナツメさんを待っていた。






「別にいてくれなくていいんだけど」

　僕がジトッとした目で見ると斎条は楽しそうに答えた。

「こっちにナツメが来るんだろ？　挨あい拶さつしておかなくちゃ」

「モメるだけだと思うけど……」

　僕はため息をついてアスファイファ号を見上げた。この船は《完結したフオル・円環キアカル》所属の資材運うん搬ぱん船としての機能も有している為ため、通常のクルーズ船にはないランプウェイ──車を運転したまま船内に入る事が出来る可動式の斜しや路ろ──が搭とう載さいされている。船の横の腹が大きく口を開け、そこからランプウェイが伸びて、港に直じかづけされている。

　僕たちはランプウェイの手前までトラックを運んで、船側の担当にトラックごと荷物を引き渡わたす為に待機していた。ここまで運転して来たのは僕。斎条は助手席で延々とどうでもいい話をしていた。いや、今もしている。なぜ学校の生徒の前では物静かなのに、僕と二人っきりになるとお喋しやべりになるのだろう。不思議だ。

「それでね、安芸クン。生徒会が隠かくし通そうとした秘密ってのがまた傑けつ作さくでさ」

「サイジョー。一応は教師なんだから生徒達の個人情報を気軽に喋るな。それに、その話は知っている。秘密が暴あばかれるのを守ったのは僕と播機さんなんだから」

「え、そうなの？」

　素すで驚おどろくサイジョー。論理魔ま術じゆつが絡からんでいても、《鴉ノツクス》と関係しない事件についてはリサーチしていないのだろうか。いや怪あやしい。知らなかったフリをしているだけかもしれない。

「僕たちが姉さんの指示で『探たん偵てい推理研究会』をやってるのは知ってるだろ。その『生徒会室の掟おきて』事件も僕たちが解決したんだよ」

　四月に播機さんの持つ能力が判明して以来、彼女は僕の指導の下もと、週三回僕の研究室に来て論理魔術の勉強をしている。この隠れ蓑みのとして作ったのが「探偵推理研究会」というダミーサークルである。

　ちなみに、本当は「探偵推理小説研究会」の筈はずだったらしいのだけど、播機さんが申しん請せい作業をしている最中に手て違ちがいで落ちてしまい、結果として今の、なにをやっているのかよく分からない名称になっている。まあ、名前に引かれて入部希望者とか来られても困るので、僕は全く構わないのだが。

　本来、播機さんが論理魔術を学んでいる事実を隠いん蔽ぺいする為のダミーサークルなのだから、サークルとしての活動実績はゼロの筈だ。ところが、まあ色々経けい緯いがあって、なぜか探偵推理研究会は、校内で発生し、かつ生徒会や教師陣じんが放ほう棄きしたやっかい事を処理するなんでも屋としての地位をいつのまにか固めつつあった。

「生徒会室の掟」事件も、そんな風にサークルに持ち込まれたやっかい事の一つだ。この事件のおかげで僕は今期の生徒会長が自分のクラスにいる事を知り、またその後、彼から偉えらく慕したわれるようになるのだが、それはまた別の話だ。

　簡単に事件の経緯を説明してやると、斎条は感心しながら聞き、最後に、

「安芸クン、君は理想的な教師だね」

　と、満足そうに頷うなずいた。反応に困る。

　斎条は《翠コラル》の《血族クラン》だが、現在の立場は《完結したフオル・円環キアカル》から学園に派は遣けんされたアドバイザーという事になっている。アドバイザーと言っても実際には何をするでも無い。なぜならその実質は《蒼マーレ》を監かん視しするスパイだからだ。そして本人もそれを隠すつもりがない。

　二年前に起きた《鴉ノツクス》との大規模戦せん闘とう以来、《蒼マーレ》は《完結したフオル・円環キアカル》とは協調路線ながら、一定距きよ離りを置いた態度を取っている。これが向こうのお偉えら方がたにとって大変気に入らないようで、これまでにも様々な警告が《蒼マーレ》に送られてきた。そしてその一つが斎条の派遣なのだ。

　僕らはやましい事をしているつもりはない。二年前、《完結したフオル・円環キアカル》に依い存ぞんしすぎた為に崩ほう壊かいしかけた《血族クラン》として学習しただけだ。彼らから離り反はんするつもりなどない。そうとも。僕らが、僕や姉さんがやろうとしている事を、離反なんてつまらない言葉でくくって欲しく無い。

「……おい」

　ハスキーな女性の多少不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえて、ハッと顔を上げる。

　いつの間にか目の前に女性が一人立っていて、その切れ長の目が僕の横、つまり斎条を睨にらみ付けていた。

　僕はとりあえず挨拶を試みる。

「ナツメさん、お久しぶりです」

　女性の視線は斎条から動かない。その口が開く。

「斎条園生。なぜお前がここにいる」

　言われた斎条は満面の笑えみで、両手を広げながらナツメさんに歩み寄った。

「やあナツメ！　久しぶりだね！　前に会ったのは確か──」

「なぜお前がここにいるのかと聞いている！」

　斎条の挨拶が大声にかき消される。僕はまたため息をついた。

「だからモメるって言ったのに……」

　ナツメさんと斎条は、僕が見ている前で延々とかみ合わない会話を始めた。斎条が褒ほめ、ナツメさんが罵ば倒とうしている。理由は知らないがこの二人は以前から仲が悪いのだ。正確には、好意が一方通行と言うのだろうか。
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　ナツメさんは、身長は播機さんとほぼ同じ。年ねん齢れいは、確か僕の三つか五つ上だったような。ふわふわとした感じの長い髪かみがふとももまで流れている。意志の強そうな瞳ひとみと、わずかに朱しゆがさしてあり大人っぽさを感じる唇くちびるは、今どちらも斎条を罵ののしる為に最大限活用されている。

　やがて、どれだけ馬ば鹿かにしても笑顔を崩くずさない斎条と話すのに飽あきたのか、ナツメさんは叫さけぶのをやめて、大きく息をした。そして肩かたにかかった髪を後ろに流しながら僕の方を向く。

「久しぶりね。秋津君」

　スーツの上から作業用らしいジャンパーを羽織っていた。そのジャンパーと、ベージュのスカートと、とても長い髪が、海風にはためいている。

「ナツメさんも、お変わりないようで」

「ええ？　秋津君まだ高校生でしょう？　そんな言葉使わなくっていいわよ」

　その笑顔は昔と同じだった。僕は少しの間その笑顔を見つめていた。彼女は僕の視線に気づかなかったようで、手に持っていたバインダーとペンを僕に渡わたす。

「ここにサインを。後は私が運ぶから」

　サインをして返す。

「キーは挿ささってますから」

「了りよう解かい。じゃあ、しばらくの間、この子は預かるわよ」

　そう言うと、ナツメさんは僕が運転してきたトラックにひらりと乗り込み、エンジンをかけた。

「よし。受け渡し完かん了りよう。サイジョー、僕らも行こう。……？　サイジョー？」

　振ふり返るとそこには誰だれもいなかった。同時に、頭上からナツメさんの怒ど鳴なり声が聞こえる。フロントガラスを見ると、いつの間にか助手席に斎条が座っていて、にこやかにナツメさんに話しかけていた。

「……はあ」

　今回の旅も、何事もなく済む、という風にはなりそうもない。





７　オレンジジュースを二つ運んできたウエイトレスさんには、私達の事がどう見えただろう。






　私はどこを見て良いか分からず、机を見つめている。

　今いるのは待合室から少し離はなれた喫きつ茶さ店てんの隅すみっこ。机の上にはオレンジジュースが二つ並び、向かいの席には──

「どうぞ、お飲みになって下さい」

　突とつ然ぜん言われて私はハッと顔を上げる。

「あ、うん。えっと、あの。え、エレ──」

「エレクトラです。人の名前をどもるのは失礼ではありませんか？」

「ご、ごめんなさい。エレクトラ……さん」

　そう、私の目の前には、エレクトラが、イドの部下が座っていた。彼女は澄すました顔で答える。

「エレクトラで結構。敵にさんづけされる謂いわれはありません」

「う、うん。……エレクトラ」

「よろしい。《紅オストラム》よ」

　そう言って、エレクトラは黒いレースの手て袋ぶくろに包まれた手でストローの包装をやぶり、グラスにストローを差す。見み惚とれる程ほどの優ゆう雅がな動き。

　さっき、この黒レースの手袋が入口から手招きした時、私はすぐにその手が誰の物か分かった。私に向けて拳けん銃じゆうを突つきつけた手なのだ。忘れる筈はずがない。

　エレクトラは全身黒のドレスを着ていた。所々白のアクセントがあり、肩が大きく露ろ出しゆつしている。よく知らないけど、こういうのをゴスロリって言うのかな。年は私と同じくらいだと思うけど、ずっと色っぽい雰ふん囲い気きを醸かもしている。

　廊ろう下かで対面した途と端たん、エレクトラは「今日は戦いに来たのではありません」と言い、そのまま私はこの喫茶店まで連れてこられたのだ。

「で、あの、エレクトラ。私になんの用なのかな」

「あなたに用などありません」

　澄まして答えるエレクトラ。私はちょっと緊きん張ちようが解けてきた。

「あっそ。じゃあ私戻もどるから」

「お待ちなさい。イド様からの伝言を言付かって参りました。これを《蒼マーレ》に渡して下さい」

　そう言って、彼女はポーチからなにかを取り出して、テーブルに置いた。

　それは４センチ四方くらいの小さなプレートだった。厚みは５ミリくらい。ツヤの無い銀色の表面には何も書かれていない。私は聞いた。

「《蒼マーレ》って、秋津先生の事？」

「そうです。イド様からの贈おくり物です」

「……これ、爆ばく弾だんとかじゃないよね？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これは手紙のような物です。《蒼マーレ》なら、見れば分かるでしょう」

　私はテーブルに置かれた銀色の板を恐おそる恐る手に取る。多分アルミ。軽い。裏返しても、表同様なんの模様も無い。

　危ない物ではなさそうなので、私はそれをポーチにしまった。

「でもさ、なんで私に渡すわけ？　秋津先生に直接渡せばいいじゃない」

「私は《蒼マーレ》に敵視されていますから」

「あのさ、あなた、私を襲おそったよね？　コントロールルームに火球を投げ込んでさ。私は敵視してないとでも思ってるの？」

「あれは周藤絵里子にジェシカを《人形ドール》として起動させる為ために必要な処置でした。現にあなたは怪け我がをしてないでしょう？」

「拳銃で撃うったじゃん！　火傷やけどになったんだよ！」

「あれはあなたが悪い。じっとしていれば怪我などしなかった。それに、治ち癒ゆ魔ま術じゆつで痕あとも残っていないでしょう？」

「それは、まあ、そうだけどさあ」

　そういう事じゃないでしょー、と反論しようとした所で「お待たせしました」とウエイトレスが割り込んだ。

　二人の前にアイスクリームが並べられる。

　お皿を手元に引き寄せながら、彼女が言った。

「イド様の事はどれくらいご存じですか？」

「秋津先生の弟さんって事くらいしか……」

「それだけ知っていれば十分。イド様は元は《蒼マーレ》の優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しでした。しかし大きな裏切りに遭あい、《鴉ノツクス》の一員になられたのです」

「裏切り……？」

「あなたもいずれ知る事になる。《完結したフオル・円環キアカル》は、あなたが思っているほど善良な組織ではないという事を」

「ちょ、ちょっと待って」

　私は喋しやべり続けるエレクトラに手を振ふって止めた。

「あの、よく分かんないんだけど、なんでそんな事を私に教えてくれる訳？」

「イド様から《紅オストラム》に伝えるよう仰おおせつかったからです」

「イドが？　なんで？」

「さあ、私は存じ上げません。もしかしたら、《紅オストラム》の末まつ裔えいを《鴉ノツクス》に迎むかえ入れたいのかも」

「そんな事絶対にないもん！」

「私も同感です。私にはイド様のお考えは分かりません。私個人の考えを言わせてもらえば、不確定要素である《紅オストラム》は即そつ刻こく抹まつ殺さつすべきです」

　ぞぞぞ。目が笑ってない。１ミリたりとも冗じよう談だんでは言ってないのだ。

　エレクトラはその笑ってない目のまま続けた。

「馴なれ合うつもりは毛頭ございません。私があなたに手を出さないのは、イド様から『《紅オストラム》を傷つけてはならない』と命令されているからです」

　沈ちん黙もく。数秒後、彼女は目を閉じて小さく息をついた。

「さて、用事は終わりました。これを食べてしまいましょう」

「う、うん」

　私達は同時にスプーンでアイスクリームをすくい、口に含ふくんだ。

「「つめたっ」」





８　資材搬はん入にゆう口ぐちから直接乗船するつもりだったのだけど、チケットを待合室に忘れてしまった。






　なので僕は大急ぎで取りに戻もどった。斎条は根負けしたナツメさんの運転するトラックに乗って、既すでに乗船している。

　廊ろう下かを曲がると待合室の前で仁に王おう立だちしている姉さんが見えた。

「遅おそいぞ安芸！」

　僕は走りながら答える。

「いや、本当はサイジョーと一いつ緒しよに搬入口から入るつもりだったんですが──」

「私をエスコートせずに乗船するなど許されるとでも思っているのか！」

　一体誰だれが許さないのだろうか。いや、当然姉さんか。

　僕がため息をついて首を振ると、その視界に播機さんが映った。

　喫きつ茶さ店てんから出てきたらしい彼女は、なにやらぼうっとしていて、とてもゆっくり歩いている。僕は進路をそちらにずらす。

「播機さん！　もう出航時刻が迫せまってるよ！　荷物持って！」

　言いながら僕は彼女の右手首を摑つかみ、姉さんの前を通って待合室に入る。

「え、あ？　先生？」

　気のせいかもしれないけど、播機さんの右みぎ腕うではひどく冷たかった。冷え性しようという奴やつかな？

「ん？」

　視界になにか入った。播機さんを見る。

　播機さんが僕に引かれるままに体を揺ゆらした時、彼女のパーカーのフードの中にあったなにかがふわりと浮ういたのだ。

「播機さん、フードに何か入ってるよ？」

「……え？　今なんて言いました？」

　先ほどから反応速度が遅い。僕は彼女の首の後ろに手を回し、フードの中にあったそれを取り出す。それは四つ折りになった紙し片へんだった。開いて読む。




『ここまでの接近は大目に見ましょう。しかしそれ以上の肉体的接せつ触しよくを試みた場合は覚かく悟ごする事♪　by仄香』




　僕は思わず上を見た。もちろんそこには天てん井じようがあるので、この紙片は空から降って来た訳では無い。播機さんが自宅を出る前から入っていたのだ。

「先生？　どうか……しました？」

「……いや、なんでもない」

　僕は紙片をポケットに入れた。

「早くしろ！　船が出るぞ！」

　外で姉さんが怒ど鳴なっている。僕は空いている方の手で置き忘れていたカバンと、まだぼうっとしている播機さんのトランクを摑み、ドアに向かった。





９　エレクトラが店を出て行った後、初めて私は自分が震えていたのに気づいた。






　怖こわかったのだ。手招きに釣つられて思わずついて行ったけど、出来るだけ怒おこった感じで喋しやべっていたけど、本当は怖かったのだ。相手は論理魔ま術じゆつ師しで、秋津先生が敵視するイドの部下で、こっちはまだ物体をプリンにする事しか出来ないへっぽこ魔術師で、隣となりに秋津先生はいなかった。

　震えはじきに収まったものの、なんだかぼうっとしてしまって、とりあえず待合室に戻らなきゃと思って喫茶店を出た。ちなみに、飲食代はエレクトラが出してくれたようだ。らっきい。

　で、気づくと秋津先生に手首を摑まれて搭とう乗じよう口まで引っ張られていた。もう意識ははっきりしていたけど、先生の手がやけに温かく感じて、私はもうしばらく摑まれていたいと──

「いつまで引っ張ってるつもりだ安芸」

　搭乗口にいた理事長先生が鬼おにのような形相で私達──というか、主に私──を睨にらみつけていた。私は引っ張られるままに動かしていた足にようやく命令を送って立ち止まる。

「せ、先生！　もう大だい丈じよう夫ぶです！」

　秋津先生は手を離はなしてこちらを向いた。

「あ、そう？　どうかしたの？　熱でもあるの？」

　顔を覗のぞき込む先生の瞳ひとみに私が映る。摑まれていた腕にはまだぬくもりが残っていて、そこがカッカッと熱くなっているような気がした。

「大丈夫です！　さあ、行きましょう！」

　私は大声を出して秋津先生から自分のトランクを取り返した。顔が赤くなっているのを感じる。あわてて、既に歩き出していた理事長先生の後ろに続いた。

「そう、ならいいけど」

　後ろから先生の不思議そうな声が聞こえる。私は恥はずかしくて振ふり返れない。

　搭乗口は、細い廊下になっていて、待合室と船を直結している。外から見たら、建物からチューブが伸のびて、船にくっついているように見えると思う。これも空港みたいだ。

　廊下には小さな窓がいくつもついていて、歩くたびに船に近づいていくのが分かる。

「大きい……」

　船ってこんな大きいんだ。何人くらいで動かしてるのかな。

　やがて廊ろう下かが終わり、私はついに「あずふぁいふぁ号」の中に足を踏ふみ入れた。理事長先生が立ち止まったので、その横に立って船内を見回した。

　そこは小さな玄げん関かん口のようで、奥に階段が見えた。とてもシックな装そう飾しよくで、まるで洋館の中に入ったかのように思えた。

　その真ん中に男の人が立っていて、笑いながらこちらに歩いて来た。

「アスファイファ号へ、ようこそいらっしゃいました。船長の鳴なる神かみと申します」

　そう言って、船長と名乗ったその大おお柄がらで豊かな髭ひげを持った男性は、私と理事長先生のすぐ前に立ち、深々とお辞じ儀ぎをした。

「あ、えっと」

　そんな丁てい寧ねいな礼をされた事が無い私は、どう返したらいいのか分からなくて焦あせった。あたふたしている私に、理事長先生が耳元で囁ささやいた。

「右手の甲こうを出すんだ」

　私はその意味も分からず慌あわてて右手を前に出した。すると船長さんは顔を上げ、にっこり笑って私の手を取り、その甲にキスをした。

「えっ!?」

「なにを驚おどろいている」

　理事長先生が呆あきれながら言う。

「手に接せつ吻ぷんを受けたのは初めてか？」

「あ、当たり前じゃないですか！」

「恥ずかしがる必要などない。淑しゆく女じよとしてもっと堂々としろ。殿との方がたに失礼ではないか」

　そ、そういうもの？　私が硬こう直ちよくしていると、船長さんは理事長先生の手にも同じようにキスをして、少し後ろに下がった。そしてまた微笑ほほえむ。

「お会い出来て光栄です。美しいお嬢じようさん」

「お、おじょ」

　またうろたえてしまう。大人の人に「美しい」なんて言われたの、多分生まれて初めてだ。そして船長さんは、更さらに私を驚かせる事を口にした。

「しかし驚いた。噂うわさに聞く《紅オストラム》の末まつ裔えいが、こんな可愛かわいい女の子だったなんて」

「!?」

　な、なんでこの人知ってるの!?

　太古の時代から論理魔術という異能の力が存在し、しかも現代までその血と技術が脈々と受うけ継つがれている事は、論理魔術師を統すべる組織《完結したフオル・円環キアカル》の指導の下もと、徹てつ底ていした情報規制によって隠かくされている筈はずなのだ。

　私がなんと返せばいいのか分からずに黙だまっていると、船長さんは不思議そうに理事長先生を見た。

「おや？　話していないのですか？」

　理事長先生は髪かみを手ですくいながら面めん倒どうそうに答えた。

「あんたが話したがるんじゃないかなと思ってね」

「それは嬉うれしい心こころ遣づかいですな」

　船長さんは「播機遙さん」と言ってこちらを向いた。

「この船はね、《円環キアカル》の専用船なんです。船員も乗客も、全すべて《血族クラン》の関係者で構成されている。だからこの船の中では、論理魔術の秘密を隠す必要が無いんですよ」

　私は理事長先生を見た。先生は頷うなずく。

「船長の言う通りだ。鳴神、私は疲つかれている。早く部屋に案内してくれ」

「かしこまりました。こちらへどうぞ、みなさん。間も無く出港ですよ」

　船長さんは大げさに腕を伸ばして上を指し、階段を登り始める。私達は後に続いた。登りながら、理事長先生に尋たずねた。

「先生、今船長さんの事を『鳴神』って呼びましたよね。お知り合いなんですか？」

「ああ、別に望んで知り合いをやっているわけじゃないがね」

　あまり好意的ではない模様。そういえば、さっきから一言も発しない秋津先生はどうしたんだろう。そう思って後ろを振ふり返ると、秋津先生はじっと前を行く船長さんを睨にらんでいた。

「……秋津先生？」

「え？　どうかした？」

　表情をぱっと変える先生。私が振り返った事に気づいていなかったようだ。私は「なんでもないです」と微笑んで前を向いた。

　なんとなくだけど、普ふ通つうの旅にはならなそうな予感がした。





10　僕は自分の耳を疑った。播機さんの言っている事が一瞬理解出来なかった。






「エレクトラと、アイスを食べていた……？」

「あの、はい」

　割り当てられた部屋で荷物を整理していると、播機さんがやってきて最初に言った言葉がそれだった。ようやくその言葉が分解されて脳が理解すると、急激に怒いかりが沸わき上がってきて、僕は彼女の両りよう肩かたをつかんで怒ど鳴なった。

「なんでそんな危険な事をしたんだっ！　どうして僕を呼ばないっ！」

　播機さんは驚いて僕を見た。その後、目をちょっと潤うるませて言った。

「せ、先生、痛いです……」

　僕は慌あわてて手を離はなした。かなり強く肩かたを握にぎってしまったらしい。

「ごめん」

「いえ……。先生、待合室にいなかったから……」

　ナツメさんに会っていた時か。それなら仕方ない、仕方ない、が……。

「播機さん。《鴉ノツクス》はとても危険な存在なんだ。彼らは簡単に人の心を操あやつってしまう。君もよく知っている筈だ。十分に注意してもらいたい」

「はい……。ごめんなさい、先生」

　播機さんは目に見えて分かるほどシュンとしていた。ちょっと気の毒になってきた。悪いのは彼女ではなく軽々しくやってくるエレクトラであって、つまる所その主人であるイドだ。

「いや、いいよ。次は必ず僕を呼んでね。で、エレクトラはなんて？」

「あ、はい。先生にこれを渡わたして欲しいって。イドからの手紙だって言ってました」

　播機さんはポーチからなにかを出して僕に渡した。

「それ、なんですか？」

「分からない。プレートだね。材質はアルミ。この厚みにしてはちょっと軽い、かな？」

　僕は細かく観察した。継ぎ目のような物は一いつ切さい無い。仮に中に何かが詰つまっていたとしても、取り出す方法がない。

　しばらく持っていると、急にプレートの表面が黒く光りだした。

「先生！」

「大だい丈じよう夫ぶ。イドがよくやる手だ」

　黒い光はプレート上の一点に集まり、そこから、まるでレーザー光で刻まれるかのようにアルファベットが一文字ずつ描えがかれていった。エクスクラメーションマークを書き終わった所で、光は消えた。僕は播機さんにプレートを渡す。表面には簡単な英文が刻まれていた。




This is ticket for me !




「〝このチケットは私の物〟？」

　播機さんが両手で小さなアルミの板を持ったまま、不思議そうな顔をした。

「どういう意味ですか？」

「イドもこの船に乗るつもりだっていうメッセージだよ」

「！」

　目を大きく開いた播機さんからプレートを受け取ると、僕は胸ポケットにプレートを入れた。

「大丈夫。播機さんは僕が守るから、安全だよ」

　彼女は少し動きを止めたあと、バッと後ろを向いて、両手を頰ほおにあてていた。「不意打ち」とかなんとか小さな声が聞こえたけど言ってる意味が分からない。体調でも悪いのだろうか？

　しかし。僕は胸ポケットに入れたアルミの板の事を考える。イドからのメッセージはもう一つある。このプレートがチケットなのであれば。

　イドは、これを取りに僕の元まで来る筈はずだ。





11　「わーっ!!」と思わず大声をあげてしまう。手すりに摑つかまって身を乗り出した。






「見て見て笠木さん！　もう港があんなに小さいよ！」

　笠木さんは前まえ髪がみを軽く押さえながら私の横に立ち、私の指差す方を見て答えた。

「正確には『小さく見える』だと思います。港が小さくなった訳ではありませんから」

　クルーズ船の左右に配置されているサイドデッキの木の床ゆかは、太陽の光を浴びてキラキラ光っていた。手すりの外は何もなく、何メートルか知らないけどずいぶん下に海面が見える。船の進行方向には水平線以外には何も見えない。天気も良いし風も気持ちいい。

　秋津先生にイドの伝言とやらを渡した後、お昼まで自由行動と言われた私はひとまず部屋に戻もどった。笠木さんを誘さそって船内を探検しようと思ったからだ。

　私と笠木さんはツインの部屋を充あてられた。ちなみに理事長先生、秋津先生、斎条先生はそれぞれシングルルーム。理事長先生はダブル──二人用の大きなベッドが一個だけある部屋──の部屋に秋津先生と二人で泊とまるつもりだったけど、秋津先生が必死で抵てい抗こうしたらしい。

「当然だっての」

「？　なにか言いましたか？　遙さん」

　おっと、つい考えている事が口に出てしまった。自重自重。私は笠木さんに１２０％スマイルで答える。

「なんでもないよ～」

「質問に対する応答としては微び妙みように合がつ致ちしていません」

　相変わらずの口調。風が気になるのか、笠木さんは首にかけているヘッドフォンを手で押さえている。

　客室で目を閉じて音楽を聴きいていた笠木さんを説得して、現在、私たちは船内探検中である。ついでに言えば、クローゼットの中にあったウィンドブレーカーを二人とも着ているので、今はおそろの格好。

　サイドデッキは船の前から後ろまであるながーい廊ろう下かで、歩いていると船員さんの格好をしている人や、他ほかの乗客とすれ違ちがう。乗客はご年配の人が多く、理事長先生くらいの年の人もあんまりいなくて、私達くらいの子供は皆かい無むだった。クルーズ旅行ってお金がかかるのかな。高そうなイメージではある。

　船はぐんぐん速度を出して港から離れて行った。視界から建物や緑が徐じよ々じよに遠ざかり、もうすぐ空と海以外の物は見えなくなりそうだった。

　海風が黄緑色のウィンドブレーカーをバタバタとはためかせる。そうか、船の上では風が吹ふくのか。ミニスカートは失敗だったな。まあ、誰だれも見てないし、気にしない事にする。

　私は甲かん板ぱんの上でくるりと一回転した。

「どう？　笠木さん、似合う？」

「可愛かわいいと思います」

　さきほどから私の中でこのウィンドブレーカーがぷちヒット中なのである。蛍けい光こう色っぽい黄緑色は視界が青に染まる船の上ではとても映はえる配色に思えた。ポケットに手を突つっ込めば、強い風が吹いても寒くない──ような気になれる。背中には大きく船のロゴと名前が入っていて、笠木さんとおそろになるのも嬉うれしい。

「あ、そうだ！　後で秋津先生にもこれ着せて写真撮とらなきゃ！」

「カメラを持ってきていらっしゃるんですか？　《紅オストラム》殿」

　笠木さんが風に流れる銀ぎん髪ぱつを押さえつつ聞く。

「ううん。持ってない。これよこれ」

　私はポケットから携けい帯たいを取り出した。カメラ機能つき。私は笠木さんの肩かたを抱だいて携帯を自分たちに向けた。

「はい、笠木さん、ちーずっ！」

「遙さん、今日はテンション高いですね」

　パシャッと音がする。急いで確かく認にん。大だい丈じよう夫ぶ。仄香が携帯いじったみたいだけど、カメラはちゃんと動いてる。

「あ、そうだ」

　携帯の画面をもう一度見る。一番上に「圏けん外がい」の文字。

「あー、ほんとに圏外なんだー」

「まあ、そうですね」

　手を空に伸のばしてみる。もちろん、それくらいでアンテナが立ったりはしない。

　と、その時強い風が吹いた。

「とととっ！」

　変な体勢で風を受けて、私はバランスを崩くずした。転んでしまうのを防ぐために腕うでを振ふってバランスを取る。すると、

　ツルンッ

「って、噓うそ!?」

　腕を振った勢いで、右手から携帯がすっぽ抜ぬけた！　携帯は、大きな放物線を描えがいて手すりの外、つまり大おお海うな原ばらへ──

「待って!!」

「《停止スタドせよ・イム》」

　私が携帯に向かって意味の無い懇こん願がんをするのと、私の背後から呪じゆ文もんが聞こえたのは、ほぼ同時だった。

　直後に、私の横を何個もの緑色の光の泡あわが通り過ぎ、携帯を包み込んでいく。と、その途と端たん、くるくると回転しながら飛んでいた携帯が、ピタッと空中で動きを止めた。

「えっ？」

　慌あわてて走り寄ると、携帯は緑色の光の泡に包まれたまま、まるでその場所に縫ぬいとめられているかのようにピクリとも動いていない。そこだけ一時停止しているみたいに見えた。

「大丈夫かい？」

　後ろから近づく声に振り返る。

「斎条先生！」

　そこには斎条先生と、その足元にアレクがいた。斎条先生がアレクに指示を出す。

「アレク、行け！」

　先生の猫ねこは一いつ瞬しゆんで跳ちよう躍やくし、私の前を通り過ぎたかと思うと、空中に浮うかんだままの携帯に嚙かみつき、しかし携帯は微び動どうだにせず、アレクはそのまま空中にぶら下がった。なんか間ま抜ぬけで、可愛い。

「やっぱり、《人形ドール》が嚙みつくくらいじゃ解けないか」

　そう言いながら猫の側までやってきた斎条先生は、アレクがぶら下がっている携帯に手を伸ばし、呪文を紡つむいだ。

「《解デ・除テイル》」
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　光の泡がはじけるように消え、空中に繫つなぎとめられていた携帯は突とつ然ぜん重力が発生したかのように、アレクと一いつ緒しよにデッキに着地した。

　アレクはスタスタとこちらに歩いてきて、首を伸ばして私に携帯を差し出す。私がしゃがんでアレクの顎あごの下に手を出すと、猫はそっと手の上に携帯を置いた。

「ありがと、アレク」

「海に向けて携帯電話を投げるのはやめた方がいいと思うよ。遙さん」

　斎条先生はそう言って笑った。私はなんか恥はずかしくて、立ち上がるけど先生の目を見れなかった。ただ、それでも好こう奇き心を抑おさえきれなくて、顔を上げて聞いた。

「あの、今の、斎条先生がやったんですか？　ど、どうやって？」

　論理魔ま術じゆつは万ばん物ぶつが持つ《可能性ルウキス》に干かん渉しようし、その物体が持つ「概がい念ねん」を増ぞう幅ふく、あるいは変へん換かんする。例えば、「元々は植物だった」という《可能性ルウキス》に干渉して、本ほん棚だなから木の枝を生やして人や物を繫ぎとめたり出来る。

《可能性ルウキス》はあらゆる形で物体に宿りうる。例えば、木き彫ぼりの鳥も、彫ほった職人の思いが強ければ、そこに「鳥」という《可能性ルウキス》が付ふ与よされ、論理魔術を使って飛ばす事が出来たりする。

　もちろん、論理魔術は万能ではない。弱点が二つある。一つは、論理魔術が有機体、とりわけ人間には非常にかかりにくいという事。人間の身体能力を向上させる論理魔術はほとんど存在しない。秋津先生は《重力制せい御ぎよ》が得意だけど、あれだって厳密には重力が制御されているのは「服」なので、裸はだかの人には使えない。

　これを補ほ佐さするために《人形ドール》が存在する。《人形ドール》は万物から漏もれ出した《可能性ルウキス》を体内に蓄ちく積せきし、それを力の源として魔ま術じゆつ師しのサポート、主に戦せん闘とうを担当する。秋津先生が笠木さんとよく使っている「火球」みたいな、いかにも「魔法」っぽいのは、《人形ドール》の体内に蓄積された《可能性ルウキス》を、瞬しゆん間かん的にエネルギー体に変換しているのだ。

　そしてもう一つの弱点は、《可能性ルウキス》を後退させる魔術は実行しにくい、という物だ。

　論理魔術は物体が持つ《可能性ルウキス》を消費して術を実行する。「《可能性ルウキス》を消費する」というのは「可能性を引き出す」という事に他ほかならず、それはつまり「可能性を引き出さない魔術」というのが出来ないという事を意味している。

　そんなわけで、飛んできた弾だん丸がんを止める、みたいな器用な事は論理魔術では不得意分野になる。なので、船の外に落ちようとしている携けい帯たいを空中に留とどめるような事も、そう簡単には出来ない筈はずなのだ。

　私の質問に対し、斎条先生は教師っぽくうんうんと頷うなずいた。そして指を立てる。

「《特権タレント》については、秋津先生から習ったかい？」

「あ、はい。ちょっとだけ」

《特権タレント》とは、論理魔術師の血を引く八つの家系──七つの《血族クラン》と《鴉ノツクス》──が、それぞれ持っている特別な能力の事だ。

「あ、でも私が知っている《特権タレント》は《蒼マーレ》と《鴉ノツクス》の物だけです」

　秋津先生の血筋である《蒼マーレ》は、物体に魔術を恒こう久きゆう的に込める《特権タレント》を持っている。また、人類の天敵である《鴉ノツクス》は、論理魔術師の血を引かない普通の人間に魔術を分け与あたえる事が出来る。

　ちなみに《紅オストラム》、つまり私が持っている《特権タレント》は……残念ながら不明。《紅オストラム》の《特権タレント》については文ぶん献けんが失われていて、なにが出来るのか、どうやって発動するのかが、現代まで伝わっていないのだそうな。

　斎条先生は頷いた。

「《翠コラル》、つまり僕が所属する《血族クラン》が持つ《特権タレント》は、『《可能性ルウキス》を停止させる事』なんだ」

「《可能性ルウキス》を、停止？」

「うん。まあ、厳密には『速度を極限まで落とす』なんだけどね。《翠コラル》の《特権タレント》は、物体が持つ任意の可能性を一時停止させる事が出来る。ペンは書けなくなり、包丁は切れ味を無くし、飛んでいるボールは空中で止まる」

　先生はそこでにやりと笑った。

「まあ、《蒼マーレ》や《鴉ノツクス》ほどには、役に立つ力ではないね。外因に影えい響きようされるという弱点もあるし。それでもまあ、可愛かわいい生徒さんの携帯電話を救出するくらいは出来るわけだ」

　切れ長の瞳ひとみが楽しそうにこちらを見ている。

「も～、バカにしてるでしょー」

　私も笑いながら答える。斎条先生と話していると、お兄さんとか、お父さんと話している気分になる。どうしてだろう？

「ははは、ごめんごめん。さあ、そろそろ昼食だよ。食堂へ行こうか」

「はい！」

　私はウィンドブレーカーのポケットに携帯を突つっ込み、歩き出した斎条先生を追いかけた。





12　レストランの入り口に播機さん達が見えたので、僕は手を上げた。






「秋津先生！」

　播機さんが手を振ふりながらパタパタと僕たちのテーブルに走り寄ってくる。その後ろを斎条と香音が続いた。




　ガタンッ




　突とつ然ぜん、僕の隣となりに座っていたナツメさんが立ち上がる。うつむいていて、長い髪かみに隠かくれているため表情が見えない。

「どうかしたのか？　ナツメ」

　向かいに座っていた姉さんがグラスをテーブルに置きながら聞く。六人がけのテーブルに座っているのは姉さん、ナツメさん、僕の三人。後からもう三人来る事を見み越こしてこの席を押さえておいた。

　斎条がナツメさんがいる事に気づき、両手を広げる。

「やあ、ナツメ！　お昼をご一いつ緒しよ出来るなんて光栄──」

「この男を見てると食欲を無くしますので、昼食はまたの機会に」

　斎条の台詞せりふを一刀両断した後、ナツメさんはスタスタと入り口の方に歩いていった。斎条とすれ違ちがう時、キッと睨にらむのを忘れない。

　ナツメさんがレストランから去るまで、僕らは何も喋しやべらなかった。最初に動いたのは播機さんで、さっきまでナツメさんが座っていた僕の隣に座ると、椅い子すを引きながら小声で聞いてきた。

「今の、誰だれですか？」

「その前に注文した方がいいよ」

　僕はテーブルの脇わきにあったベルを振り、ウエイターを呼んだ。その頃ころには斎条も香音も着席していて、五人分の昼食をオーダーする。ランチは共通らしく、特に選せん択たく肢しはなかった。

「で、で、今の人は誰さんなのですか？」

　播機さんが好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな瞳を大きく開けてこちらを見つめる。

「そんなに気になる？」

「先生の隣に座っていたという事実が気になります」

　言葉にトゲを感じるのは何な故ぜだろう。

「え？　ナツメさんと姉さんが先に座ってたから」

「ナツメさんっていうんですね。それで？」

　いつになく積極的だな。席順がそんなに重要なのだろうか。

「だから、姉さんの向かいに座っただけだけど」

「え、じゃあ先生がナツメさんの隣を選んで座ったんですか！　信じられない！」

「信じられない？　なにか矛む盾じゆんした事象とかあった？　事実を言っただけだから整合性は取れている筈だけど。いやまあ、ナツメさんとは久しぶりに会うし、話もしたかったから」

「ナツメさんのことも下の名前で呼ぶんですね。話もしたかったと！　美人さんと仲がよろしいんですね！　いえまったく怒おこっているわけではありません！　私も名前で呼んでほしーなーとかこれっぽっちも思ってませんから！」

　播機さんの目がらんらんと輝かがやいている。これまでの経験則から言えば、これは多分怒っている一歩手前の状じよう況きようかな？

「播機さん、名前の話は前にもしたじゃない。北凰学園の教師は、生徒を苗みよう字じで呼ぶというルールが──」

「ここは北凰学園ではありませんよね♪」

　１２０％スマイルで返される。む、分が悪いぞ。話題を変えよう。

「ナツメさんの事だったね。あの人は《翠コラル》の論理魔ま術じゆつ師しだよ」

　播機さんの瞳に疑問が宿る。

「《翠コラル》？　っていう事は──」

「そう、僕と同じ《血族クラン》さ」

　テーブルの隅すみ、播機さんの対角線上の位置に座った斎条が答える。バトンタッチ。

「ナツメはね、本家筋の長女で、『《翠コラル》の才さい媛えん』と呼ばれる程ほどの実力を持っている魔術師なんだ。《翠コラル》の次期当主は彼女で決まりだろうね」

　ウエイターが遅おくれて来た三人の分の水をグラスに注いだ。播機さんがそれを一口飲んで、再び斎条を見る。

「そのナツメさんが、なんで秋津先生と仲良しさんなのですか？」

　なぜそこで僕の名前が出るのか分からない。斎条は注がれたグラスを指先で揺ゆらしながら答える。顔はにやけていたが、視線は遠くを向いていた。

「《蒼マーレ》坊や・カヌだけじゃない。僕たちとナツメは戦友なのさ。二年前にあった《鴉ノツクス》との大規模戦せん闘とうの時のね」

　コップの動きが止まる。次に斎条の口から出てきた言葉は、播機さんへの説明ではなく、独り言のように聞こえた。

「あの時は、伊代もイドも、まだ僕らと一緒に戦ってたんだな……」

「斎条」

　これまで一言も喋らずに斎条を見つめていた姉さんが、それ以上喋るなと釘くぎを刺さしたかのように言った。斎条は答えない。テーブルに沈ちん黙もくが降りた。播機さんは場の空気に戸と惑まどって次の言葉を出せずにいる。僕は、できればこの話を切り上げたかった。

「ああ、ここにおられましたか」

　脳天気な声が響ひびいた入り口に振り返ると、船長服に身を包んだ鳴神直なお人ひとが立っていて、こちらに笑え顔がおを向けていた。大きな体を揺らしながらこちらのテーブルにやってくる。

　テーブルの横に立つと、彼は僕に話しかけてきた。

「船の旅は楽しんでおられますか？」

　今、この人と話すのはあまり好ましく無いが、話題が変わるのはありがたかった。

「ええ、とても。これから昼食なんです」

「料理が美お味いしくなかったら言って下さい。船長の権限で料理長を海に投げ落としますから」

　鳴神はガッハッハと笑った。これは船乗りのジョークなのか？　それともサービスについての自信の表れなのだろうか。

　皆みな黙だまっている中、播機さんだけは顔をひきつらせて笑ってあげていた。鳴神は満足そうに頷うなずきながら彼女の方を向く。

「《紅オストラム》のお嬢じようさんはいかがですか？　船に乗るのは初めてかな？」

「あ、はい！　とっても素す敵てきです！　このウィンドブレーカーもすっごく可愛かわいいし、さっきちょっと船の中探検してきたんです！　入れない場所が色々ありましたけど」

「お楽しみ頂けているようで光栄です。そのウィンドブレーカーはアメニティグッズだから、どうぞお持ち帰り下さい」

「え？　ほんと!?　らっきい！」

「丁てい寧ねい語が取れてるよ播機さん」

「あっ！」

　慌あわてて手で口を押さえる播機さんを見て、鳴神はまたガッハッハと笑った。

「船はスタッフのみ入れる場所が多いからね。そうだ、《紅オストラム》のお嬢さん、昼食の後で操そう舵だ室をご案内しましょうか。滅めつ多たに入れない所ですよ」

「ホントですか！　秋津先生！　行っていいですか!?」

　キラキラした大きな瞳ひとみが身を乗り出して僕を見つめる。僕は椅い子すを引きながら答える。

「別に僕の許可を取る必要は無いよ。好きにすればいい」

「先生も一いつ緒しよに行きましょう！」

「え、なんで僕が──」

「おお、それはいい！　せっかくだから、是ぜ非ひ皆さんで来て下さい！」

　両手でパンッと手を叩たたき、鳴神がテーブルを見み渡わたす。

「その後で、私の部屋でお茶でもいかがですか？」

　鳴神の視線が姉さんの所で止まる。腕うでを組んでムスッとしていた姉さんは、嫌いや々いやながら、という感じで口を開いた。

「分かりました、伺うかがいましょう」

　斎条はにっこり笑ったまま。香音は黙だまって水で満たされたグラスを見つめている。いつも通りだ。播機さんがすこし拗すねた声で僕を説得する。

「ねえ先生、いいでしょう？」

「だからなんで体を寄せるの？　分かった、分かったよ。僕も行きます」

　鳴神は再度満足そうに頷く。

「それでは、そうですね、午後２時に操舵室の前にいらして下さい。お待ちしております。それでは、この後も、良い船の旅を」

　鳴神が一礼して立ち去るのと同時に、昼食を載のせたワゴンがテーブルに到とう着ちやくした。ウエイターが手て際ぎわよく配はい膳ぜんしていくのを見ながら、僕は小さくため息をついた。

　さて、ようやく本題に入れるぞ。







[image: 同日　　　午後２時00分　正体]





13　船長さんに案内されて私たちは操舵室に入った。何人かの船員さんが挨拶してくれた。






　操舵室は、想像していたよりも天てん井じようが低くて、横よこ幅はばが長かった。窓がカーブを描えがいて１８０度広がっていて、水平線を見渡す事が出来た。

　壁かべに沿っていろんな機械が並んでいて、船員さんがそれらを操作している。

「これはレーダー。こっちは通信機だよ」

　船長の鳴神さんが一つずつ説明してくれる。私たち五人は船員さん達の邪じや魔まにならないように、操舵室を一ひと巡めぐりする。

　部屋の真ん中には大きな机があって、その机いっぱいに地図が広がっていた。細かい数字や文字がペンで書き込まれている。これが海図ってやつかな？

　私は船長さんに質問する。

「あの、『取り舵かじいっぱい！』とか言いながら回す奴やつは無いんですか？」

　私は両手を広げてくるくる回すジェスチャーをした。船長さんは私を見て大きな口を開けて笑う。

「操舵輪だね、これだよ」

　太い指が差した方を見ると、それもよく分からない機械の塊かたまりで、その手前に自動車のハンドルを小さくしたみたいな物がついていた。

「え、こんな小さいんですか？」

　この前ＤＶＤで見たジョニー・デップが出てくる海かい賊ぞくの映画では、両手で抱かかえるみたいなおっきなのを力ちから一いつ杯ぱい回してたけど。

　私が小さなハンドルを不満げに見ていると、船長さんが説明してくれる。

「昔の船はね、舵と舵だ輪りんが直結してたから、力が入るように握にぎり棒がついた大きな物が必要だったんだ。今は舵輪は電気信号を発生させるだけで、油圧で舵を動かすから、大きさはどうにでもなるんだよ」

「なるほど。あ、これはなんですか？」

　私は部屋の隅すみにある棚たなを指差した。

　その棚は、５センチ四方くらいに細かく区切られていて、それぞれの中に布が巻かれた木の棒が入っていた。なにこれ？

「それは、国際信号旗だよ」

「コクサイシンゴウキ？」

　船長さんは、棚の一角から木の棒を抜ぬき出した。棒をクルクル回して、巻かれている布を見えるようにする。それは白地に赤バッテンが描かれていた。なるほど、旗はただ。

「船せん舶ぱく間で意い思し疎そ通つうする為ために、国際的に定められたデザインの旗が国際信号旗。旗ごとにアルファベットが対応していたり、意味が込められてたりする。例えば、この旗は」と、白地に赤バッテンの旗を示して「アルファベットでは〝Ｖ〟、意味は『援えん助じよを求む』となっている」

「面おも白しろいですね！」

「そうかい？　じゃあもう少し説明しよう」

　私が食いついたのが嬉うれしかったのか、船長さんは信号旗の意味を一つずつ説明してくれた。私は熱心にそれを聞いている。

　他ほかの人たちは、特に興味が無いのか、壁にもたれて窓の外に広がる水平線を眺ながめていた。

　一通り説明を終えて、船長さんは最後の旗を棚に戻もどしてから言った。

「そうだ、実際に旗を張ってみようか。こっちへ来てごらん」

　そう言って、船長さんはディスプレイの前に座った。私達はその後ろに並ぶ。

「この船では、信号旗をコンピューター制せい御ぎよで張る事が出来る。ここで表示させたい旗の組み合わせを指定すると、自動的に旗を繰くり出すようになってる」

「え、じゃああの棚に入ってる旗は使わないんですか？」

「あれは臨時用だね。電気系のトラブルが起きたら使う機会もあるかもしれない」

　船長さんがキーをいくつか押すと、目の前のディスプレイが切り替かわった。遠くに大おお海うな原ばらが広がっていて、近くには棒がたくさん立っている。

「これは、この船の屋根の所に取り付けられた監かん視しカメラからの映像だ。映ってる棒はほとんどがアンテナだね。見ててごらん」

　私達がディスプレイを見ていると、棒の一本にスルスルと二つの信号旗が上っていった。一つは白と赤の四角が斜ななめに二つずつ、もう一つは青い外そと枠わくの中に赤い小さな四角が一つ描かれていた。私は船長さんに言った。

「えっと、〝Ｕ〟と〝Ｗ〟ですね」

「よく覚えてるね！」

　と、船長さんは驚おどろいていた。

「私、記き憶おく力りよくにはちょっと自信があるんです」

「いやあ、凄すごい特技だね」

「意味は『貴船の進路に危険あり』と『医い療りようの助力を求む』ですよね」

「その通り！　ただし、二つ並べた時には別の意味になる。〝Ｕ〟と〝Ｗ〟を並べた時は『航海の安全を祈いのる』という意味になるんだ」

「それを他の船に伝えるんですか？　素す敵てき！」

「うーん、お嬢じようさんは、海のロマンが分かる人だね。是ぜ非ひとも我が船にスカウトしたいよ。ガッハッハ！」

　豪ごう快かいに笑う船長さん。そして、帽ぼう子しの向きを直してから言った。

「さて、操そう舵だ室はこれくらいだね。それでは皆さんをお茶に招待しましょう。私の部屋でね」





14　鳴神は「少々お待ちください」と言って奥の部屋に入っていった。






　僕は椅い子すに座ったまま、部屋を見み渡わたした。

　ここに来る度たびに思うのだけど、この部屋ほど「船長室」という言葉が似合う部屋は無いんじゃないかと思う。ただし、「海かい賊ぞく船の」が頭につくが。

　通常の船では、船長室と言ってもたいした広さは無い。必要が無いからだ。船の上に余分な空間など無い。客船ならなおさらだ。乗客が使うエリアは可能な限り広く優ゆう雅がに、船員しか使わない所は可能な限り狭せまく機能的にデザインするのが船の設計の基本と言える。その為、船員が泊とまる部屋は、普ふ通つうに考えるよりずっと小さい。

　ただ、船長ともなれば、要人を部屋に迎むかえる事もあるだろうから、多少はまともな広さを要するかもしれない。それでも小さな机が置ける程度だろう。普通なら。

　しかし、この船の船長室は普通では無かった。広さは僕らが泊まっている客室の約三倍、天てん井じようは二倍あった。見上げれば、小さいながら存在感のあるシャンデリアが光を放っている。

　壁かべいっぱいに羊皮紙に描えがかれたアンティークなデザインの世界地図が貼はられ、何故なぜか四よ隅すみが小さいナイフで留められていた。多分趣しゆ味みだろう。地図の下には二対のカトラス──海賊が愛用した、湾わん曲きよくした刃はを持つ剣けん──が飾かざってある。

　古風な世界地図やカトラスに限らず、室内のあらゆる装そう飾しよくが大航海時代風に統一されていた。海に面した壁一面はガラス張りになっているけど、これもよく使い込まれた感のある木き枠わくにはまっていて、どこかの洋館の一室のように見えなくもない。外は海しか見えないが。

　鳴神が入っていったドアの手前にはこれまた古風な机が置かれていた。机の上にはご丁てい寧ねいに羽ペンと飾り銃じゆうが置かれていた。鳴神が以前この部屋を「船長室から執しつ務む室に名前を変えようかと思っている」と言っていたが、変えた所でこの趣味の空間を正しく表現しているとは思えない。

　執務机の前にはこれまた巨きよ大だいな応接セットがあって、僕らはそこに座って鳴神が戻るのを待っていた。

　両サイドに五人ずつ計十人は座れるんじゃないかというくらいの巨大なソファの四隅に、僕、姉さん、斎条、香音が腰こし掛かけていて、──なぜか僕のすぐ隣となりに播機さんが座っていた。

　播機さんはこの部屋が大変気に入ったようで、さっきから目をキラキラさせながら僕に話しかけてくる。その度に身を乗り出してくるので、その度に体を引いている僕は、この状じよう況きようがこのまま続けばいずれソファからズリ落ちる事になる。何故だろう。播機さんはソファを広く使おうという気が無いのだろうか。

「あ、そういえば」

　急に播機さんが小声になる。話題が変わるようだ。とても小さな声で続けた。

「あの、秋津先生、斎条先生とナツメさんって……」

「ああ──」

　仲悪いだろう？　と、言おうとしたその時、

「つきあってるんですか？　あの二人」

「え!?」

　思わず大きな声を出してしまう。ソファの隅にいる三人のうち、香音以外の二人がこちらに視線を投げた。僕は手を上げて謝罪の意を示した。

「すみません、なんでも無いです」

　一番驚いているのは目の前で大声を出された播機さんかもしれない。しかし今の質問はナンセンスという物だろう。僕は小声で真意を問う。

「え？　それはなにかのジョーク？」

「ジョーク？　あ、じゃあもしかして斎条先生とナツメさんって結けつ婚こんしてるんですか？」

　はっ!?

「いやそうじゃなくて！　ナツメさんの態度見てたでしょ!?」

「はい。さっき」

「じゃあ何故そういう結論になるのか理解できない。すごい仲悪いんだよ、あの二人。会えばいつでも喧けん嘩かしてるしさ」

　播機さんはしばらく僕を見て目をパチクリさせたあと、大きくため息をついた。

「先生こそ、何故こういう事に関してのみ驚くべき鈍にぶさを発揮するのか理解できません。あれは恋こい人びと同士がじゃれあってるだけですよ。ナツメさんは単に照れてるんです。それ以外の何にも見えないですよ」

　突とつ然ぜんの新しい視点の導入に僕の頭が空回りしていると、執務机の後ろのドアが開いた。





15　「お待たせしました」と言って入ってきた船長さんはそのまま机に向かった。






　船長さんは制服を着き替がえていた。ダークグリーンの三つ揃ぞろえスーツ。威い厳げんを感じる、とでも言うのかな。堅かための服装はその体型によく似合っていた。

　椅子に座った船長さんは、両りよう腕うでを机に載のせ、指を組んで言った。

「では、そろそろ始めるとしようか」

　ん？　その口調に違い和わ感かんを感じる。先ほどまでの快活なしゃべり方とはどこか違ちがって聞こえた。

　誰だれもなにも言い出さないので、私が代表して聞いた。

「あの、何をですか？」

　すると、船長さんはクックックと、声を抑おさえるように笑った。そして私を見つめる。その瞳ひとみが、ひどく、濁にごっているように見えた。

「まだ、分からないのですか？　《紅オストラム》よ」

　唇くちびるを大きく歪ゆがませて、船長さんはそう言った。

『分からない』？　なにが？

「あの、なんの事だか」

　船長さんは、組んでいた指を解き、右手を顔の横に持ってきた。そして口を開く。

「君たちは、騙だまされたのさ」

　右手の指がパチンと音を立てる。と、同時に壁かべ一面の窓に何列ものシャッターが、大きな音を立てて、高速で下りてきた。

　私が振ふり返ると同時に、両開きの扉とびらが勝手にバタンッと閉じる。

　閉じ込められた!?　何故!?　どうして!?

　シャッターが全部下りてから、私はようやくイドのプレートの事を思い出した。イドも船に乗ってくるって、まさか！

「あなた、イドなの！」

　私は叫さけびながら立ち上がる。椅い子すに座っている男は大きな声で笑った。

「だったら、どうする？」

　私は両足を踏ふん張り、ビッと指を差して叫ぶ。

「あんたは私がぶったおす！　秋津先生！」

　男から目をそらさずに秋津先生を呼んだ。




　沈ちん黙もく。




　……。




　…………あれ？




「……秋津先生？」

　横を見ると、秋津先生はソファに体重を預けたまま、ジトッとした目で執しつ務む机を見つめていた。

　え？

　ソファの向こうでは、理事長先生がつまらなそうに天てん井じようを眺ながめている。斎条先生はニコニコしながら私を見ていた。振り返ると、笠木さんはヘッドフォンを耳にかけて音楽の世界に旅立っている。

「あ、あの？　みなさん？」

　私が戸と惑まどっていると、理事長先生が、嫌いや々いやという感じで、口を開く。

「鳴神、もういいだろう。播機は十分引っかかったぞ」

　鳴神と呼ばれて、男はパッと表情を変えた。その顔は、操そう舵だ室で見た笑え顔がおだった。

「もうかい？　もうちょっと悪役気分を楽しみたかったんだけどなあ」

「つまらん小こ芝しば居いに付き合ってやってる我々の身にもなれ」

　理事長先生は頭をかきむしっている。あれは相当イライラしている時のポーズだ。

　そして私は未いまだに事態を把は握あく出来ないでいる。助けを求めて秋津先生を見ると、先生は気の毒そうに私に言った。

「鳴神さんは子供好きでね。こういうごっこ遊びでからかうのが趣しゆ味みなんだ」

「ごっこ……遊び……？」

　体から力が抜ぬける。私はヘナヘナとソファに座り込んだ。そんな私を見て、船長さんはガッハッハと笑った。

「驚おどろかせてしまったかな。ごめんごめん」

　楽しそうに言った後、先ほどと同じように指を鳴らす。すると、閉まっていたシャッターがスルスルと上がっていった。

「子供の頃ころから忍にん者じや屋や敷しきみたいな部屋を作るのが夢でね。子供が遊びに来たら一いつ緒しよに遊ぶことに決めているんだ」

「はあ……」

　あんまり楽しそうなので、なんか怒おこるタイミングを逃してしまい、私は力なく返事した。

　斎条先生が立ち上がる。

「遙さん、改めて紹しよう介かいしよう。彼は《翠コラル》の論理魔ま術じゆつ師しにして鳴神家の当主、鳴神直人さんだよ」

　指を一本立てる。

「さらに、鳴神家は《翠コラル》の直系なので、鳴神さんは現在《翠コラル》の《血族クラン》の族ぞく長ちようを務めている。つまり、僕のボスな訳だね」

　斎条先生が大げさに机に向かって礼をすると、船長さんは笑って手を上げた。

「まあ、君は今は《翠コラル》というよりは《円環キアカル》だから、僕が指示を与あたえる事はないだろうがね」

　私はさっきの余よ韻いんもあってか、まだ事態が飲み込めない。

「あの、えっと、船長さん、じゃなくって、《翠コラル》の……」

「船長でいいよ」

「あ、すみません。あ、でも船長さんは、《翠コラル》の族長であって、本当は船長さんでは無いって事ですか……？」

「いや、兼けん任にんで両方やってるんだ。格好いいだろう？」

「はあ……」

　格好いいかどうかは判断つかなかったけどとりあえず返事をする。船長さんは、両手をこすり合わせて言った。

「そういう訳で、僕が、《円環キアカル》から派は遣けんされた査問官という訳だよ。さて、《紅オストラム》殿。いつから、《査問》を始めようか？」

「え？　あの、《査問》って、《翠コラル》の本ほん拠きよ地ちに着いてからやるって聞いてたんですけど……」

　私が理事長先生の方を見ると、理事長先生はつまらなそうに言い捨てた。

「ここだ」

「え？」

「この船が、《翠コラル》の本拠地なんだ。《蒼マーレ》の学校と同じようなもんだ。まったく、なんで船なんか拠点にしなきゃならんのだ。理解に苦しむ」

　船長さんはガッハッハと笑った。

「昔から、秘密基地を作り、その中で生活したいと思っていた。ようやく夢が叶かなったんだよ。それに『船なんか』とは失礼だね。ここは海の要よう塞さいだ。船内には監かん視しカメラを完備しているし、船体は魔ま術じゆつ防ぼう壁へきになっている。君たちの学校よりも強力な防衛設備も備えているしね」

　理事長先生はむすっとしたまま答えない。船長さんはニコニコしている。再び沈黙。

　気まずい。私は耐たえきれずに手を挙げた。

「あの！　《査問》って、具体的にはなにをやるんでしょうか？」

　実はまだよく分かってないのだ。だって昨日聞いたばかりなんだから。

　船長さんは私の方を向いて、指を立てた。

「そんなに難しい事じゃないよ。君が《蒼マーレ》の元で、論理魔術師としてどのような活動をしているのか、どのように勉強をしているのかを教えてくれればいい。それが《円環キアカル》の方針から外れていなければ問題なし。それだけの事だ」

　なーんだ。なら安心。別になにも変わった事してないしね。週三回先生の研究室に行って、魔術失敗させてプリン作ってるだけだから。……自分で言ってて空むなしいな。

「鳴神さん」

　私がほっとしていると、秋津先生が船長さんを呼んだ。

「なんだい？　安芸君」

「播機さんへの《査問》は、予定では明日からの筈はずです」

「あれ？　そうだったっけ？」

「ご自分で作った予定なんですからちゃんと確かく認にんして下さい」

　先生は非常に疲つかれた顔で眉み間けんに手をあてた。そして続ける。

「今日は、先にラボを案内して頂けるという話でした」

　研究室ラボ？　そんな物があるの？　この船に？

「おお！　そうだったね！　よし、では行こうか！」

　船長さんは手をこすり合わせて立ち上がった。それに合わせて私以外の四人が立ち上がった。私も慌あわててみんなにならう。

　机を迂う回かいして船長さんが扉とびらにたどり着く。私たちはそれに続く。扉を開く前に、船長さんは振ふり返ってウィンクした。

「二人のお姫ひめ様さまが、お待ちだよ」





16　鳴神の先導で僕たちは廊下を進み、突き当たりの階段を降りていった。






　階段の手前で船内案内図が視界に入った。案内図では船が階層ごとに四つにスライスされて各層の詳しよう細さいが描えがかれている。

　一番上が船長室と大会議室があるＡデッキ。今さっきまでいた場所だ。その下がＶＩＰ客専用のＢデッキ。僕たちはここに泊とまっている。さらに通常の宿しゆく泊はく施し設せつが並ぶＣデッキ、レストランやホールなどの娯ご楽らく施設があるＤデッキになっている。サイドデッキや舳へ先さきの甲かん板ぱんに繫つながっているのもＤデッキだ。

　階段が終わる。今、ＡデッキからＤデッキまで真っ直すぐ降りてきた事になる。すぐ横に「ＳＴＡＦＦ ＯＮＬＹ」と書かれた扉があり、その横にこの船の中では見たことが無いセンサーが設置してあった。

　鳴神は胸ポケットからカードを取り出し、センサーにかざす。ピッと小さな音がしたのを確認して鳴神が扉を開く。そこには更さらに下へ続く階段が伸のびていた。

「さあ、こちらです」

　案内図にはＤデッキまでしか無いが、このアスファイファ号にはクルーズ客が入れないＥからＧまでのデッキがある。一番下のＧデッキはエンジンなどの機関室、その上のＦデッキは貨物室が主な役割になっている。

　そして、今降りている階段の先にあるのがＥデッキ。ここが、この船の「心臓部」だ。

　狭せまい階段を降りた先にはもう一つドアがあった。こちらは指し紋もん認証になっていた。鳴神が人差し指をセンサーに差し込むと、ドアが音もなくスライドして開いた。鳴神は振り返って言う。

「こちらが研ラボ究ラト室リー。この船の中ちゆう枢すうです。さあ、どうぞ」

　全員が中に入ると、播機さんが感かん嘆たんの声をあげる。

「ふわあ……」

　そこは巨きよ大だいな研究施設だった。大小様々なクレーンが天てん井じようからつり下げられ、机の上には雑多に測定装置が積み上げられている。所ところ狭せましとＰＣが並べられ、延々となにかのログを吐はき出し続けている。所々に背の高い大きな間仕切りがあってブースを区切ってあり、その向こうに何があるのかはここからは見えない。

　僕はここに入るのが三度目だったので、特に驚おどろきは無かった。僕の研究はＰＣが一台あれば出来るので、ここの設備を特に羨うらやましいとも思わない。

「こちらです」

　言いながら歩き出した鳴神に僕たちは続いていく。彼は振り返りながら説明した。

「ご存じでしょうが、《翠コラル》では論理魔術のメカニズムを科学的に検証する事が《血族クラン》のテーマとなっています。その成果は巡めぐり巡って論理魔術をより豊かな能力にする為ために活用されます。魔術と科学の融ゆう合ごう。それが《翠コラル》の目指す道なのです」

　もちろん僕も姉さんもそんな事は知っているので、これは播機さんの為の説明だ。

「このＥデッキは三つの空間から出来ています。今いる所がメインで研究をする場所。真ん中が個室研究室群。部屋にこもって研究したいって学者が多いのでね。一番奥はシミュレーションルームになっています」

「シミュレーションルーム？」

　播機さんが聞く。

「風ふう洞どう実験って分かるかな？」

「あの、飛行機の羽根に風を当てる奴やつですか？」

「その通り！　あれの魔術版をする為の設備さ」

　その説明で分かるのだろうか。播機さんも指を顎あごにあてて考えている。

「よければ、明日見せてあげよう」

「いいんですか！　見てみたいです！」

「いいともさ。ただ、残念ながら今は実験してないけどね」

「え？　そうなんですか？　そういえば、この部屋、誰だれもいないんですね」

　播機さんの言う通りだった。総合研究室には常時十数人の研究員がいて、日々なにかしらの探究に取り組んでいる筈はずだ。しかし、今見える範はん囲いには誰もいなかった。ただＰＣが稼か働どうしているだけだ。

「今回のクルーズは特別なのでね。最低人数を残して、他ほかの研究員には夏休みを取って貰もらうことにした。まあ、彼らは年中クルーズ船に乗って、一日中好きな研究をしているわけだから、どっちが夏休みかは難しい問題だがね」

　ガッハッハと笑う鳴神。

「さあ、こっちだよ。おまちかねのお姫様の登場だ」

　巨大な間仕切りを迂回して、その奥を覗のぞく。

　そこは円状に背の高い間仕切りが置かれ、まるで筒つつ状じようの空間に入ったように思えた。僕たちが入って来た所だけが出口として開いていた。

　何人かの白衣を着た男女がいた。一人を除いて皆みな椅い子すに座り、ＰＣを相手にせわしなげにキーを叩たたいている。その一人は女性で、部屋の中央で僕らに背を向けて立っていた。

　そして、その向こうに彼女があった。

　播機さんが小さく叫さけぶ。

「……！　あれ、ジェシカシステム！」

　筒状の空間の真ん中に、巨大な機械が配置されていた。幅はば約２メートル、長さ約１・５メートル、高さ１メートルほどの、光こう沢たくを帯びた真っ黒な鉄の塊かたまりは、スケールを間ま違ちがえた棺かん桶おけのようにも見える。

　ジェシカシステム。それがこの機械の名前だった。北凰学園のセキュリティ管理から一いつ般ぱん生徒のフォロー、来客案内にいたるまであらゆる諸業務を一手に引き受けるエージェントＡＩジェシカの本体がこれだ。

「なんでジェシカがここに……？」

　つぶやく播機さんに、鳴神が笑え顔がおで答えた。

「今回の《査問》は君だけじゃないんだよ、《紅オストラム》殿どの。ジェシカも、《査問》の対象なのさ」

「ジェシカが？」

「周藤理事長、説明してあげてはいかがですかな」

　話を振ふられ、一番後ろでつまらなそうにしていた姉さんが、腕うで組ぐみをしたまま喋しやべり始める。

「ジェシカは論理魔ま術じゆつ師しの歴史において初めて成功した、コンピューターソフトウェア技術によって作られた《人形ドール》だ」

　姉さんはツカツカと歩いて香音の側に寄り、肩かたに手を置いた。

「笠木のような《人形ドール》は、数万もの論理魔術の集合であり、その魔術の構築には結構な時間と予算、つまりコストがかかる。自じ我がを持った後に費ついやす学習時間を含ふくめると、そのコストは莫ばく大だいな物になる。まあ、《人形ドール》一体作るのに小国の年間国家予算くらいの金が必要になると思えば分かりやすい」

「あの、なんかスケールが大きすぎて想像できないんですが……」

　播機さんが恐おそる恐る言うと、姉さんは「金はそれほど重要じゃない」と言って首を振った。

「しかし、学習時間だけは短縮出来ない。《人形ドール》が対《鴉ノツクス》兵器として使えるようになるまでに、通常五年から十年を必要とする。それも、共に戦う主人となる論理魔術師と一対一でつきっきりになってな。つまり、《人形ドール》を大量生産する事は原理的に不可能なんだ」

　香音の肩から手を離はなし、頭の上に載のせる。銀色の髪かみがゆらりと動いた。

「そんなわけで、そんな高コストな《人形ドール》を所持するのは、論理魔術師の中でも、《鴉ノツクス》と直接戦せん闘とうを担当する、ごく一部の術師に限られている。《血族クラン》ごとに十人もいないと思っていい」

　鳴神がいつのまにか咥くわえていたコーンパイプを口から抜ぬいて言った。

「私も、今は《人形ドール》を持っていないよ。二年前の戦闘で《鴉ノツクス》にやられてね。この年では、また一から《人形ドール》を育てようとは思えない」

「そうなんですか……」

　姉さんは播機さんに頷うなずいて続けた。

「そこで現在注目されているのがジェシカだ。ジェシカは超ちよう高こう速そく並列演算処理によって学習期間を劇的に短縮させている。現代コンピューター技術の勝利だな。しかも、その副産物として、通常の《人形ドール》ほどの精度は出ないが、主人たる魔術師がいない状態でも学習を進める事が出来る」

「まさに、夢の技術というわけです」

　鳴神が両手を広げて笑うと、姉さんは香音の肩に載せていた手を離し、髪を不ふ機き嫌げんそうにかいた。

「まさにまだ『夢』の段階だな。現在はハードウェアが特注で、しかも現状のサイズよりも小さく出来ない。さらに《人形ドール》としての動作可能時間も非常に短い。ついでにいえば、ジェシカシステムの作成にかかった予算で笠木が十体作れる」

「ただ、それは単にまだ研究が進んでいないからです」

　鳴神が話を引き継ついだ。姉さんは眉まゆを寄せたが、黙だまっていた。鳴神はジェシカシステムに向けて手を差し出す。

「いずれは、ジェシカシステムを省コストで大量生産出来るようになります。そうすれば、すべての論理魔術師に《人形ドール》を行き渡わたらせる事が出来る。これは《鴉ノツクス》に対する強力な力となり得るのです」

　播機さんが手を挙げる。

「はい」

「どうぞ、《紅オストラム》のお嬢じようさん」

　にっこり微笑ほほえむ鳴神に、播機さんは微び妙みような笑顔で答える。

「その呼ばれ方、ちょっとむずがゆいな……。あの、今の話と、ジェシカシステムがここにある理由と、ジェシカも《査問》の対象っていうのが、繫つながらないんですけど」

「それはだね──」

「ジェシカは《蒼マーレ》の所有物では無いからです」

　鳴神の言葉を女性の声が遮さえぎる。先ほどから僕らに背を向けてジェシカシステムを見ていた女性の研究員が振り返った。もちろん、そのふとももまで伸のびたボリュームのある髪を見れば、後ろ姿でも誰だれなのかは分かっていた。

　鳴神が数歩進んで、彼女の肩に手を置いた。

「もうお会いしましたかな？　娘むすめのナツメです」

　ナツメさんは小さく礼をした。鳴神ナツメ。「《翠コラル》の才さい媛えん」と呼ばれる秀しゆう才さいにして、次期当主と目されている女性である。

　顔を上げたナツメさんは僕らを見み渡わたし、最後に斎条と目が合った。斎条がにっこり微笑むと、彼女はギリッと睨にらんで視線をそらせた。僕は播機さんの言葉を思い出していた。この人と斎条が付き合ってる？　信じられない……。

　彼女はジェシカシステムの側まで歩き、その筐きよう体たいに手を添そえる。

「ジェシカシステムはある種の奇き跡せきです。《翠コラル》が長い年月をかけて実現出来なかったコンピューター制せい御ぎよによる論理魔術を発動させるシステムを組み上げてしまった。この成果はすべての《血族クラン》で共有されるべきです。しかし、《蒼マーレ》はその技術をブラックボックス化し、我々への公開を阻はばんでいる」

「言いがかりだ。未完成の技術を公開する必要性は無いと判断しているだけだ」

　姉さんの反論にナツメさんは笑え顔がおで答える。

「物は言い様ですね。本当に未完成なのですか？　実際には既すでに技術は完成していて、出力をセーブしているだけなのでは？」

「ジェシカの情報公開レベルについては《完結したフオル・円環キアカル》も承しよう認にんしている。知っているだろう」

「《蒼マーレ》と《円環キアカル》に密約があるのかもしれません」

「お前っ！」

「なんですかっ！」

　今にもナツメさんと姉さんが摑つかみ合いの喧けん嘩かを始めそうになるも、鳴神が取りなした。

「まあまあ。二人とも落ち着いて。綺き麗れいな顔が台無しだよ」

　一歩ずつ前に踏ふみ出していた二人は、足を引っ込めてひとまずおとなしくなった。鳴神はやれやれと大げさなジェスチャーを播機さんに向ける。

「まあそういう訳でね、《蒼マーレ》はジェシカシステムについての情報データの大半を我々に教えてくれない。しかし、《完結したフオル・円環キアカル》としては、《蒼マーレ》が勝手にジェシカシステムの機能を拡かく充じゆうして、強力な力を持たれても困る」

「困るのは《円環キアカル》ではなく《翠コラル》だろ」

　姉さんが言葉を投げると、鳴神の目が細くなる。

「同じ事だろう？　すべての《血族クラン》は《円環キアカル》に所属するのだから」

「……」

　姉さんは答えずに鳴神をじっと見ていた。鳴神の顔が元の笑顔に戻もどる。

「そこで、定期的にジェシカシステムを預かって、《蒼マーレ》の報告通りに開発が進んでいるかを確認しているんだ。君の《査問》と同じだろう？」

　ナツメさんが髪かみをかき上げる。

「本来なら内部資料をすべて提供して頂ければ、このような外部テストなどという回りくどい事をせずに検証が出来るのですが。《蒼マーレ》が頑がんとしてブラックボックスの中を公開しないから」

「だから言っているだろうが。不必要な情報公開は──」

「おっと二人ともそこまで。可愛かわいいお嬢さんが不安がっているよ」

　別に播機さんは目の前で喧嘩が始まっても動じるようなタイプではないと思うけど。現に、彼女はまた手を挙げて発言を求めている。

「質問をどうぞ」

「『ブラックボックス』ってなんの事ですか？」

　これにはナツメさんが答えた。

「ジェシカシステムを一つの機械と考えると、それは大きく三つの部品から構成されます」

　長い髪をなびかせながら、ナツメさんはジェシカの一番端はしに歩み寄る。そこはディスプレイが多数設置されていて、キーボードなどの端たん末まつも置かれていた。

「一つ目がここ、インターフェイス部。ジェシカのデータの入出力を担当します。そしてそのすぐ下にあるのがシステム基き盤ばん。ここが二つ目。論理回路と魔ま術じゆつ回路が何層にも重なっていて、有機サーキットを構成しています」

　多分播機さんは意味を分かっていないが、ナツメさんは気にせずに一歩横にずれた。

「そして、ここから」

　光こう沢たくのある真っ黒な筐体に手をあて、綺麗な指先でなぞりながら歩いていく。ジェシカシステムの反対側の端に到とう達たつしたところで指を離はなし、こちらを向く。

「ここまでが、ブラックボックスです。ジェシカシステムの処理演算のほとんどがここで行われている筈はずですが、それについての情報は一いつ切さい《蒼マーレ》から提供されていません。お分かりかしら？　《蒼マーレ》の秘密主義っぷりを」

　播機さんは頷うなずいていいのかどうかよく分からないようで、曖あい昧まいに笑った。まあ、僕や姉さんの前では答えづらいだろうな。

「別に内部構造が不明でも外部テスト検証に問題はあるまい？」

　姉さんの言葉にナツメさんが反論しかけた時、鳴神が手を叩たたいた。

「ナツメ、今日はその辺にしておきなさい。クルーズはあと三日もあるのだからね。今から喧嘩していては体力が持たないぞ？　せっかくジェシカシステムのメインエンジニアが二人も来ているんだから、喧嘩なら明日からいくらでもやればいい」

　鳴神はナツメの方まで歩き、こちらを向いた。

「では、今日はここまでにしましょうか。《紅オストラム》の《査問》も、ジェシカシステムについての話も、明日から本番という事で」

　誰だれも返事をしない。ナツメさんは唇くちびるを嚙かんで我が慢まんしているようだ。

　鳴神は満足そうに頷くと、ウィンクしながら言った。

「それでは皆みなさん、次は夜にお会いしましょう。午後６時からウェルカムパーティーです。もちろん全員出席でよろしく！」







[image: 同日　　　午後５時40分　笑顔]





17　着替えを終えて私と笠木さんが部屋の外に出ると、廊下の先から声が飛んできた。






「播機、なんだその格好は」

「理事長先生？」

　私は声の方に振ふり返り、そして目が点になる。私が硬こう直ちよくしていると理事長先生は不思議そうに聞いた。

「？　どうかしたか？」

「いや、あの、理事長先生。……凄すごい格好ですね」

「そうか？　ただのチャイナドレスだろ」

　まあ確かにそうなのだけど。チャイナドレスを着ている人を生で見るのは生まれて初めてだった。

　理事長先生は光沢のある濃こい青のチャイナドレスに身を包んでいた。麗うるわしいボディラインに張り付くような生き地じがキラキラと輝かがやき、余計にセクシーさを増している。ふとももにめいっぱいまで入っている左右のスリットから、生足をちら見せしていて非常に、ええと、なんていうか、えっちい。

　私が理事長先生に見とれていると、チャイナドレスの美人は腰こしに手を当てて私を睨にらんだ。

「私の事はいい。お前だ。お前と笠木はなぜ制服を着てるんだ」

　そう言われて私は先生から視線を外して自分の服装を見た。私はわざわざトランクに詰つめてきた北凰学園のブレザーに着替えていた。笠木さんは乗船前から変わらずの白のセーラー服である。

「え？　変ですか？　フォーマルな席って何を着たらいいか分からなくて。インターネットで調べたら『学生は制服』って書いてあったから持ってきたんですけど……」

「それは結けつ婚こん式の話だ。お前、イブニングドレスの一着も持ってないのか？」

「着る機会が無いですよそんなの」

「乙女おとめとしての自覚に欠けてるぞ播機。いつ何なん時どき、目の前に現れたカボチャの馬車にお城の舞ぶ踏とう会まで連れて行かれて白馬に乗った王子とダンスを踊おどるかも分からないんだ。ドレスくらいは用意しておけ」

「白馬に乗った状態の人とはダンスできないし、ドレス着てカボチャの馬車に乗ったら匂においが移って困ると思いますよ？」

「そんな話をしているのではない！　もういい分かった！　お前たち二人ともちょっと来い！」

「え？　あの、理事長先生！　ちょっと！」

　私と笠木さんは理事長先生に襟えりを摑つかまれ、先生の客室に引きずり込まれていった。





18　僕は姉さんの部屋をノックした。「入れ」という命令が中から聞こえる。






　扉とびらを開けるとチャイナドレスに身を包んだ姉さんが仁に王おう立だちで立っていた。

「おお、安芸、なかなか似合ってるじゃないか」

「分かっている筈ですが、好きで着ている訳ではありません」

　僕はモーニングを着ていた。元々パーティーには参加しない予定だったので、もちろんこんなスーツは持ってきていない。さっき姉さんが服装一式を持って僕の部屋に突とつ撃げきし、嫌いやがる僕を無む理り矢や理り着替えさせたのだ。姉さんに本気で魔ま術じゆつを使われると、僕は抵てい抗こうできない。向こうは本気でも、こっちは本気を出すわけにいかないからだ。

　姉さんはやけに楽しそうな顔で僕を見ている。僕は無む駄だと知りつつも抵抗を試みた。

「姉さん、突とつ然ぜん内線で呼び出すのは学園の中だけにしてもらえませんか。大体エスコートって姉きよう弟だいでやるものでは無いと思うんですけど」

「誰だれがお前に私をエスコートさせると言った。その栄えい誉よを得る役割は、今回は斎条にくれてやる。お前はこっちだ」

　そう言って、姉さんは横に半歩ずれる。チャイナドレスが横に移動すると、そこには播機さんが立っていた。

「──」

　一いつ瞬しゆん、息が止まった。

　播機さんは真しん紅くのイブニングドレス──姉さんが以前着ていた物だ──を着ていた。やわらかな素材がゆるやかに彼女の体を足元まで包んでいる。

　肩かたと背中から白い肌はだが露ろ出しゆつしていて、彼女は僕の視線を受けて恥はずかしそうにうつむいた。前で組んでいる両手、肘ひじまである純白の手て袋ぶくろが、やけに眩まぶしく思えた。

「どうだ。似合ってるだろう」

　質問されてる事に気づくのに一瞬の時間を要した。

「え？　あ、ああ、ええ。似合ってますね」

「ホントですか!?」

　僕の言葉に播機さんは跳はね起きるように顔を上げ、長いスカートをはためかせて僕の方に突とつ進しんしてきた。僕は慌あわてて後ずさる。距きよ離りが近すぎる。

「ホントに、ホントに似合ってますか!?」

「あ、ああ、うん。似合うと思うよ」

「嬉うれしい！」

　播機さんはさっきの恥ずかしげな表情は消えうせて、笑え顔がおで手を振ふり、その場でくるりと回った。スカートがふわりと広がり、そこに花が咲さいたように見えた。

「あ、でも、理事長先生、これ、ちょっと胸が余ります」

　そう言って、彼女は胸むな元もとの布をつまんで持ち上げた。僕は慌てて視線を逸そらす。だからなんでこういう行こう為いに無防備なのかなこの子は！

「それは諦あきらめろ、私のサイズで作っているんだからな」

「むむう」

　唸うなりながらなおも胸元の生地を手た繰ぐっている播機さんの方は見れないので、僕は部屋の中に視線を漂ただよわせた。椅い子すに香音が座っている。こちらは純白のシンプルなドレスを着せられていた。

「あの、姉さん。香音の制服は魔術衣なんです。別の服を着ていると有事の際に──」

「播機がドレスアップするのは構わないが、香音は駄だ目めなのか」

「いや、そういうことじゃなくてですね……もういいです。じゃあ、行こうか、播機さん」

「あ、はい！」

[image: ]

　僕が廊ろう下かに出ると、播機さんはパタパタと走り寄って、僕の左ひだり肘ひじにそっと手を絡からませた。そして１２０％スマイルを見せる。

「先生のスーツも、格好いいですよ♪」

　僕は答えず、彼女の顔も見ずに歩きだした。体温が上じよう昇しようするのを感じながら。





19　会場に子供は私たちしかいなかったので、二人の格好は割と目立った。






　乗客には外国の人もいて、私達を見て「Pretty!」とか言ってくれる。私は先生にエスコートされているのが嬉しくて、ちょっとお姫ひめ様さま気分だ。

　何日も航海をするクルーズ船では、通例として一日目の夜に「ウェルカムパーティー」と呼ばれるイベントがある。船長以下船員が乗客をお出で迎むかえするパーティーだ。乗客の方も、これからずっと同じ船に乗り、顔を合わす事もあるだろうから、これを機に親交を深めておくという役割もあるのかもしれない。

　ホールで始まったウェルカムパーティーは、まず船長──つまり鳴神さん──から乗客の皆様を歓かん迎げいする挨あい拶さつがあり、それからすぐにダンスパーティーになった。中央のステージでは音楽にあわせて数組の男女が踊おどっている。その周囲には立食形式で食べ物やお酒が用意され、ダンスをしていない人たちが談だん笑しようしている。様々な国の言葉が飛び交かっていた。

　理事長先生はたくさんの人に囲まれて笑顔を振りまいている。理事長先生は《蒼マーレ》の家の当主代理らしいので、知り合いが多いのだろう。

　斎条先生と秋津先生は私からちょっと離はなれた所で二人でなにか話していた。なにを話しているのかは聞こえないけど、秋津先生が少し真しん剣けんな顔をしていたので、話に入る気になれなかった。笠木さんは姿が見えない。セーラー服に戻もどる為ために部屋に戻ったのかも。

　おなかも一いつ杯ぱいになったので、私は壁かべ際ぎわに立っていた。私はもちろんダンスなんて踊れない。文字通り壁ウオーのルフ花ラワーって奴やつだ。

「播機、踊らないのか」

　いつの間にか人の輪から抜ぬけていた理事長先生が私に話しかけた。

「ダンスなんて知りませんもん」

「ドレスも持っていない。ダンスも踊れない。お前はなんの為にクルーズ船に乗っているんだ？」

「いやあのですね理事長先生。私、船に乗るって聞いたの自体昨日だし、そもそも《円環キアカル》との《査問》が主目的であって、クルーズしに来たわけじゃ無いですよね？」

「ん、まあ、そういえばそうだったな」

　理事長先生はたった今気がついたという顔をした。うーん、なんて人生を楽しむのに長たけた人なんだろうか。

「しかし、いや、ならばこそ播機、せっかく存在する機会を使わないのはもったいないぞ。おい、安芸！　ちょっと来い！」

　理事長先生は斎条先生と話しこんでいた秋津先生を呼んだ。

　秋津先生は斎条先生にグラスを預けて、こちらに歩いてきた。

「なんでしょう、姉さん？」

　理事長先生は背中から私の両りよう肩かたをつかみ、秋津先生の前に押し出した。そして私に耳打ちする。

「いいか播機。今回は特別だ」

「特別？」

「条件は出来るだけ対等にしてやる。敵に情けを与あたえるのも、年上の女の役割だからな」

「なんの事ですか？」

　理事長先生は答えず、私から顔を離し、更さらに肩かたを押した。

「安芸。播機にダンスを教えてやれ」

　秋津先生は怪け訝げんな顔をする。

「今ですか？」

「Now or never ?今やらずにいつやる？」

「やらないという選せん択たく肢しは……」

「無い。秋津家の家訓を忘れたか？」

「『男は女をエスコートする為だけに存在を許される』ですか？　それ単に姉さんの口くち癖ぐせであって家訓ではないですから……」

「つべこべ言うな」

　秋津先生はなにか言おうとして口を開き、それをやめてため息をつき、私の方を見た。

「……播機さんは、ダンスしたいの？」

「え？　えっと、はい！」

　思わず返事してしまう。

「あ、でも社交ダンスなんてやった事ないし……」

「分かった。じゃあちょっと練習しよう」

　そう言って、先生は私の右手を男の子の大きな手で包み込んで、持ち上げた。

「左手の肘ひじを上げて、僕の肩に手を置いて」

　言われるままにする。するとその内側に先生の右手が滑すべり込み、私の背中に触ふれた。背中が開いているドレスなので、先生の手が直接私の背中に触さわる形になる。体温が直じかに肌はだに伝わってくる。抱だき合ってるみたいで物もの凄すごく恥はずかしい。先生の顔も目の前にある。

　先生は私を見つめた。

「播機さん、ダンスは全然難しく無い。まず体の力を抜いて。ちょっと全身に力が入っちゃってるみたいだから」

　この状じよう況きようで緊きん張ちようするなというほうが無理ではないでしょうか!!　と、心の中では叫さけんでいたけど、深呼吸して、力が抜けるように努めた。

「ＯＫ。じゃあ今から僕の言うリズムを覚えて。正式なダンスの覚え方じゃないけど、これでとりあえず踊れるから。１、０、３、４、５、０、７、８。全部で８ステップだ。分かるね？」

「はい」

「１で右足を動かして、０以外の数字の所で交こう互ごに足を進める。８ステップで、六回足を動かすわけ。リードと言って、常に男性が先に足を動かすから、それに女性は足を揃そろえる。初めは足元を見ながらやろう。いいかい、１、０……」

　先生が動かす足に合わせて、私も足を動かした。１で右足を一歩後ろに、３で左足を横にずらして、４で右足を引いて揃える。５で今度は左足を前に出し、最後の７、８で元の位置に戻って来た。

「あとはこれを繰くり返すだけ。簡単でしょ？」

「はあ、まあ」

「このステップを繰り返しながら、流れに合わせてダンスホールをゆっくり回る。よし、じゃあ本番行こうか」

「え？　あ、先生、もうちょっと練習を！」

「出来るだけ足元を見ないようにね！」

　先生は強ごう引いんに私を引っ張り、ダンスホールに入った。そしてそのまま先ほどのステップを始める。私は慌あわてて──足元を見ないようにしながら──先生の足を追いかけた。

　最初は何度か足がもつれたけど、直じきに下を見なくても先生の足がどこに向かうのか分かるようになってきた。音楽に合わせて体を動かす。周りの人たちの流れに合わせてダンスホールを回る。秋津先生は時折アクセントのように足のステップを変化させた。それに合わせるのはゲームのようでとても面おも白しろかった。

　まるで、音楽の波の中を泳いでいるような気分になる。

「どう？　簡単でしょ？」

　先生の顔が至近距きよ離りにある。私は周りに聞こえないように言った。

「すっごく楽しいです！　先生！」





20　小さな声で、しかし嬉しさを体全体で示しながらそう囁ささやいた播機さんは、僕の目を真っ直すぐ見つめて１２０％スマイルを浮かべた。こんな至近距離で彼女の笑え顔がおを見たのは初めてかもしれない。輝く大きな二つの瞳に、吸い込まれそうになる。







21　「え、先生？……きゃっ」






　先生が私の顔を見たまま、何故なぜか足を止めたので、前進していた体が先生にぶつかった。シックなネクタイが締しまった男の人の胸に顔を埋うずめる形になる。温かい。じゃない、私は慌てて一歩引き、体勢を直して見上げた。

「どうしました？」

「え？　あ、いや、ごめん」

　取り繕つくろうようにつぶやく先生。顔を背そむけて私の方を見ない。

「ああ、ええと、その、考え事してた」

　考え事ですとー!?　女の子とダンスしてて別の事考えるなんて許されるのだろうか。いや、許されはしない。反語。

「ホント、ゴメン」

　やたら申し訳なさそうに言う先生。未いまだ視線を合わせようとしない。

　まあ、いいか。こういう人だもんね、この男の子は。今日はとても楽しくて気分が良いので、なんでも許してあげられる雰ふん囲い気き。

「今の失態は、ダンスの講習料ということでチャラにしてあげます」

「……いや、それはもう貰もらったから、いい」

「え？　なんの事ですか？」

　秋津先生はハッとした顔をして、取り繕うように早口で答えた。

「いやなんでもない。今のは失言。忘れてもらえると助かる」

　私はもう少し問い詰つめたかったが、そろそろ曲が終わりそうだった。

「先生、ダンス、そろそろ終わりなんじゃないですか？」

「あ、ああ、うん。フィニッシュの仕方を教えよう」

　気のせいか、握にぎっている先生の手が熱いように思える。怪あやしい。一体どんな考え事をしていたのだろうか。とても気になる。

　音楽が終わる。教わった通りにそっと手を離はなし、距離を置いて向かい合う。そしてお辞じ儀ぎ。

　拍はく手しゆの音に顔を上げると、周りにいた人たちが皆みな、私達の方を見て手を叩たたいていた。

「え？　なに？」

　驚おどろく私の横に先生が並び、そっと耳打ちしてくれた。

「僕らが一番年下だったから、ダンスを褒ほめてくれているのさ。さあ、もう一度お辞儀」

　私は慌ててドレスの裾すそをつまみお辞儀をする。先生も手を前に出して頭を下げた。もう一度温かい拍手に包まれた。注目されてちょっと恥はずかしかったけど、最高に楽しかった。今夜は興奮してなかなか眠ねむれないかもしれない。

　顔を上げると、いつのまにかダンスホールの真ん中に、大きなステージが用意されていた。ダンスしていた人たちはみんな壁かべに寄っている。徐じよ々じよに部屋が暗くなっていく。

「え？　なに？」

　私が天てん井じようをキョロキョロ見てると、秋津先生が耳元で囁いた。

「余興だよ。ほら、出てくるよ」

　ステージの隅すみにスポットライトが当たる。下からピエロがよじ登ってくる所だった。ステージに上がったピエロは、不安そうに周りをキョロキョロ見ながら、ステージの中央まで歩いてきた。

　と、その時、ピエロの頭のずっと上の方でパチンという音がした。見上げると、そこにおっきな樽たるが二本のロープで天井に吊つるされていた。いや、正確には、吊しているロープは一本。もう一本は切れている。さっきの音は、ロープが樽の重さに耐たえかねて切れた音だったのだ。

　そして、私たちの見ている前でまたパチンという音がして残りのロープが切れる。樽は重力に従って落下を始める。その下にはさっきのピエロが──

「危ない！」

　私が思わず叫さけぶと、先生は指を口に当てた。静かにのジェスチャー。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。見ててごらん」

　ピエロはしゃがみ込んで震ふるえている。そこに樽が落ちて──

　──来ない。樽はピエロの頭上10センチの所でピタリと止まり、空中に浮ういていた。

「え……？」

「《翠コラル》の《特権タレント》だよ。樽の『落下する』という《可能性ルウキス》を停止させているんだ。これは《翠コラル》の力を使ったショーなんだよ」

　説明する秋津先生の口調に、いつもより積極的な香かおりを感じた。普段は教師として振ふる舞まって、私とだって一線を置いて接しているっぽいこの男の子は、ゲームで遊んだり、こういう物を見ている時は、まるで同い年のクラスメイトみたいに目を輝かせて、子供っぽくはしゃぐのだ。いや、ホントに同い年なんだけど。

「……反則だよね。そういう切り替かわり」

「え、なに？」

「いえ、独り言です」

　ゆっくり目を開けたピエロは樽を避よけるように立ち上がり、空中に浮いたままの樽を摑つかんで床ゆかに下ろした。そして樽の中を覗のぞき込み、樽の底になにか見つけたらしい事をジェスチャーでギャラリーに示した。そのなにかを取る為ために樽の中に身を乗りだし、体勢を崩くずしてゴロンと中に落ちてしまう。ギャラリーから笑いが起きる。

　と、その直後、樽の中からもの凄すごい勢いで大量のシャボン玉が吹ふき出した！

　シャボン玉のサイズは大小様々で、ピンポン球くらいのも、樽よりも大きな物もあった。それらがホール中に飛んでいく。いつのまにか音楽も流れ出していた。

　やがて、ホールはふわふわと浮かぶ大小のシャボン玉に満たされた。淡あわい照明に照らされて、シャボン玉は七色に変わりながら天井近くから床ゆか上うえ５センチまでいたる所で浮いていた。

　私がその光景に見とれていると、急に音楽が止まる。と、同時に、すべてのシャボン玉が、その場でピタリと止まった。

「！」

　まるで、ＤＶＤで見てた映画を一時停止したみたいだった。さっきまでふわふわと移動していたシャボン玉は、すべて微び動どうだにせずにそこにあった。これも《翠コラル》の《特権タレント》なのだろう。私の体が動いてる事の方が不自然な気分になってくる。

「綺き麗れい……」

「そうだね」

　思ったままの事を口にしたら、先生はただ肯こう定ていしてくれた。ちょっと嬉うれしい。

　ステージ上のスポットライトがゆらゆらと動いて、ホールを照らしている。何かを探しているような動きだ。そういえば、ピエロはどうなった？

　スポットライトはやがて、ホールの天井の隅を照らした。するとそこには、巨きよ大だいなシャボン玉に座っているピエロがいた！　ピエロはシャボン玉の上で、帽ぼう子しを取ってお辞じ儀ぎをする。ホールが拍はく手しゆに包まれる。もちろん私も大きく拍手する。楽しい！

　また音楽が始まる。それに合わせて、ピエロはシャボン玉の階段を降りたり上ったりした。他ほかの場所でも、いつのまにか現れた妖よう精せいの姿をした女性たちがシャボン玉を飛び移りながら空中に駆かけ上がり、微動だにしないシャボン玉の上で魅み惑わくのダンスを披ひ露ろうしていた。私はその幻げん想そう的な光景に目を奪うばわれる。

「……お？」

　ふと横を見ると、絨じゆう毯たんのすぐ上に、直径50センチくらいのシャボン玉が停止していた。

　どきっ。

　もしかして、私もこのシャボン玉の上に乗れるのでは!?

　私は興奮しながらシャボン玉に歩み寄る。ドレスの端はしをつまみ上げて、シャボン玉の上に片足をそっと置く。割れない！　やたっ！　私は嬉しくなって体重をかけて──




　パチンッ




「あれ？　割れちゃった」

「残念ながら、《翠コラル》の《特権タレント》はそこまで便利な物じゃないのさ」

　顔を上げると、斎条先生が立っていた。

「あ、斎条先生。そういえば、さっき『外因に弱い』って言っていましたよね」

「その通り。《特権タレント》を使って物体の《可能性ルウキス》を止めても、外からの力、特に意志の力が可能性を引きだそうとすると、《翠コラル》の力は押し負けてしまうんだ」

「えー、じゃあ最強の盾たてとか作れないんですか」

「もちろん無理。『折れる』という可能性を停止させた新聞紙で実物大のエッフェル塔とうを作る事は出来るけど、人間が叩たたけば簡単に壊こわせてしまう。人間の意志の力は、魔ま術じゆつなんかよりも遥かに強力って事だね」

「あれ？　でも、あそこのピエロはシャボン玉の階段を上り降りしてますよ？」

「あのピエロは、実はピアノ線で自分を吊つってるんだ。魔術じゃないんだよ」

「えええ？」

　私が変な声を出すと、斎条先生は指を立ててウィンクした。

「大切なのは魔術を使う事じゃない。観客を楽しませる事だ。力ちから業わざかもしれないけど、それで人を喜ばせられるなら、それは魔術より偉い大だいな力だと思わないかい？」

「ううう、言ってる事は分かるんですけど、やっぱりちょっと拍ひよう子し抜ぬけと言うか」

「気持ちは分からなくもないけどね。ここにいる人たちの大半は論理魔術の関係者だから、逆にジョークになってるのさ。分かるかな」

　考えてみる。ピエロがやっている事は、《翠コラル》の《特権タレント》を小こ馬ば鹿かにしている訳だ。自分のやっている事は魔術ではないけど、魔術よりも偉大であると。そしてみんなはそれを分かった上で、楽しんで見ている。うーん、なるほど。

　ピエロがシャボン玉を飛び移りながら──ホントはピアノ線で吊ってるんだけど──ステージに戻もどってくる。

　ステージに彼が飛び降りると同時に、ホール中で停止していたシャボン玉が、まるで一時停止が解除された映像のように、一いつ斉せいに、ゆっくりと下に降り始めた。部屋の中に、ガラス玉の雪が降っているように見えた。床ゆかまで落ちたシャボン玉はパチンパチンと小さな音を立てて割れていく。

　最後の大きなシャボン玉がステージの上で弾はじけると、ピエロはお辞儀をした。万ばん雷らいの拍手。

　ホールが拍手に包まれる中、斎条先生がした小さなつぶやきが、偶ぐう然ぜん私の耳まで届いた。でもその言葉の意味は、私には分からなかった。先生はこう言ったように聞こえた。

「さあ、楽しい時間はそろそろおしまいだ」





22　『緊急事態発生。至急播機の客室に来られたし』






　姉さんは受話器ごしに一方的にそう言って、そして切った。内線で呼び出すのは学園の中だけにしてくれと数時間前に言ったばかりなのだけど。あからさまに緊急な事態では無いだろうし。

　しかし、放ほうっておくと後で何をされるか分からないので、僕は夜の読書を諦あきらめて播機さんの部屋までやってきた。

　ノックをすると「どうぞ～」と播機さんの声が聞こえたので、扉とびらを開ける。

「遅おそいぞ安芸、緊急事態だと言っただろう。呼んだらすぐ来い」

　入るなり姉さんが怒おこる。しかしベッドに寝ねそべっている姉さんからは緊きん迫ぱくしたムードはなんら感じられない。

「──っていうか、なんて格好してるんですか姉さん！」

「なにって、ネグリジェだが？　いいだろう、もうすぐ寝るんだから薄うす着ぎでも」

「噓うそだ！　横にナイトガウンが置いてあるじゃないですか！　僕が来る前にわざわざ脱ぬいだんでしょう!?」

「ちっ、ばれたか」

　その舌打ちの意味がもうさっぱり分からない。

　部屋には姉さんの他に播機さん、香音、そして斎条がいた。二つあるベッドのうち片方は姉さんが占せん有ゆうしていて、他の三人は二つのベッドの間の空間に座り込んでいる。入り口からはもう片方のベッドが邪じや魔まして、三人が床で何をしているのか分からない。

「秋津先生～！　待ってました～♪」

　播機さんが振ふり返って手を振る。僕はそちらに近づきながら姉さんに聞いた。

「で、緊急事態ってなんですか」

　姉さんは絹のネグリジェにかかる髪かみをかき上げながら答えた。

「播機が持ってきたゲームをやろうと思ったのだがルールを読むのが面めん倒どうだ。説明しろ」

　……まあ、そんな事じゃないかと思ってはいた。反論はすまい。

　ベッドの近くまで行くと、三人が座り込んでいる絨じゆう毯たんの真ん中に、カードが散乱していた。僕のカードゲームだ。そういえば、昨日播機さんに旅行に持って行ってもいいか聞かれたので、なんでも持って行っていいよと答えたのだった。

「すみません、来てもらって」

　播機さんが申し訳なさそうに言う。

「先生に教えて貰もらった方がゲームが楽しそうに感じるんですよ」

「自分で読むのが面倒なだけなんじゃない？」

「ばれました？」

　播機さんは１２０％スマイルを僕に見せる。真っ赤な地に水玉の、大きめなパジャマを着ていた。お風ふ呂ろ上がりのようで、髪が少ししっとりとしていて、顔もほんのりと上気している。その髪が揺ゆれて、シャンプーの香りが漂ただよった。

「先生？　どうかしましたか？」

「……あ、いや、なんでもない。別にいいよ。ルール説明するくらい」

　僕は視線を逸そらせる。こちらを見ている香音と目が合った。

「あれ？　香音、パジャマ着てるの？」

　同じくお風呂上がりらしい香音は、戸と惑まどったように自身の白一色のパジャマをつまんだ。

「私は必要無いと言ったのですが、《紅オストラム》殿が……」

「だーって笠木さんジャージしか持ってきてないんですもーん」

　立ち上がって腰こしに手を当てる播機さん。

「だ・か・ら、私のを貸してあげたのです！」

　なにが『だから』なのかよく分からない。姉さんといい播機さんといい、この女の子空間では僕の持つ常識が通用しないらしい。

　香音には普ふ段だん着ぎがない。《人形ドール》なのだから当然だ。成長する事が無いし、通常着ているセーラー服も魔ま術じゆつ礼装が施されている特注品で、それを四着着回している。

「笠木さんだって女の子なんですよ？　先生ももう少し気を遣つかって下さい！」

「え？　僕？」

「ああもういいだろう。安芸、さっさと座れ」

　姉さんが話題を戻もどす。

「え、僕も参加するんですか？　今日中に読んでしまいたい文ぶん献けんがありまして……」

「旅行にそんな物を持ってきているお前が悪い。諦めろ」

　もともとこれは旅行じゃないでしょう、と抗こう議ぎするのは無む駄だなのでやめた。斎条がニコニコ笑いながら僕を見ているのも割と腹立たしい。

「あ、先生はどうぞそっちに座ってください」

　播機さんが空いているベッドを指差す。

　僕は既すでに気力を奪うばわれつつあって、ベッドに脱だつ力りよく気味に座り、両手をシーツについた。

「……？」

　右手が何かをつかんだ。さわり心地ごこちは布っぽいけど微び妙みように硬かたい。なんだこれ？　僕は右手の先を見る。




　真っ白なブラジャーが枕まくらの横に畳たたんであって、僕はそこに手を突つっ込んでいた。




　バッ！




　慌あわてて右手を引く。振り向くと、播機さんが立ち上がっていて、慌てる僕を見ながらニコニコしていた。

「なんで笑ってるの!?　っていうか、なんで下着を見えるところに出しとくんだよ！」

　顔が赤くなるのを感じる。播機さんは指をチチチチと振って説明した。

「別にわざとじゃないですよ。これは朝起きた時に着けるから、枕元に置いてるんです」

「……朝？」

「そうですよ？　お風呂上がったらブラなんか着けません。締しめ付けられて苦しいでしょ？」

　そう言って前まえ屈かがみになり、上うわ目め遣づかいで僕を見る。大きめのパジャマの襟えりの隙すき間まから、赤みの差した肌はだが少し見えていて──

　僕は顔ごと視線を逸らした。

「見ます？」

「いや、だからなんで見せたがるのさ！　いいからボタン外すのやめて！」

　からかわれているのは分かっているのだけど、うまくあしらえない。苦手なのだ。僕は床ゆかに散らばったカードゲームに意識を集中する事にした。

「じゃあルールを説明するよ。これは病気の牛を押しつけ合うゲームで──」

「喉のどが渇かわいたな。安芸、ルームサービス呼んでくれ」

「あ、私コーラが飲みたいです！」

　……。僕は二人に質問する。

「もしかして、カードゲームは口実で、僕をからかうのがメインなの？」

　播機さんと姉さんはお互たがいに視線を交かわし、同時にこちらを向いた。晴れやかな笑え顔がお。

「そんなわけないじゃない♪」

「そんなわけないじゃないですか♪」

　……分かりやすい反応だ。諦あきらめて奉ほう仕しに徹てつする事にする。





23　やがてゲームも終わり、先生方三人はおやすみを言って部屋を出て行った。






　私は電気を消して、笠木さんが寝ねているベッドに潜もぐり込んだ。

「あの、何故なぜベッドが二つあるのに片方しか使わないんでしょうか」

「ここから女の子トークが始まるからです！」

「はあ」

　笠木さんは天てん井じようを向いたまま微妙に納なつ得とくいかない感じの顔をしている。

　月明かりが窓から差し込んでいるので、部屋はそんなに暗くは無かった。淡あわい光が、笠木さんの透すき通るような肌をますます白く浮うかび上がらせている。

「どうかしましたか？」

「あ、ううん？　なんでもない」

　思わず見とれてしまったのが照れくさくて、私も天井を向き、早口で喋しやべった。

「しかし秋津先生ってさー、こんなに可愛かわいい女の子が二人もパジャマ姿でいるのにさ、なんにも感想無いってひどくない？　笠木さんもそう思うでしょ？」

　少しの沈ちん黙もくの後、笠木さんが聞いた。

「《紅オストラム》殿どのは、安芸様に好意を持っていらっしゃるのですか？」

「！……」

　なんたる直球！　《人形ドール》には駆かけ引きってもんが無いの!?　なんて答えるか頭の中で大会議が始まる。

「《紅オストラム》殿？」

　笠木さんが布ふ団とんの中で体を横にしてこちらを見る。いつでも物静かな瞳ひとみが月明かりの中で淡く光っている。その瞳を見ていると、なんだか正直に喋りたくなってきてしまった。旅行に来て開放的な気分になっているのかな？

　私も体を横にして、笠木さんと向かい合わせになる。

「……うん。そうなの。あ、絶対先生に言わないでね!?　お願い！」

「女同士の約束として承うけたまわりました」

「ありがと。でもさ、秋津先生は全然気づいて無いみたいなんだよねー。あ、これは不満じゃなくてね。私の努力が足りないだけだろうし」

「あの方は人一倍そういう感情に鈍にぶいので……」

　作られた存在である《人形ドール》の笠木さんにも朴ぼく念ねん仁じん認にん定ていされている秋津先生であった。

「あとさ、先生って、斎条先生と話す時は普ふ通つうの男の子みたいに喋るじゃん？　あれも私わたし的には羨うらやましいんだなあ。私は一応生徒だから、そういう風には話しかけられないし」

「斎条様は、安芸様とは十年来の付き合いがありますから、心を許されているのでしょう。態度には出しませんが、安芸様は斎条様の事を慕したっております」

「それもちょっとだけ悔くやしいなあ」

　うーん、と、体を伸のばす。私は秋津先生と出会ってからまだ半年も経たってない。十年選手とは勝負にならないという事かあ。

　笠木さんは顎あごに人差し指を当て、少し考えてから言った。

「私が思いますに、《紅オストラム》殿は、既すでに十分に安芸様に影えい響きようを与あたえていらっしゃいます」

「え？　なんの事？」

　笠木さんは体を戻もどして天井を見上げ、そして話し始めた。

「伊代様を失う事になった二年前の大規模戦せん闘とうがあってから、安芸様は人が変わってしまいました。元々はとても快活で誰だれとでも親しくされる方だったのですが、あの日から、安芸様は人と話すのを嫌いやがり、家に閉じこもるようになったのです」

　昔の事を思い出すように、笠木さんは一言ずつ話した。

「絵里子様の薦すすめで英国に留学された際、私も同行しました。環かん境きようが変わればなんらかの改善を見せるのではないかと絵里子様はお考えになったのでしょうが、結果は逆でした。安芸様は英国では大学と寮りよう以外には滅めつ多たに出かけず、殻からに閉じこもるように研究に没ぼつ頭とうされていました」

　いつもと変わらない表情で笠木さんは喋り続けた。けど、私には、月明かりの加減かもしれないけど、昔の先生の事を話す笠木さんが、少しだけ、悲しそうに見えた。

「英国での二年間、何も無かった訳ではありません。しかし根本的な解決があった訳でもなく、安芸様は日本に帰国されました」

　くるりと笠木さんの首が回って、私と目が合う。

「しかし、《紅オストラム》殿と出会ってからの数ヶ月で、安芸様はまるで昔のように振ふる舞まわれるようになりました」

「ホントに？」

　私には、未いまだに秋津先生の方が実は《人形ドール》なんじゃないかと思う時が多々あるのだけど。

「本当です。《紅オストラム》殿と接する事によって、安芸様はご自分の心を取り戻しつつあるように、私は観察しています」

　と、そこで笠木さんは言葉を切った。次に口から出てきた言葉は、心なしかトーンが落ちているように感じた。

「ただ、それでもまだすべてが以前のように、という訳にはいかないようです。例えば……」

　笠木さんは言いよどむ。

「例えば？」

「……例えば、今の安芸様は、ほとんどお笑いになりません」

「え？　そんなこと……」

[image: ]

　記き憶おくをたぐり寄せる。ホントだ。皮肉やあきれて苦く笑しようする所は見た事があるけど、秋津先生が楽しくて笑っているシーンに出会った事は無かった。ゲームをやってる時も、勝っても笑え顔がおで喜んでる事は滅多に、いや、一度も無い。

「……元々そういう性格の男の子、ってわけじゃなかったんだ？」

「昔はよくお笑いになる方でした。ゲームなどの人と遊ぶ事が昔からお好きでしたし」

「そっか……」

　笑えなくなるほどつらい事があったという事なのだろうか。二年前に。秋津先生がそんな事に遭そう遇ぐうしたのかと考えるだけで、急に胸が苦しくなった。なにか話してないと、涙なみだも出てしまいそうだったので、とりあえず思いついた事を言った。

「二年前、なにがあったの？」

「それを話すことは禁じられています」

「禁じられている？」

「すみません。《完結したフオル・円環キアカル》の機密に関かかわる事じ項こうの為ため、情報アクセスにロックが設定されています。なのでお話しすることが出来ないのです」

　本当に申し訳なさそうな顔をするので、私は布団から手を出して、顔の前でパタパタ振った。

「いいよいいよ。気にしないで」

　笠木さんがしばらく私を見つめる。そして、突とつ然ぜんガバッと体を起こした。そして私を見下ろす。

「……《紅オストラム》殿」

　その真しん剣けんな口調に、私も慌あわてて体を起こした。

「なあに？」

　笠木さんは私をまっすぐに見て、言った。

「《紅オストラム》殿。古来秋津の家に仕えた《人形ドール》の記録を継つぐ末まつ裔えいとして、お願いがあります」

「お願い？」

「はい。どうか、安芸様を見捨てないであげてください。恐おそらく、あの人を導けるのは私や絵里子様ではなく、あなたなのです」

「そんな、見捨てるって──」

「お願いします」

　笠木さんはじっと私を見つめた。これは、真面目まじめに答えなければいけないと思った。

　私は、笠木さんの言葉をしっかりと自分の中に刻んで、笑顔で答える。

「分かった。任せといて。あと、『遙』でいいからね」

　私の言葉に、笠木さんは眉まゆ根ねを寄せて、ちょっとだけ口を尖とがらせた。

「遙さんこそ、私の事をなかなか『香音』と呼んでくれないではないですか」

　今、拗すねた!?　か、可愛かわいい！　むぎゅうと半身を起こしている笠木さんを抱だきしめる。

「香音ちゃん！」

「なんでしょう？」

　冷静に聞かれる。このギャップがまた良いのである。抱きついたまま彼女をベッドに押し倒たおして、私はケラケラ笑った。笠木さんはちょっと困ったような顔をしていて、それがまた可笑おかしくて私は笑い続けた。

　その後も暗い部屋の中で、私たちは色んな事を話し合った。まあ、主に秋津先生の事を。

　月明かりが、いつまでも二人を照らしていた。





24　秋津姉きよう弟だいが立ち去るのを待って、僕は遙さんの隣の客室をノックした。






　返事がない。おかしいな。呼ばれた筈はずだけど。

　ドアノブに手をかける。ん、開いてるな。押し開きながら声をかける。

「斎条が来ましたよ～。呼んだんだよね？」

　部屋は照明が落ちていて何も見えない。僕は扉とびらを後ろ手で閉めた。廊ろう下かから差し込む明かりも無くなり部屋は漆しつ黒こくに包まれる。ドアノブから手を離はなし、一歩、中に入った。

　と、突然暗闇から手が伸のびてきて、僕をベッドに投げ飛ばした。仰あお向むけにベッドに落ちた僕は起き上がろうとするが、相手はほぼ真上から飛びかかり、僕の両りよう肩かたをつかんでベッドに押さえ込む。肩を取られて僕は身動き出来ない。

　僕は僕を押さえつけている相手に、見えていないであろう笑顔を向ける。

「降参。負けました。電気をつけてくれる？」

「いや」

　この部屋に入って初めて聞く声。僕は問う。

「どうして？」

「顔を見ると、素す直なおになれないから」

「僕はいつだって君の顔を見ていたいけど？」

「今日は私の番なの！」

　肩の手が外れると同時に、相手は僕に抱きついて来た。特有の甘い香りが鼻をくすぐる。その長い髪かみがベッドに落ちる。

　僕もそのやわらかな体を抱きしめて、つぶやいた。

「久しぶりだね。こうして二人きりになるのは」

「……うん」

　さて、今夜は寝ねられるかな。明日は大事な《査問》があるのだけど。

　すると暗くら闇やみの中で頰ほおを軽くつねられた。耳元に囁ささやかれる。

「今、別の事、考えてたでしょ」

「よく分かるね」

「あなたのことならなんでも分かるもの」

「それは、光栄だね」

　まあ、明日の事は別にいいか。今を楽しもう。





25　安芸と別れてから、私は部屋に戻る前に、Ａデッキへの階段に向かった。






《蒼マーレ》の当主代理として、済ませて置かなければならない雑務が、一つあった。







[image: ７月21日　午前９時00分　事件]





26　朝食の為に外に出ると、丁度隣の部屋から斎条先生が出てくるところだった。






「やあ遙さん、おはよう」

　斎条先生はいつもどおりのにこやかな笑えみを私に見せた。私はパタパタと駆かけ寄る。

「斎条先生、お隣の部屋だったんですね」

　先生は笑って答えた。

「いや、ここはナツメさんの部屋だよ」

　え？

「ええと、じゃあ、なんで斎条先生が？」

「ああ、部屋を間ま違ちがえてしまってね」

「あ、そうなんですか」

「うん。昨日の夜にね」

　……え？

「さあ朝食だよ。オープンデッキだからね。ウィンドブレーカーを着て行った方がいい」

　そう言ってスタスタと歩いていく斎条先生を私は見送った。しばらく先生が言った事の意味を考える。昨日の夜から部屋を間違えて……？　みるみる顔が赤くなっていくのを感じる。思考中止。考えるな。考えるな。大人なんだから、そういう事もある。いやしかし、いつも司書室で会ってる斎条先生が、と考えると顔が赤くなるのを止められない。ああああ。

「播機さん」

「ひやあっ！」

　突とつ然ぜん呼ばれて私は変な声を上げてしまった。振ふり返ると秋津先生が立っていた。

「朝食だよ？」

「あ、はい！　あの！　羽織る物取って来ますから待ってて下さい！」

「？　いいよ。朝から元気いいね」

　急いで部屋に戻ってウィンドブレーカーを摑つかみ、外に出る。

「行こうか」

　秋津先生が歩く後ろを追う。男の子の大きな背中を、どうしても意識してしまう。ああもう、海に飛び込んで頭を冷やしたい！





27　朝食はオープンデッキでのバイキングで、僕達は舳へ先さきのあたりに席を確保した。






　天気は快晴。気温は高いが海風も強いので、朝の船の上は涼すずしい。クラムチャウダーが美味おいしかった。

　今は皆みな朝食を終えた所で、コーヒーブレイク中。姉さんは英字新聞に目を通している。彼女の日課なのだ。「ネットで読めばいいのでは」と前に言ったら「インクの匂においが好きなんだ」と返された。

　斎条は紅茶党なので、アールグレイを片手にいつもの笑顔を振りまいていた。

　播機さんが今朝会った時から微び妙みようにぼうっとしているのが気になる。風邪かぜでも引いたのだろうか。

「あ、そうだ。播機さん？」

「はいっ!?」

「いやそんなに驚おどろかなくても……。《査問》、何時からか分かる？　最初は、僕らも同席するからね」

「ああ、あの。昨日の夜、内線で船長さんから連れん絡らくがあって、朝食が終わる頃ころに迎むかえに来るって」

「そう。じゃあここで待ってればいいか」

　僕は雲一つ無い青空に向けて体を伸のばす。何か読む物を持ってくれば良かったな。





28　「あ、そう言えば」私はコーヒーカップをテーブルに置いて秋津先生を見た。






「ん、なあに？」

　体を伸ばしていた先生は、椅い子すごとこっちを向いた。

「私、ちょっと面おも白しろいというか、変な事に気づいたんですけど」

　小さな声で喋しやべっているので、誰だれも私たちの会話を気にしていない。

「先生の研究室の前に貼ったプレート、覚えてます？」

「もちろん。探たん偵てい推理研究会のでしょ？」

「はい」

　探偵推理研究会は四月から私が所属している、顧こ問もんは秋津先生で部員は私と笠木さんだけというダミーサークルである。ただ、ダミーとはいえ体てい裁さいは必要との事で、私がサークルの看板を作ったのだ。こんな感じに。




　　　　探偵推理研究会

よろず悩み相談ごと引き受け〼

　　　　　３Ｈ２Ａ




　私はテーブルに指でなぞって字を書く。

「３Ｈは〝はりHariはたHataはるかHaruka〟、２Ａは〝あきつAkitsuあきAki〟じゃないですか」

「それが？」

「飯綱伊代さんは２Ｉだし、斎条先生も名前は園生だから２Ｓになりますよね。で、鳴神直人さんとナツメさんは──」

「二人とも２Ｎだね。ああ、言わなかったっけ。論理魔ま術じゆつ師しは、生まれてくる子供にイニシャルを重ねる習慣があるんだよ」

「イニシャルを重ねる？」

「うん。最初に世界に召しよう喚かんされた八人の論理魔術師が、偶ぐう然ぜんなのか必然なのか、全員イニシャルが重なっていたんだ。それ以来、その習慣が現在まで続いているわけ。播機さんの妹さんだってそうでしょ？」

「あ、そうだ！　なんで気づかなかったんだろ！」

「《紅オストラム》の《血族クラン》は中世に途と絶だえた筈はずなんだけど、播機さんの代まで生き残ってた。習慣もまた、引き継つがれてきたんだろうね」

「え、じゃあ私の両親は自分が論理魔術師だって知ってたんですか!?」

「両親のどちらか片方が、だけど。さあ、今となってはどうだったのかは分からないね」

「あれ、じゃあ、もしかして美奈も論理魔術師なの!?」

　美奈というのは宮みや原はら美奈という私のクラスメイトにして親友の女の子だ。

　秋津先生は手を振ふって否定した。

「イニシャルが重なってる人が全員論理魔術師であるわけじゃないよ、もちろん。必要条件と十分条件の違ちがいって数学でやったでしょ？　それに、単なる習慣だからね。あえてイニシャルを重ねない名前を持つ論理魔術師だって、いないわけじゃないから」

「うーん」

　頭が混乱してきた。あれ、でも待てよ？　おかしくない？

「あの、理事長先生の名前って、周藤絵里子ですよね。イニシャルはＥＳになっちゃうんじゃ？」

「ああいや、姉さんは結けつ婚こんしてるから」

「ああ、なるほど」

　旧きゆう姓せい、秋津絵里子って事か。……あれ？

「え、でも秋津絵里子だとしてもＥＡじゃないですか？」

「あれ？　もしかしてそれも言ってなかった？」

　まあ、この男の子は肝かん心じんな事は大たい抵てい言って無いのだ。

「今度はなんですかー？」

「姉さんは養女なんだよ」

「……は？」

「秋津の家は将来的には僕が継ぐ事になるんだけど、三年前に先代当主が引退した時に、僕が成人するまで当主不在になるのはマズいって事で、《蒼マーレ》の分家の血筋から姉さんが養女として招かれたんだ。本名っていうのか微び妙みようだけど、元の名前は絵里子・エーリと言って……、あれ？　播機さん？」

　前を向いたまま硬こう直ちよくしている私を秋津先生が呼びかけている。私はオイル切れのドアのようにギギギと首を先生の方に回転させ、聞いた。

「あの……、じゃあ……、秋津先生と理事長先生って、血が、繫つながって、無いんですか？」

「うーん、厳密には同じ祖先の血を引いてるのだから、繫がって無いとは言えないと思うけど、何親等離はなれてるかって意味では、ほとんど他人だね」

　え、じゃあなんなの？　あの理事長先生のブラコンぶりは、ただのブラコンぶりでは無いって事!?

　私の動どう揺ようを余所よそに、秋津先生は喋しやべり続けた。

「エーリ家は代々有能な論理魔術師を輩はい出しゆつしていて、姉さんも非常に優ゆう秀しゆうな論理魔術師だったんだよ。今は魔術よりも学園経営の方が楽しいみたいだけど……播機さん？　聞いてる？」

　聞いてなかった。私は先生を見ているものの、その焦しよう点てんは合っておらず、一言、こういうのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「敵が……増えた……！」

「え？　敵？　なんの事？」

　私が硬直していると、バサリと新聞をテーブルの上に置く音がした。あわてて振り返ると理事長先生が立ち上がる所だった。私が口をパクパクさせていると、理事長先生はサングラスを取ってこっちを見た。

「？　どうかしたか？　播機」

　おとと、どうやら話を聞かれていた訳ではないらしい。落ち着け、私。

「いえ、なんでもありません。理事長先生こそ、突とつ然ぜん立ち上がって、どうかしました？」

「鳴神が来るのが遅おそい。いくらなんでももう来てもいい時間だ」

　理事長先生はイライラしながらそう言うと、紅茶をテーブルに置いた斎条先生も腕うで時ど計けいに目をやって同調した。

「確かに、朝食後のティータイムを考えても、ちょっと遅いですね」

「また予定を忘れて船長室で待ってるのかもしれん。行こう」

「あ、はい」

　私は椅い子すから立って、背もたれにかけていたウィンドブレーカーを羽織った。





29　姉さんが船長室のチャイムを鳴らす。






　が、返事が無い。もう一度鳴らす。無言。

「……あの男、人を呼んでおいて留守だと？」

　姉さんが暗い目をしている。朝食時はクールさを装っていたが、多分まだ眠ねむいのだ。

「まあまあ、まだ寝ねていらっしゃるのかもしれませんし」

　斎条がにこやかに取り成すと、姉さんが怒ど鳴なり返した。

「そっちの方がなお悪いわっ！」

　かなりイラついているようだ。姉さんはノブに手をかけて、扉とびらを開けようと試みる。が、鍵かぎがかかっているのかノブは動かない。

　廊ろう下かに五人が立ったまま、一度部屋に戻もどるか、ここで待つか思案していると、遠くから声がかかった。

「みなさん、どうかなさいましたか？」

　廊下の端はしにある階段を上って来たのはナツメさんだった。そして斎条の姿を見てすぐに表情を硬かたくし、目つきを鋭するどくする。

　その斎条はナツメさんのこれ以上ないほど分かりやすい表情の変化に気づいてないフリでもしてるのか、にこやかに彼女に話しかけた。

「船キヤプ長テンに来るように呼ばれたんだよ、ナツメ。君は何故なぜここに？」

「馴なれ馴れしく呼ぶな斎条園生。……私も呼ばれたんだ」

　ナツメさんは僕たちの間を通り抜ぬけ、船長室の前に立った。チャイムを押して「お父様！」と部屋の中に何度も呼びかけている。僕は小声で播機さんに言った。

「やっぱりあの二人、仲悪いんじゃない？」

「……あれは、ポーズです」

「ポーズ？　停止？」

「そっちじゃなくて態度です。あれは照れてるだけ。じゃなきゃ仲が悪いフリをしてるんです。どうしてそんなフリをしてるのかは、私には分かりませんけど」

「フリ？　なんでフリだって分かるの？」

「……女子高生の《特権タレント》です」

　なんのことやら。

　ナツメさんは何度チャイムを押しても返事が無い事を確かく認にんした後、ため息をついてから持っていたカバンを開けて中を探さぐった。そしてカードを一枚取り出す。姉さんが聞いた。

「それは？」

「マスターキーのカードです。どうせ寝ね坊ぼうしているのでしょう。お客様をお待たせする訳にはいきません。無む理り矢や理り開けます」

　ナツメさんはカードキーをスリットに差し込む。小さな電子音がした。ナツメさんがノブに手を掛かけると、今度はガチャリと下がった。ナツメさんは扉を小さく開いてから、こちらを向いた。

「父を起こしてきますので、少々お待ちいただけますか？」

「もちろん構わないよ。ナツメ」

「……」

　ナツメさんは無言で斎条を睨にらんだ後、部屋に入っていった。

　と、その直後──




「き、きゃあっ！」




　中からナツメさんの悲鳴が聞こえた。僕と斎条は弾はじかれるように走り出す。より扉の近くにいた斎条がノブを回して中に入る。僕は続いて扉をくぐり、同時に嫌いやな予感がして、一度扉を閉めた。

　暖だん房ぼうが強いのか、部屋の中はむわっとするほど暑かった。

　部屋の中を見み渡わたす。

　嫌な予感は当たっていた。この光景を播機さんには見せたくない。

　船長室の中央に、鳴神直人がうつぶせに横たわっていた。

　その傍かたわらに、ナツメさんが力無げにしゃがみ込んでいた。

　床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんに、鳴神を中心に黒い染しみが広がっていた。

　それが彼の血である事は、明確だった。

　鳴神の背中に、壁かべに飾かざってあったカトラスが突つき刺ささり、墓標のように立っていた。

　彼が死んでいる事も、明確だった。







[image: 同日　　　午前10時20分　議論]





30　私たちは、小さめの会議室にいた。






　私たちというのは、私と、秋津先生、理事長先生、笠木さん、そしてナツメさんだ。斎条先生は外に出ている。

　船長さんの遺体はすぐに医務室に運ばれたが既すでに脈は無く、医師が検死した後で霊れい安あん室しつに運ばれたと秋津先生が言っていた。大きな船にはそういう部屋も用意されているという事を私はその時初めて知った。

　船長室で秋津先生達が死体を見つけた時、私達は斎条先生に言われて一度部屋に戻った。なので私は船長さんの最さい期ごの姿を見ていない。それもあってか、昨日初めて会って話もした人が、今はもうこの世にいないという事が、うまく実感出来なかった。

　あの子供好きな大おお柄がらな人が、今にも「驚おどろいた？」と言いながら部屋に入ってくるような気がしていた。そう、思いたかった。

　扉とびらが開いて、斎条先生と、白衣を着た男の人が入ってきた。二人は私達に向かい合うように椅い子すに座った。

　斎条先生がナツメさんに向かって頷うなずくと、ナツメさんは「早さつ速そくですが」と、喋しやべり始めた。

「副船長と協議をしまして、当面の船長代理は私が引き受ける事になりました。ただし、私は船の事は分かりませんから、この船の運航については、副船長に全権を委任しています」

「じゃあ、最初から副船長に船長代理をさせればいいんじゃないのか」

　理事長先生が腕うでを組みながら言うと、ナツメさんは視線だけそちらに向けた。

「ご存じかもしれませんが、船長には船内で起きた事件についての逮たい捕ほ権があります。私には父を殺した犯人を捕つかまえる責務があります」

「情が入ったら冷静な捜そう査さが出来なくなるんじゃないか？」

　口元をゆがめる理事長先生に対し、ナツメさんは優ゆう雅がに回答した。

「ご心配には及およびません。もう犯人の目星はついています」

　沈ちん黙もく。誰だれも何も言わなかった。

　その静せい寂じやくにナツメさんは満足そうに頷き、白衣の男性の方に手を向けた。

「この方に、父の検死をして頂きました」

　お医者さんだったのか。男性は立ち上がってお辞じ儀ぎをする。

「田た村むらと申します。専門ではありませんが、簡易的な検死を行いました」

　横に座っていた斎条先生が手を挙げる。

「私も立ち会いました。《完結したフオル・円環キアカル》のこの場での代表としてね」

　ナツメさんが頷く。

「では、検死の結果を教えて下さい」

「はい」

　田村医師は手に持った書類をめくって読み上げた。

「当主──、失礼、鳴神直人氏の死因はナイフが心臓を貫つらぬいた際に起きたショック死です。死後11時間が経過しており、死亡推定時刻は昨晩の午後11時から12時と思われます。着衣に乱れは無く──」

「もう結構です。どうもありがとう」

　ナツメさんは報告を遮さえぎり、立ち上がった。

「いくつか状じよう況きようを確かく認にんしましょう。船長室はＡデッキにあります。昨晩Ａデッキには船長以外の人間は泊とまっていません。ＶＩＰ客である皆みな様さまの客室はＡデッキの直下、Ｂデッキにあります。Ａデッキから下に行く為ための階段は一つしかなく、ここは常に出入りがチェックされています。昨晩から今日にかけて、この階段を利用したのは皆様だけでした」

　言葉を切り、私達全員を見渡した。

「この意味が、お分かりになりますか？」

　斎条先生が片手を挙げた。

「犯人は、昨晩Ａデッキに行けた人たち、つまり、Ｂデッキに宿しゆく泊はくしていた僕達だけという事になるね」

　ナツメさんは頷いた。

「その通りです。では、みなさんに質問です。昨晩、父の船室に行った方はおられますか？」

　沈黙。その中で、理事長先生が億おつ劫くうそうに手を挙げた。

「私だけだ。他ほかの奴やつらは鳴神に会いに行く理由が無い」

「そうでしょうとも」

　ナツメさんは嬉うれしそうに続けた。

「では周藤さん、あなたが犯人です」

　ガタッと音を立てて秋津先生が椅子から立ち上がった。

「いくらなんでもそんな乱暴な！」

　ナツメさんはキッと秋津先生に顔を向けた。しかし冷静な物言いは変わらない。

「乱暴なのは承知しています。今必要なのは真実ではありません。必要なのは建前なのです。周藤さんを容疑者とし、関係者である皆さん全員を共犯の疑いありとして拘こう束そくします」

「！」

「あなたがたのうちの誰かが犯人なのは間ま違ちがい無いのです。私はそれを追つい及きゆうしようとは思いません。ただし、犯人を野放しにしておくつもりも毛頭無い。あなた方は全員、この船が陸に着岸するまで拘束され、24時間《翠コラル》の監かん視し下に置かれます」

　そう言って、彼女は右手をパチンと鳴らした。入り口から大きな銃じゆうを両手で構えている男の人たちが何人も入ってきた。

「船倉に転がっていろなどとは申しません。Ｂデッキから出ないで頂ければ、これまでどおりの快適な船旅をお約束します。お前たち、お連れしなさい」

　男たちが私達の周りを囲む。銃は下を向いていたけど、その威い圧あつ感かんだけで、怖こわい。

　私はどうしていいか分からず、隣となりで立っている秋津先生のウィンドブレーカーを摑つかんだ。先生は私の手を包むように、大きな両の手を重ねてくれた。私の体の中で、そこだけが、温かみを感じていた。

　勝ち誇ほこった顔でナツメさんは宣言した。

「さあ、みなさん立ってください」

　その言葉に、理事長先生が反応した。

「くだらん、いつまでこの茶番に付き合えばいいんだ？」

　そう言って立ち上がり、ナツメさんを睨にらむ。

「……茶番とは、どういう意味ですか？」

「文字通りの意味だよ。必要なら辞書を引け。Ｂデッキには我々以外にも乗客がいた。お前だよ、ナツメ。私が船長室に行った時、鳴神はノックに応答しなかった。既すでに死んでたんだな。お前が刺さしたんだろう？」

「……私が父を殺したと言うつもりですか？」

「状況証しよう拠こしかないがね。今の所は」

「聞かせて頂きましょうか」

「そこの医者の診しん断だんだよ」

「あれがなにか？」

「斎条」

　理事長先生は斎条先生の方を向いた。

「部屋の中で鳴神を見た時、なにか気づいた事はなかったか？」

「うーん、そういえば、入った時ちょっとむっとする程暑かったですね」

「そうだ。恐おそらく朝自動で暖だん房ぼうが入るようタイマーがしてあったんだ。かつ、切る時間は設定していなかったのだろう。だから暑かったんだ」

「……それがなにか？」

「分からんのか？　死体は長時間暖房の中にあった。そんな状況下で、１時間刻みでの死亡推定時刻なんか出せる筈はず無いんだよ」

「！……」

「ナツメ、お前は医者を買収したんだろ？。田村と言ったな。お前は、ナツメに買収されて噓うその報告をしている。そうだろう？」

　白衣の男性は見て分かるくらいにうろたえ、ちらちらとナツメさんの顔色を窺うかがっていた。

　ナツメさんはイライラしながら机を強く叩たたいた。

「全部あなたの想像ではないですか。構いません。船長代理の権限であなた方全員を拘束します。お前たち──」

「おや、なにやら楽しそうなことをしているね」

　会議室の入り口から、声が聞こえた。それは、聞き覚えのある声だった。理事長先生はにやりと笑った。

「さっき、今の所は状況証拠しかないと言ったな。たった今、物的証拠が届いたぞ」

　扉とびらの陰かげにいた男性が、中に入ってきた。大おお柄がらな体に立派な髭ひげ。人ひと懐なつこそうな瞳ひとみ。咥くわえているコーンパイプ。

　その人は、鳴神直人、船長さんだった。

「まさかっ！」

　皆みな驚おどろいてはいたけど、一番驚いていたのはナツメさんだった。目を見開いて船長さんを見つめている。

「私が生きていたのが意外かい？　ナツメ」

「そっ、そんな……！」

「私が証人だよ。刺したのはナツメだ」

　船長さんが制服の前を開くと、筋肉質な体に包帯がぐるぐる巻きにされていた。

「ど、どうなっているの!?」

　動どう揺ようするナツメさんを、船長さんは悲しそうに見つめた。

「刺される直前、《特権タレント》でナイフの殺傷能力を『停止』したんだよ。ギリギリで、ナイフは心臓には到とう達たつしなかったという訳だ。残念ながら、痛みとショックと失血で、今まで気絶してるハメになったがね」

「馬鹿な……！」

「本当さ。今だって貧血で立っているのがやっとだ。この簡易裁判が終わったら、私はもう一度気絶させてもらうよ」

　そう言って、口を開けて笑う。でも、いつもの「ガッハッハ」ではない、力の無い笑いだった。

　ナツメさんは怒いかりの形相で田村医師を睨んだ。

「田村っ！　私を裏切ったのねっ!?」

　部屋に入ってきた船長さんを見て呆ぼう然ぜんとしていた田村医師は、ナツメさんの叫さけびに「ひぁっ！」と声を上げて驚き、椅い子すから転げ落ちた。

「い、いや、そんな馬ば鹿かな！　こんな訳があるか！　私はちゃんと検死した！　立ち会いを立てて解かい剖ぼうだって……！」

　ワナワナと震ふるえる田村医師に、船長さんは視線だけ向けた。

「『暗示』は、《鴉ノツクス》の専売特許じゃ無いって事さ」

「！」

　斎条先生がニッコリ笑って喋しやべり始める。

「いやあ、驚きました。私が見ている前で、ナイフが背中に刺ささったままの《翠コラル》が、突とつ然ぜん田村さんに向かって呪じゆ文もんを紡つむぎ始めたものですから」

　理事長先生がフン、と鼻を鳴らした。

「もういいだろう。ナツメ。お前はもう終わりだ。弁明したい事はあるか？」

　肩かたをブルブル震わせながら、ナツメさんは船長さんを睨にらみつけた。

「……なぜ、私が殺しに行くと分かったの」

「斎条君が教えてくれたんだ。暗殺計画の疑いがあるとね」

「!?」

　ナツメさんはバッと振ふり返る。斎条先生は、膝ひざの上で指を組み。澄すました顔をして目を閉じていた。

「……騙だましたのね」

「とんでもない。僕は暗殺計画の情報を事前にキャッチしただけだよ。首しゆ謀ぼう者しやが君だなんて思いもしなかったよ。ナツメ」

「白々しい……」

　そう言って、ナツメさんは下を向いた。私の席から、彼女の表情を見る事は出来ない。

「残念だ。ナツメ。どのような意思がお前をこのような行動に走らせたのかは分からない。しかし、罪は償つぐなってもらう。お前は《島》に行くんだ」

《島》。論理魔術師専用の監かん獄ごくのような場所だと、前に秋津先生に聞いた事がある。

「お前たち、拘こう束そくしろ」

　船長さんの言葉で、壁かべ際ぎわに立っていた男たちが銃じゆうを下ろしたままナツメさんを取り囲んだ。

「……周藤理事長」

　ナツメさんがうつむいたままつぶやく。

「なんだ。ナツメ」

「いくつか訂てい正せいさせて頂きます」

「？　なんの事だ」

「まず、まだ終わりではありません」

　そう言った途と端たん。ナツメさんはポケットから右手を出して、持っていた物を空中に投げた。それは紙切れに見えた。秋津先生が叫ぶ。

「まずい！　魔ま法ほう陣じんだ！」

「遅おそい！　《空間転移▽指定種別[image: ]相対距きよ離り：方向[image: ]東：距離[image: ]２ｍ◇即時発動》！」

　瞬時にナツメさんが緑色の光の泡に包まれ、そして姿を消した。理事長先生が叫ぶ。

「どこだ！」

「ここよ」

　……声は、私のすぐ横から聞こえた。と、同時に、私の頭にコツッと何かが当たった。

　それは、とても冷たい感触がした。

「播機さんっ！」

「動くな《蒼マーレ》！　《紅オストラム》が死ぬぞ！」

　私は表情を硬こう直ちよくさせたまま、ゆっくりと声の方を向いた。予想通り。ナツメさんが拳けん銃じゆうを私の頭に突つきつけて、立っていた。

　船長さんが苦々しげに叫ぶ。

「ナツメ、お前、自身の肉体に魔術を使ったな！　論理魔術師の禁きん忌きを犯おかすとは！」

「あら、お父様、ご冗じよう談だんを。有機体に魔術を使うのは論理魔術師の禁忌などではありません。単に《血族》の禁忌に過ぎませんわ」

「……、ナツメ、お前、まさか！」

「ええ、私、《鴉ノツクス》と手を組む事にしましたの。禁忌？　それは《円あなた環がた》の理り屈くつであって、《鴉われわれ》には関係ない。彼らは《血族クラン》が持たない歴史や技術を有している。《翠コラル》の発展の為ために有益な事だと思いませんか？」

「そんな……」

　船長さんが膝から崩くずれる。体力的な限界に加えて、ナツメさんの言葉で気力を失っているように見えた。自分が刺された事よりも、こっちの方がこたえているみたい。などと分ぶん析せきしてる場合じゃないっての私！　やばい！　やばいよこの状じよう況きよう!?

「なんだ、なら話は簡単だな」

　理事長先生がゆっくりとこちらに歩いてくる。って、ちょっと待って！　ナツメさんは慌あわてたように叫さけんだ。

「動くなと言っている！　《紅オストラム》がどうなってもいいのか！」

　そうですよ！　と、私も心の中で叫ぶ。

　しかし、理事長先生はこともなげに言い返した。

「お前に播機は撃うてないよ」

「……なんですって？」

「《鴉ノツクス》は、《紅オストラム》を殺す訳にいかない。そうだろう？」

「！……」

　ナツメさんは答えない。でも、銃を持つ手が怒いかりで震ふるえているのが分かった。どうして《鴉ノツクス》が私を殺すのをためらうのかよく分からないけど、ここは感謝しておかなければなるまい！　とりあえず生命の危機は無いっぽいぞ！

「……銃を下ろしなさい。ナツメ」

　膝をついたままの船長さんがナツメさんを見る。

「ここからは逃にげられない。魔術師が三人に、武装隊員が五人いる。《紅オストラム》が人ひと質じちにならないのは周藤が言った通りだ。投降しろ、ナツメ」

　ナツメさんはギリッと唇くちびるを嚙かんだあと、理事長先生を見た。

「……周藤理事長、もう一つ訂正する事があります」

「今度はなんだ」

「先ほど『お前は医者を買収した』と仰おつしやったでしょう？」

「それがどうした？」

　ナツメさんはにやりと笑って答えた。

「買収したのは医者だけではありません。構えろ！」

　すると、部屋の真ん中にいた五人の男の人たちが、一いつ斉せいに銃口を上げ、船長さん、斎条先生、理事長先生、秋津先生、笠木さんに銃を向けた。

「！」

　秋津先生が反射的に手を上げようとする。

「動くな《蒼マーレ》！　動けば撃つ！　《紅オストラム》を殺せなくても、五体満足でいさせる必要は無いのよ！」





31　ナツメさんの言葉に、僕は振り上げかけた手を止め、ゆっくりと腕を下ろす。






　播機さんが僕の動きを見ている。僕は出来るだけ自然に見えるように指を曲げ、大きなカーブを描えがいて腕を下ろした。目は、播機さんのウィンドブレーカーのポケットを注視していた。





32　秋津先生が腕を下ろしきった後で、私は先生が何をしたかったのか気づいた。






　先生が腕を下ろしている時、指が曲がり、何かを指差しているように見えた。そして、先生の目はずっと私のウィンドブレーカーのポケットを見ていた。そうか！　携けい帯たいだ！

　私はゆっくりと手を動かして、ウィンドブレーカーのポケットに入れ、折りたたみ式の携帯を摑つかみ、ポケットの中でそれを開き──

「そこまでよ。そのままゆっくり手を上げなさい。肩かたを撃うち抜ぬくわよ」

　──残念な事にバレバレだったらしい。ナツメさんが私の肩に拳銃を押し付けている。ひたすら怖こわい。

　私はポケットから手を抜いて上に掲かかげた。携帯は握にぎったまま。ナツメさんは開きっぱなしの携帯をむしるように取り上げた。

「──携帯電話？　ははーん、播機仄香の力を借りようとしたのね。残念ながら、今回はそういう裏うら技わざは使わせないわよ」

　ナツメさんは赤い携帯を私の前でぷらぷら振りながら微笑ほほえんだ。私は、彼女が振っている携帯を見て、それから視線だけ秋津先生に向けた。





33　僕は黙って首を振った。播機さんはよくやった。今出来る事はこれで全部だ。







34　私の目の前で、ナツメさんは開いていた携帯を一旦閉じた。






「妹さんが何をしようとしていたのか、気にならない訳じゃないけど、深追いするのはやめとくわ」

　そう言って、ナツメさんは携帯を再び開き、そして、その折れ目の部分を膝ひざに叩たたきつけ、携帯を真っ二つに割った。プラスチックの破は片へんが周囲に飛び散った。

　ナツメさんは二つに割れた携帯だった物を机に置いて、宣言した。

「皆みな様さまには船室に戻もどっていただきます。ああ、もちろん《紅オストラム》は私と同行していただきます。ですから、変な気を起こさないようお願いします。皆様が部屋から出ない限り、《紅オストラム》に危害を与あたえない事をお約束しますので」

　そして、ナツメさんは、にっこりと笑った。

「それでは、この後も良い船旅をお続け下さい」







[image: 同日　　　午後３時30分　拘束]





35　私は操そう舵だ室にいた。体の自由は奪われていなかった。






　操舵室の端はじっこにある小さな椅い子すに、私は座らされていた。目の前にある机は、昨日の船長さんの話では操舵室に詰つめている船員が軽食を摂とる為ための物らしい。机の上には雑多に物が置かれていた。船長さんがしてるのと同じ形のサングラスも置いてあった。白いテーブルクロスが私のふとももまで垂れている。

　ナツメさんは、いくつか船員に指示をした後は、ずっと操舵室から見える大おお海うな原ばらを見み渡わたしている。どこに向かっているのだろうか。

　会議室を出た後、私はとても丁てい寧ねいに扱あつかわれた。今もこうして椅子に座っているだけで、縛しばられてる訳でも目め隠かくしされてる訳でも無い。それどころか、操舵室に入るなり、ナツメさんは私に膝をついたのだ。




「《姫リイ・イニオン》への非礼、お詫わび申し上げます」

　操舵室の扉とびらを閉めると、ナツメさんはそう言って、膝をついたまま私に頭を下げた。

「え、な、なんの事!?」

　突とつ然ぜんの事に私はキョドった。《姫リイ・イニオン》とは論理魔ま術じゆつ師しが使うアウレット語で「王の娘むすめ」を意味する。要するにお姫様の事だ。

　ナツメさんは顔を上げて微笑んだ。

「忌いまわしき《完結したフオル・円環キアカル》はあなた様の本来の役割を秘ひ匿とくしています。我々《鴉ノツクス》が、あなた様を導かせて頂きます」

　ますます訳が分からない。本来？　役割？　何を言っているの？

　私が混乱していると、ナツメさんはもう一度笑った。しかしそれは先ほどの微笑みとは正反対で、残ざん忍にんさの先にある笑えみだった。

「ま、こんな所かしらね。残念ながら私はそれほどあなたに対して思い入れは無いの。《鴉ノツクス》に共感したわけでも無い。必要な物はなんでも利用する。それだけの事よ」

　立ち上がって膝のホコリを払はらう。

「この椅子に座っておとなしくしてて。トイレは向こうにある。さっきも言ったけど、あいつらが反乱でも起こさない限り、あなたの安全は保障する」




　あれから30分ほど経たっただろうか。私は言われるままに椅子に座っていた。トイレにはまだ行ってない。

　入り口には銃じゆうを構えた男の人が一人立っていた。時折私を睨にらんでくる。もちろん、私を外に逃にがさない為にいるのだろう。

　操舵室を見渡してみる。船員は、ナツメさんと入り口の見張りを合わせて丁度十人いた。半分くらいは普ふ通つうにナツメさんと話をしたり、機器を操作しているが、残りの人たちはそうではなかった。

　彼らは皆みな、動作が緩かん慢まんで、顔に表情がなく、瞳ひとみの色が濁にごっていた。無む理り矢や理り操あやつられているのだ。人の心の弱みに付け込み、自身の意のままに操るのは《鴉ノツクス》のお得意の技わざだ。私も春に見た事があった。

　私はタイミングを探していた。ここでじっとしていれば、私は安全だが、事態が悪い方向に進む事は明白だ。そして、私がここにいる限り、秋津先生達は動き出せない。とすれば答えは一つ。私はここから逃げ出さなければならないのだ。だから、私はタイミングを探していた。

　ナツメさんは定期的に私を観察している。下手へたに動くのは危険。彼女の気が逸それる時を待つのだ。

　目が濁っていない船員の一人が、ナツメさんを呼んだ。

「船長代理。イドより通信が入っています」

　イドですと!?

「来たわね。繫つないで」

　ナツメさんは机の上にあったヘッドセットを頭にかけ、小声で喋しやべり始めた。なにを言っているか良く聞こえない。会話の内容も気になったけど、これはチャンスだ。私はそっと左手をテーブルクロスの下に潜もぐらせ、ウィンドブレーカーのポケットに手を入れた。





36　僕は姉さんと同じ客室に閉じ込められていた。体の自由は奪われていた。






　椅子が二脚きやく背中合わせに並べられ、僕達はそこに座らされていた。手は後ろに回され、手首で縛ってある。足は片方ずつ足首を椅子に縛られていて、身動きが取れなかった。

「動けないわね……」

「出来ればそうやって体を寄せたり首筋に息を吹ふきかけるのをやめてくれませんか」

　姉さんの謎なぞの攻こう撃げきを我が慢まんしながら対策を考える。魔ま術じゆつさえ使えればこんな拘束すぐに外せるのだけど、あいにく僕も姉さんも論理魔術を行使する事が出来なかった。原因は二人の首から下がっているペンダントである。

　ペンダントトップにある宝石は「静ウルム寂ハイアの・カラ石イグ」というパワー・ストーンの一つで、体内の《可能性ルウキス》のバランスを整える効果を持つ。単に身に着けるだけであれば、全身を巡めぐる《可能性ルウキス》が整せい頓とんされ、トータルとしての可能性が少しだけ上じよう昇しようする。まあ、どこでも買えるただのおまじないグッズの一つだ。

　ところが、この石は、我々論理魔術師にだけ関係がある大きな副作用を持っている。

　それはこのペンダントが整えてしまった《可能性ルウキス》は、論理魔術の効果を受けつけないという物だ。どのような論理魔術でも、必ず術者の《可能性ルウキス》を多少なりとも消費する。ところが、この石を身につけているとその消費が阻そ害がいされ、結果として魔術が発動しなくなるのだ。

　結果的に、この石は魔ま術じゆつ封ふうじの力を持っている事になり、古くから罪人の魔術師に魔術を使わせない拘こう束そく具としての役割を果たしてきた。

　ただし、本物の魔術拘束具は、《完結したフオル・円環キアカル》の厳重な管理下におかれ、《島》から外に出る事はない。何故なぜならその技術が広まる事は、論理魔術師にとって致ち命めい的てきな事態をもたらす危険性を持ちうるからだ。

　なので、今僕たちが首から下げているのは本物の拘束具ではなく、普通の店で買えるペンダントにすぎない。ただし、鎖くさりを極きよく端たんに短くしている為ため、首を振ふり回しても落とす事が出来ないようになっている。簡易的な拘束具としての機能を十分に果たしていると言える。

　そんな訳で、僕も姉さんも現状は魔術が使えないただの人なのである。

「安芸、この映像はどういう意味があるんだ？」

　急に姉さんが言う。姉さんの前にある船室備え付けの液えき晶しようＴＶに何か映っているようだ。背中合わせに座っているので僕の位置からは見えない。

「なにが映ってますか？」

「大おお海うな原ばら。操そう舵だ室のモニターでみたのと同じ光景だな。ほら、あの船の屋根につけられたカメラの」

「ああ、あれですか。まあ、快適な船旅をどうぞという皮肉なんじゃないですか。あるいは……」

「あるいは？」

「これから絶望的な光景が映るんじゃないですかね」

　体をぐいぐい僕に寄せていた姉さんは、そこで僕を見た。

「絶望的って、例えばどんな光景？」

「想像ですけど、もうすぐこの船は《鴉ノツクス》の船と合流するんでしょう。そして、海上でジェシカシステムを受け渡わたすつもりです」

「……そうか。奴やつらの狙ねらいはあれか」

「他ほかに考えられません」

　この船をそのまま《鴉ノツクス》の本ほん拠きよ地ちに持っていく事は考えにくい。ＧＰＳをごまかしきれない可能性があるからだ。

「ジェシカを積み替かえた後、この船はどうなる？」

「さあ。良くて難破、悪ければ沈ちん没ぼつさせるでしょう」

「冷静に言っている場合か？　早くなんとかしろ」

「播機さんが捕つかまっている間は、僕らは手を出せない。今は待つ時です」

「何を待つんだ？」

「播機さんが脱だつ出しゆつするのをです。仄香さんの力を借りれば、なんとかなるかなと……」

「仄香？　播機の携けい帯たい電でん話わはさっきナツメが叩たたき割ったじゃないか」

「ああ、あれですか」

　僕は姉さんの方を向いた。

「あの携帯は、僕のです」





37　ウィンドブレーカーの右のポケットに入っていたのは、秋津先生の携帯だった。






　私は携帯電話を左のポケットに入れる癖くせがある。秋津先生はそれを知っていた。

　さっき、会議室で秋津先生が無言で示した時、ポケットの位置を間ま違ちがえたのかと思ったけど、そうじゃなかった。先生は私のポケットにそっと自分の携帯を滑すべり込ませたんだ。多分、先生が私の手を握にぎり締しめてくれた時だ。私は先生の手の温かさに恐きよう怖ふを紛まぎらわせていたけど、先生はその隙すきにそんな事をしていたわけだ。

　ナツメさんはうまくひっかかってくれた。先生の携帯を私の物だと思って壊こわしてくれた。私がもう一個携帯を持っているとは思ってないだろう。

　机の下、テーブルクロスに隠かくれた所で私はポケットから携帯を取り出し、ゆっくり開いた。手て探さぐりでボタンを探し、仄香に言われた二十桁けたの数字を一つずつ入力する。落ち着け。慌あわてるな。ゆっくりでいい。確実に入力するんだ。

　時間をかけて、全部の数字を入力した。携帯が、仄香の言ったとおり、一秒だけプルプル震ふるえた。入力成功。あとは起動させれば──

「なーにをしてるのかなー、遙ちゃん？」

　耳元で囁ささやかれて私は全身がビクッとなり、思わず携帯を手から落としてしまった。あ、駄だ目め！

　声の主はもちろんナツメさんだった。ナツメさんは私に拳けん銃じゆうをつきつけながら、机の下にもぐり、開いた携帯を持ち上げた。

「……さっきの奴は囮デコイだった訳？　私を騙だますなんて高校生にしてはなかなかやるじゃない」

　開いたままの携帯を私の目の前でぷらぷら揺ゆらした。

「でもまあ、残念だったわね。これでジ・エンド」

　そう言って、ナツメさんは私の携帯をパチンと閉じた。





38　今回、私がお姉ちゃんの携帯電話に仕込んだ機能は、簡単に言えば閃せん光こう弾だんである。決められた二十桁の数字を入力した後、携帯を閉じた瞬間に起動する仕掛けになっている。お姉ちゃんは、うまく使えただろうか？







39　その瞬間、私は机の上にあったサングラスを急いでかけて、目をギュッと瞑つぶった。






　まぶたを通して光が差し込んでくる。

「きゃあっ！」

　ナツメさんが悲鳴を上げる。コトンッ。携帯を落とした音。私は思い切って目を開け、音の方に飛びついた。床ゆかに落ちた携帯を拾い上げ、立ち上がる。

　携帯はまだ光を放っていて、サングラスをしている私もそれを直視する事が出来ない。操舵室の誰だれもが目を押さえてうずくまっている。

　私は入り口に向かって走……ろうとして、一つ思いつき、すぐ傍そばにあったキーボードを三回ほど叩いてから、改めて入り口に向かった。銃を持っている人も不意をつかれたらしく、私がすぐ傍にいるのに気づいていない。私は一気に扉とびらを開けて、外に逃にげだした。

「ま、待ちなさい！　追うのよ！」

　後ろからナツメさんの声が聞こえた。もちろん待ったりしない。私は全速力で走り続けた。





40　ＴＶを見ていた姉さんが「お？」と言った。






「どうかしましたか？　《鴉ノツクス》の船が見えましたか？」

「いや、そうじゃないんだが」

「？」

「旗が、柱を上っていく。二枚」

　旗？

「どんな旗ですか」

「一つは赤、白、青の縦ストライプの三角形で、もう一つは白と赤が縦に半分ずつの四角形だ」

「！　播機さんです！　脱出に成功したんだ！」

「何を言っている？」

「国際信号旗ですよ。一つ目の旗は『３』、二つ目は『Ｈ』の意味です。『３Ｈ』は『はりHariはたHataはるかHaruka』の事です。播機さん、操そう舵だ室を逃げ出す時に、僕達にメッセージを送ったんだ」

「ふん、なかなかやるじゃないか、あの小こ娘むすめ」

「僕の生徒を小娘呼ばわりしないで下さい」

　僕は抗こう議ぎしつつ、椅い子すをガタガタ動かして、少しだけ姉さんの方に向いた。

「僕らも脱だつ出しゆつしましょう」

「どうやって？　魔ま術じゆつを封ふうじられてるんだぞ？」

「そのペンダントの鎖くさり、結構弱いんです」

　ナツメが持ってきたペンダントは、たまたま僕が四月に播機さんに対して使った物と同型の奴やつだった。鎖の長さがずっと短いが、材質は同じだ。

「引っ張れば壊せます。姉さん、首をこっちに寄せられますか？　嚙かみ千切ります」

「ん、こうか？」

　姉さんが、上半身をねじって、僕の方に首筋を押し出した。大だい胆たんにボタンを外したブラウスの下に、透すき通る肌はだと、その上に光るペンダントの鎖が見える。僕はそこに顔を近づけた。

「体重預けてもいいですか？　その方がやりやすいんですけど」

「……いいよ。アキくん」

「なんで照れてるんですか？　いきますよ」

　反動をつけて椅子を倒たおし、首筋に頭が乗るように調整しつつ姉さんに寄りかかった。

「んっ。アキくんの体重を感じる……」

「当たり前でしょう」

　鎖の位置に口がくるように頭をずらす。

「アキくんが私の体を撫なでてる……」

「まあその通りですが」

　鎖に嚙み付く。が、バランスがうまく取れず、少しだけ姉さんの肌に歯を立ててしまった。

「あんっ！」

「すみません、痛かったですか？」

「ううん……むしろ逆」

　なんの事だ？

　二回目の挑ちよう戦せんで、鎖だけに嚙み付く事に成功。八や重え歯ばに鎖を引っかけつつ喋しやべる。

「引っ張ります。ちょっと痛くても、我が慢まんして下さいね」

「……うん♥」

　なんだか一々反応がよく分からないがまあいい。僕は体の重心を強ごう引いんに椅子からずらした。椅子は僕を拘こう束そくしたまま横に傾く。

　嚙み付いてるペンダントが姉さんの首筋でピンと張る。

「あぁっ！」

　姉さんの口から何故なぜか艶つやのある声が漏もれる。痛いのだろうか。もう少し我慢して下さい。ここで姉さんまで転がったらもう手が無い。

　パリンッ

[image: ]

　乾かわいた音がして、鎖が弾はじけ飛んだ。僕はそのまま椅子ごと床ゆかに転がる。

　ゴロンッ

　下が絨じゆう毯たんで助かった。それほど大きな音もせず、外に気づかれた様子も無い。

　僕は椅子と一いつ緒しよに床に寝ね転ころんだまま、姉さんに言った。

「これで魔術が使えますよ。ロープを外したら僕のもお願いします」

　姉さんは目をつぶり、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]ロープ：設定属性[image: ]弛し緩かん：段階レヴエル[image: ]最大》」

　姉さんの指の先から青い光の泡あわが沸わき上がり、手首を包んでいく。

「《挙動制御◇発ウル動トウガ》」

　青い泡の光は輝きを増し、堅かたく縛られていたロープが、するするとほどけていく。姉さんは自由になった両手で足の拘束を解く。

「うーん、肩が凝ったわ」

　立ち上がって大きく伸びをする。僕は姉さんを見上げる。

「終わったらマッサージでもなんでもしますよ。僕の拘束も外して下さい」

　姉さんは僕をしばらく見下ろした後、何故か横になっている僕の体の上に腰こしを下ろした。

「あの、なにを？」

「外に出るのが数分遅おくれるくらい構わないわよね？」

「言ってる意味が分かりません」

「じっくり教えてあげる♥」

　誰だれでもいいから助けてくれ！





41　旗の意味に気づいてくれれば、秋津先生はすぐに動いてくれる筈はずだ。






　であれば、私の役目はそれまで逃にげ続ける事。そして先生と合流する事だ。私が捕つかまってしまったら、先生たちはまた身動きが取れなくなる。ところで、私は一体今どこにいるのだろう？

　操そう舵だ室を出てから、私はとにかく進める所まで走り、扉とびらがあれば開け、階段があれば降りて、とにかく先へ先へと逃げ続けた。

　今私は最下層の機関部分に来ている、のだと思う。すぐ近くでなんだか凄すごい大きな機械がごおんごおんと耳を塞ふさぎたくなるくらい大きな音を立てて動いている。多分エンジンとかだと思う。その機械の柱の陰かげに人がすっぽり隠かくれられる場所があったので、私はそこにしゃがみ込んでいた。

　まだ、ここには誰も来ていない。でも、いつかは来るだろう。来ても見つからないかもしれない。逆に、あっという間に見つかるかもしれない。

　どうしよう。留とどまらない方がいいのだろうか。逃げ続けた方がいいのかな。

　携けい帯たいを両手でぎゅっと握にぎる。閃せん光こう弾だんは使っちゃったし、電波は圏けん外がいで届かない。さっきは無む我が夢む中ちゆうで持ってきたけど、この携帯は今は無用の長物だった。でも、この誰にも頼たよれない状じよう況きようの中で、この携帯を握っていると、仄香がそばで見守ってくれているような気になれるのだ。

　もう一度ぎゅっと携帯を握る。大だい丈じよう夫ぶ。あとちょっと頑がん張ばれば、きっと秋津先生が助けに来てくれる。あの男の子は、いつもはぼうっとしているけど、いざという時には必ずかっこよく私の前に現れるのだ。そうだ。そうに決まっている。

　私は何度もそう自分に言い聞かせて、とりあえず状況を確かく認にんする為ために物陰から顔を出した。

　と、その途と端たん、手の中の携帯電話が元気に着メロを奏かなで始めた。

「!?　なんで!?」

　かかってくる筈無いのに！　私は慌あわてて周りを見み渡わたした。が、携帯の着信音よりも傍そばの機械の音の方がずっと大きいので、気づかれる心配は無かった。

　この着メロは仄香からだ。いつなにがあろうとも、二フレーズ以内に取らなければならない着信メロディ。私と仄香の間で取り決めた約束だ。でもなんで!?

　私は恐おそる恐る通話ボタンを押して、携帯を耳元に寄せた。そしてつぶやく。

「……仄香？」

　一いつ瞬しゆんの間の後、とても元気な声が携帯から響ひびいた。

『やっほーはるるーん！　仄香ちゃんじゃなくてごめんね～！　アッタシだよ～っ♪』





42　なんとか姉さんを説得して、僕の拘束を外させた。






　何故なぜ説得しなければならなかったのか不明だが、あのままだと永久に僕を椅い子すに縛しばったまま鑑かん賞しようタイムに入りかねなかったので、なんとか懇こん願がんしてペンダントを外してもらった。

　僕は扉に張り付く。廊ろう下かには見張りが立っている筈だ。

「よし、じゃあ行きますよ」

「もう少し安芸クンと遊びたかったなあ……」

　名残なごり惜おしそうに唇くちびるに指を当てている姉さん。事態の緊きん急きゆう性を理解しているのだろうか。

　まずは廊下の見張りを倒たおし、香音、斎条と合流する。作業の手順を頭の中で組み立てながら、僕は呪文を紡ぎ始めた。





43　「え、も、もしかして、伊代、さん？」






『だーいせーかーい!!　見事正解された播機遙さんにはヴァーチャルエージェントＡＩジェシカこと飯綱伊代から熱いベーゼが送られまーす♪』

　耳元で「ちゅっ」という音がする。

『音声合成だけどね～。サラウンドだからリアルでしょ？』

　そう言って笑い声。私はまだ状況が理解出来ていない。

「あの、伊代さん？　これ、どうなってるの？」

『なーんか研究員の人たち突とつ然ぜん銃じゆうもっていなくなっちゃってさー。暇ひまだったから船内のネットワークにハックして状況確認してみたわけ。そしたらみんな捕まっちゃっててびっくりしたよ～♪』

　また笑い声。なんというか、休み時間の教室で友達とお馬ば鹿かな話をしてるような気分になる。

『それでね、「ここはアタシの出番だな！」と思って、はるるんに連れん絡らくしてみたわけよ。理事長は携帯持ってないし、安芸のはナツメが壊こわしちゃったからさ』

「船の上では携帯は使えないって聞いたんだけど……」

『ああ、これは船内の無線設備をハックして、携帯電話のプロトコルを無む理り矢や理りエミュレートした電波を……まー、難しい事はいいでしょ』

　確かに、言われても分からない。今分かるのは、私に強力な味方が出来たという事だ。

「伊代さん、私、これからどうすればいいかな」

『安芸と理事長はもう部屋から脱だつ出しゆつしたよ。今は香音ちゃんと斎条さんと合流しに行ってる』

「ホント!?」

『だから、安芸達に合流すればいいよ。奴やつらに見つからないルートをアタシが教えてあげる』

「ありがとう！」

『いいっていいって。アタシとはるるんの仲じゃない！』

　実際にはまだ二回しか話した事ないんだけど、今はその言葉がすごく嬉うれしかった。

『ささ、もうすぐ奴らがエンジンルームに来るよ』

「エンジンルームって？」

『はるるんが今いる所だよ！　奥に扉とびらがあって、その先に階段があるから、そこを上って。大急ぎ！』

「分かった！」

　私は携帯を耳にあてたまま立ち上がり、部屋の奥に向かって走り出した。

　秋津先生、すぐ行きます！





44　部屋に入ると、香音と斎条は既に縄を解いて立ち上がっていた。






「……自分でなんとか出来るなら僕に仕事させるなよ、サイジョー」

「格かく闘とうは嫌きらいでね。そろそろ来る頃ころだと思っていたよ。《蒼マーレ》坊や・カヌ」

　そう言って微笑ほほえむ斎条の首筋には、歯形の痕あとがついていた。僕がそれを見ると、斎条は手でシャツを寄せて痕を隠かくした。

「笠木が勢い余ってね。僕が笠木の首に嚙かみつくよりはいいだろう？」

　香音、よくやった、とはさすがに口にはしなかった。

　斎条は自身の身だしなみを確かく認にんしてから、ふっと息を吐はいた。

「準備完かん了りよう。さて、これからどうする？」

　言われて考える。

　もちろん播機さんと可能な限り早く合流しなければならない。が、他ほかの作業も並行して進めないと、致ち命めい的てきな事態に陥おちいりかねない。播機さんがどれだけ逃にげ続けられるのか未知数ではあるけれど、ここは彼女の行動力に頼たよるしかない。

　考えをまとめながら言葉にしていく。

「……事態を収しゆう拾しゆうする為ためには、ナツメさんを捕つかまえるしかない。それと、もうすぐ《鴉ノツクス》の船が来る筈はずだ。ジェシカシステムの移送を阻そ止ししないと」

　斎条は頷うなずいた。

「よし、じゃあジェシカの事は安芸クンに任せた。僕はナツメを担当する」

「サイジョー、単独行動は危険だ」

「頼たのむ」

　斎条はいつになく真しん剣けんな口調だった。

「これは《翠コラル》の問題だ。我々の事は《翠われわれ》で解決したい」

　姉さんが髪かみをかき上げた。

「いいんじゃないか」

「……分かった」

「ありがとう。じゃあ、先に行くよ」

　スタスタと廊ろう下かに出ようとする斎条の背中に僕は言った。

「サイジョー、死ぬなよ。……あとで処理が面めん倒どうだから」

　足を止め、振ふり返る。いつものニコニコ顔。

「兄あに弟子でし冥みよう利りに尽つきるセリフをありがとう。君もね。秋津安芸」

　目を見張る。斎条が僕をフルネームで呼ぶことは滅めつ多たにない。大たい抵ていは「《蒼マーレ》坊や・カヌ」か「安芸クン」だ。

　ひらひらと手を振って部屋を出て行く。しかし、その後ろ姿には信念が見えた。

「安芸様」

　香音が心配そうな目で見る。姉さんはタバコに火をつけていた。

「僕たちも行きましょう。香音、準備出来てるな？」

　忠実なる《人形ドール》は、セーラー服の襟えりを揃そろえながら答えた。

「もちろんです。我が魔術師メイガスよ」







[image: 同日　　　午後５時20分　会話]





45　……安芸クンに大おお見み得えを切ったのはいいけれど、今、僕は両手を上げていた。






　ナツメの手には拳けん銃じゆう。もちろん銃口はこちらを向いている。安全装置が外れる音。

「なんで私がここにいるって分かったの？」

「君のことならなんでも分かるさ」

　Ｂデッキのナツメの部屋に侵しん入にゆうしたら、間の悪い事にそのすぐ後ナツメが入ってきたのだ。

　部屋の入り口で、ナツメは拳銃を構えていた。僕は両手をゆっくり下ろそうとする。

「動かないで！　撃うつわよ！」

　Ｙの形で腕うでを止める。ちょっと間ま抜ぬけな格好かも。

　ナツメは論理魔術師としては優ゆう秀しゆうだが、あくまでもそれは学者としての能力だ。実戦経験は無い。当主やその後こう継けい者しやが直接《鴉ノツクス》と戦うなんて《蒼マーレ》くらいなもので、普ふ通つうは直系の血筋が前線に出る事は無い。戦せん闘とう経験で見れば、彼女は僕には勝てない。

　だが、訓練されていないからこそ、彼女の行動が予測しきれない。緊きん張ちようのあまり、無意味に引き金を引いてしまう事も十分にあり得る。彼女が冷静さを保ち続ける事が、こちらの勝利条件の一つだとも言える。

「銃じゆう弾だんの速度って知ってる？　《特権タレント》を使っても、飛んでくる銃弾を止める事は出来ないでしょ。結局、魔ま術じゆつなんてこんな小さな機械よりも使えない物なのよ」

「《翠コラル》の次期当主としては、少し言葉が過ぎるな。そういうのは、思っていても言わないものだよ、ナツメ──」

「《紅オストラム》はどこにいるの」

　にべもない。恋こい人びと同士の会話をするつもりはないようだ。

「彼女なら安芸と合流したよ。もう船から逃げ出してるんじゃないかな」

「噓うそね」

「何故なぜ分かる？」

「あなたのことならなんでも分かるもの」

「それは、光栄だね」

　恋人ごっこは続行中でいいらしい。

「なあナツメ、なぜ僕に何も言わずに《円環キアカル》を裏切ったりしたんだい？」

「あなたも《円環キアカル》だもの」

　なるほど。

　ナツメは銃口を僕に向けたまま、ドアを閉め、鍵かぎをかけた。

「ねえ、何故、私が《円環キアカル》を裏切ろうと思ったか分かる？」

　ゆっくり、僕との距きよ離りを一定に保ちながらベッドに移動する。

「教えてくれるのかい？」

「もちろん。あなたを愛しているもの」

「拳銃をしまった上でもう一度その言葉を聞きたいな」

「手に入らないなら、壊こわすしかないとも思っているわよ？」

　ナツメはベッドに腰こし掛かけた。拳銃というのは結構重いし、人を狙ねらい続けるのは強いプレッシャーがかかる。立っているのに疲つかれたのだろう。

　少しの沈ちん黙もくの後、ナツメはつぶやくように喋しやべり始めた。

「……伊代は、親友だった。年は離はなれていたけど、私は彼女が大好きだった。二人とも理想に燃えていた。人類の天敵である《鴉ノツクス》を倒たおして、世界に平和をもたらすんだって……」

　彼女の視線が一いつ瞬しゆん落ちる。しかしすぐにこちらをまっすぐに見つめた。その瞳ひとみには深い憎にくしみが宿っていた。

「……でも、二年前のあの日、彼女は死んだ。作戦行動中の敵前逃とう亡ぼう。結果として彼女の所属していた作戦チームは全ぜん滅めつ。不ふ名めい誉よな戦死。いえ、死ぬよりも辛つらい目に遭あわされた。彼女の尊厳は踏ふみにじられた。記録も抹まつ消しようされ、その存在は無かった事にされた」

　ナツメのすぐ横にある円まるい窓から外が見えた。朝はあんなに良い天気だったのに、いつのまにか日は陰かげり、空は灰色の雲に覆おおわれていた。

「私はどうしても納なつ得とく出来なかった。彼女はそんな事をする子じゃない。だから調べたの。この二年間。そしてようやく知ったの」

「……なにを？」

「真実を、よ。彼女は不名誉な戦死なんかじゃなかった。すべては仕組まれていた。彼女は嵌はめられたのよ。《完結した円環》にね」

　僕は拍はく手しゆしたい気持ちでいっぱいだった。

「そこまで調べる事が出来たのか。さすがは《翠コラル》の才さい媛えん」

「茶化さないで！」

　肩かたを小さく震ふるわせながら、それでも銃じゆうを構え続けた。

「分かる!?　自分が信じていた物、唯ゆい一いつの正義だと思っていた物に裏切られた、大切な親友を奪うばわれた私の気持ちが！　分からないでしょうね！　あなたも《円環キアカル》なんだから！」

「ナツメ──」

「気安く呼ばないでって言ってるでしょ！」

　その声は絶ぜつ叫きように近かった。僕が黙だまると、彼女は口の端はしをゆがめて、笑った。

「だからね、もう誰だれも信じない。私は自分だけを信じる事にしたの。園生。勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、私は《鴉ノツクス》に《翠コラル》を売った訳じゃないのよ。ただ単に、最強の《血族クラン》を作りたいのよ。私の正義は、私自身が作るわ」

　彼女は笑いながら、目め尻じりから一筋涙なみだを流した。ナツメは気づいていないようだ。自分の言葉が自身を傷つけている事に。

「《翠コラル》に《鴉ノツクス》の力が加われば、私たちは最強になれる。世界のバランスだって、七対一が六対一対一になるだけよ。たいした事ではないでしょう？」

　クックックと小さく笑う。そして慈いつくしむような目を僕に向けた。

「園生、本当はあなたにも一緒に来て欲しかった。でも、あなたは絶対に私を説得すると思った。だから何も言わなかったのよ。あなたに止められたら、思いが揺ゆらいでしまうかもしれなかったから」

「僕が君の思想に賛同する可能性は考えなかったのかい？」

「それは無いわ。あなたのことならなんでも分かるもの、園生」

　ナツメは、ゆっくりとベッドから立ち上がった。会話の時間は終わりのようだ。

「手に入らないなら、壊すしかない」

　独り言のようにつぶやく。

「園生。愛してるわ。この気持ちは本当よ」

「ナツメ──」

「さよなら」





46　私は園生の心臓を狙い、そして、引き金を引いた。






　……引き金は、動かなかった。

「!?」

　何度も引く。動かない。安全装置は外してあるのに。どうしてっ!?

「やはり、こういう時に実戦経験の差が出るね」

　園生が両手を下ろしながら言った。

「確かに銃じゆう弾だんは速すぎて《特権タレント》では止められないよ。でもその発射機構自体を停止させる事なら出来るさ」

「そんな……！　そんな事をしたって、意志の力で押しつぶせる筈はずよ！」

《可能性ルウキス》を停止させるという《翠コラル》の《特権タレント》は、外因によって可能性が発揮されようとすると、それに押し切られて効力を失ってしまう。特に人の意志は強力な外因で──

「──まさか、そんな！」

「そうだよ、ナツメ。君は、僕を殺したくない。僕を撃うち殺したくなんかない。だから、君が引き金にかけている指には、強い意志の力が宿らないんだ」

「そんなっ……そんな事に賭かけたっていうの!?」

「君のことならなんでも分かるさ」

　園生は微笑ほほえんだ。昔からの笑え顔がお、私にだけ向ける笑顔だった。その笑顔はこう言った。

「投降するんだ、ナツメ。僕は君を傷つけたくない」

　いつの間にか、園生は私のすぐ前に来ていて、私から拳けん銃じゆうを取り上げようとしていた。私は一いつ瞬しゆんで意識を切り替かえ、園生の腹部を蹴けり飛ばす。

　不意を突つかれた園生は、転びはしなかった物の、少し後ずさった。私はベッドの反対側に飛んで距きよ離りを取る。

「今いま更さら戻もどれやしないわ！」

　白衣のポケットから球体を複数摑つかみ投げつける。園生は小さくつぶやく。

「《停止スタドせよ・イム》」

　園生の前方50センチの所で、三個の球体が停止する。園生は悲しそうな目をした。

「無む駄だだよ、ナツメ」

　私は微笑み返す。

「そうかしら？」





47　直感が体を動かす。僕は後ろに飛ぶように床に伏ふせた。






　直後に球体が爆ばく発はつ。時限爆弾だったのだ。僕が《特権タレント》で停止させる事を計算に入れた攻こう撃げき方法だ。なかなかやるな。威い力りよくはたいした事ないが、至近距離だったら危なかった。

　爆風にあおられて床に転がり、仰あお向むけに倒たおれた。

　煙けむりがもうもうとあがっている。床から起き上がろうとした時、煙の中から四本、針状の物が飛んできて、器用に両りよう腕うでの服を床に縫ぬい付けた。僕は仰向けのまま両手を広げて寝ね転ころぶ形になる。

　煙を突き抜ぬけてナツメが頭上に現れ、僕に覆おおい被かぶさるように飛び乗った。右手には小型のナイフが握にぎられていた。ナイフの進路の先には僕の心臓があるように見える。

「いつのまに、そんなに運動神経が良くなったんだい？」

「つまらない虫を追い払はらう為ための護身術よ」

　ナツメは右手を構え直す。

「もう迷わないわ。あなたを殺す事ですべての迷いを捨てる。私の勝ちね。園生」

「君に勝とうと思った事なんて一度も無いよ、ナツメ」

　僕は微笑んだ。ナツメも微笑んだ。僕にとっては、それは幸せな時間だった。

　ナイフが振ふり上げられた。

　僕は動けない。

　と、その時、ナツメがつぶやいた。





48　「……そういえば、あなた、アレクはどこにやったの？」






　園生は、私の言葉を聞いてニヤリと笑った。

「いつ気づかれるかヒヤヒヤしたけど、間に合ったようだ」

「なんのこ……と……？」

　突とつ然ぜん目が霞かすむ。視界が暗くなる。なに？　なにが起きているの？

「この部屋の排はい気きを弄いじって、酸素と二酸化炭素を交こう換かんしているんだ」

　そんな!?　しかし、体に力が入らない。息苦しさがそれを証明している。

「そんな……事……し……たら、あなた……だっ……て……」

「僕の周囲の空気を《特権タレント》で止めている」

　右手からナイフが落ちた。たまたま、園生の上ではなく床に落ちた。私は良かったと思った。園生を傷つけなくて、良かったと。

　呆ぼう然ぜんと見下ろす私に、園生は仰向けのまま言葉を続けた。

「君には済まないと思っている、ナツメ。君を利用する形になってしまった事をね。しかし今回の事件は誰だれにとっても必要なステップだったんだ。特に、《紅オストラム》に、ね。これでフェイズが一つ進むんだよ。結果としては、君の望む方向に世界が進むのさ」

　フェイズ？　私が望む方向？　なんの事？　園生が何を言っているのか分からなかった。

「僕は《翠コラル》や《蒼マーレ》の為に動いてるんじゃない。もちろん《円環キアカル》だって関係ない」

　意識が朦もう朧ろうとしてきた。園生の言葉ももう聞こえない。

「僕はね、ただ僕の意志によってのみ動いてるんだ」

「そ……の…………お………………」

　ゆっくり目を閉じた。最後に見た園生は、私に笑いかけていた。

　私にしか見せない、柔やわらかな笑顔だった。





49　意識を失ったナツメが、僕の上にトサッと倒れ込んだ。






　その柔らかな肌はだを、その華きや奢しやな体の重さを、全身で感じた。

　部屋の隅すみの換かん気き口がパカッと外れ、中からアレクが出てきた。

「やあアレク。よくやってくれたね。さあ、次はこの杭くいを抜いてくれよ。《蒼マーレ》坊や・カヌの所に急ごう」







[image: 同日　　　午後６時12分　逃走]





50　私は、伊代さんに言われるままに延々と船内を逃げ回っていた。






　正直、今自分がどこにいるのかもよく分かっていない。

　窓が無い所をずっと走っている事もあって、船を縦方向に移動しているのか、それとも横方向なのか、それすらも分からなくなっていた。

『正面に扉とびらが見える？　ハンドルのついてるゴッツイ奴やつ。それを開けて！』

「うん！　って、あれ？」

　伊代さんの言う通り、目の前には壁かべと同じ色に塗ぬられた鉄の扉があった。大きなハンドルがついている。が、そのハンドルに鉄製の鎖くさりがグルグルと巻き付いていて、ハンドルを固定していた。伊代さんに状じよう況きようを伝える。

「なんか、ハンドルに鎖が絡からまってて、このままじゃ回せないみたい」

『えー!?　まずい、まずいよ。それ、取れる？』

「ん、やってみる。ちょっと待っててね」

　私は携けい帯たいを床ゆかに置く。鎖に両手をかけて引っ張ってみる。むむむ、これはちょっと私の力ではほどけそうにない。

　どうしよう、どうしよう……。

「……あ、そっか」

　私は突然ひらめいた。そういえば私は論理魔ま術じゆつ師しだったのだ。今のところ魔術は一個しか使えないのだけど。でもこの状況ではその一個で十分だ。

　床に置いた携帯に「ちょっと待ってね、伊代さん」と言ってから、鎖が一番絡まっている所に広げた両の手のひらを押し当てる。そして、慎しん重ちように呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]鎖：設定属性[image: ]弛し緩かん：段階レヴエル[image: ]最大》」

　両の手から赤い光の泡あわが沸わき上がり、鎖を包み込んでいく。やがて鎖全体が淡あわく赤色に輝かがやきだす。私は思いっきり叫さけんだ。

「《挙動制御◇発ウル動トウガ》！」

　光の泡が鎖に吸い込まれ、まるで鉄が突然高熱を発したかのように、赤く輝き出す。

　が、それだけ。なにも起こらない。

　唱えた呪文がそのまま成功してくれれば、鎖の絡まりが勝手にほどけてくれる筈だけど、あいにく私の呪文は成功しないのだ。でも、多分これで大だい丈じよう夫ぶの筈はず。

　十分に光を吸った鎖を、私は両手でつかみ、思いっきり引っ張った。すると、鎖はまるでプリンのようにぐにゃぐにゃになり、引っ張る分だけずるずると伸のびた。

「よし、成功！」

　そう、何故なぜか私の魔術は対象の物体をプリン状にしてしまうのである。でも今回はこれでうまくいく筈！

　鉄の鎖は、ぐにゃぐにゃにはなってるけど重さは元のままなので、両手でも一本を持ち上げるのがせいぜいだ。私は鎖を一本持ち上げては、ハンドルから外して床に下ろすのを繰くり返し、ついに絡まっていた鎖をすべて外した。

　最後の一本を床に下ろすと同時に、ハンドルが音を立てて勝手に回り始めた。私は驚おどろいて、床に置いていた携帯を取った。

「ハンドルが勝手に回ってるけど、これ、伊代さんがやってるの？」

『うん、そう』

「すごいね！」

『ありがと。……あのね、はるるん』

　私は、その時興奮していて、伊代さんの声が硬かたくなっている事に気づかなかった。

「なあに？　伊代さん」

『……ごめんね、はるるん』





51　外部へのドアをロックするのに、僕と姉さんは原始的な方法を使った。自分たちを縛るのに使っていたロープを鉄の鎖に変換し、それをハンドルに巻き付けたのだ。






　アスファイファ号の外がい壁へきは、北凰学園のシャッターと同じように魔術防壁としての機能を有している。ここは《翠コラル》の要よう塞さいなのだから、そう簡単にその城壁に穴を開ける事は出来ない。なので外部ハッチさえ開閉出来なくさせれば、《鴉ノツクス》は船内に簡単には侵しん入にゆう出来なくなる。

　ただし、物理的な出入り口には「出入りする」という可能性が宿る為ため、下手へたに魔術でロックを強化しても、同じ魔術で突とつ破ぱされる可能性が高い。そこで鎖を巻く事にした。これにより「拘こう束そくする」という可能性が上書きされる。

　これにはもう一つ利点があって、ドアロックは電子的手段で開ける事が出来るけど、鎖で物理的に固定してしまえば、遠えん隔かく操作ではドアロックを外せなくなる。これで多少は時間稼かせぎが出来る筈だ。

　Ｅデッキ以下のフロアにある外部ハッチは全部で六箇か所しよ。今、最後のハッチを封ふう印いんした。

「これで一通り閉じたな。安芸、次はどうする？」

　姉さんの質問に僕は即そく答とうする。

「播機さんを捜さがしましょう」

「……先にそっちをすべきだったんじゃないか？」

　その通りではあるのだけども。

「彼女がどこをどう逃にげているのか分かりません。時間がかかる作業だったのでこっちを優先しました」

「ジェシカと通信回線を開いて聞いたらどうだ？　船内の生体反応くらいチェック出来る筈だろ？」

「それは駄だ目めです」

「なぜ？」

　僕はイライラしながら答える。

「伊代は、イドの味方ですから」





52　開いた鉄の扉の向こうに立っていた人物を見て、私の思考は止まった。






　耳元で、伊代さんの声が響ひびく。

『その鎖ね、安芸達が取り付けたの。外部ハッチを閉じられると、外から人が入れなくなるの。物理的なロックはアタシには外せないから、はるるんにやってもらう必要があったのよ。騙だましてごめんね、はるるん』

　何を言われているのか理解出来なかった。扉の向こうに立っていた人物は、全身を覆おおった長くて黒いローブを引きずって、ゆっくりと船内に入ってきた。

「ご苦労だったね、伊代」

　男はそう言って、フードをめくった。銀色の髪かみの毛が廊ろう下かのライトに照らされる。私と同じくらいの年とし頃ごろの男の子。でも、その目は突つき刺ささるように鋭するどい眼光を放っていた。色白の顔の半分が、火傷やけどの痕あとに覆われていた。

　私は震ふるえる声でつぶやく。

「……あなた……イド……？」

「名前を覚えていてくれたとは、嬉うれしいね。播機遙さん」

　扉の向こうから現れたのは、イドだった。「《鴉ノツクス》の中でも指折りの悪ワル」と秋津先生が言っていた男。《蒼マーレ》の裏切り者。そして、秋津先生の、弟。

　逃げなきゃ、と瞬しゆん時じに思った。私は、まだ《鴉ノツクス》とまともに戦うだけの技術ちからを持っていない。悔くやしいけど、イドに勝てる見込みが無い。

　でも、動けなかった。恐きよう怖ふとかではない。意味が分からなかったのだ。なぜ、伊代さんの言う通りに扉を開けたら、そこからイドが出てきたの？

「どうして……？」

『ごめんね、はるるん』

　もう一度、携けい帯たいから同じ言葉が聞こえた。そして、私の言葉に回答したのは目の前にいる火傷の男だった。

「播機遙さん、僕と伊代はね」

　イドは私に微笑ほほえみかけ、右みぎ腕うでを前方に構えた。

「愛し合っているんだよ」

　右手の指をパチンと弾はじく。と、突とつ然ぜん、私の体の上に黒い光の泡あわが沸わき上がった。全身にぞわぞわと気持ち悪さが走る。と、同時に体が動かなくなった。な、なにこれ！

　イドは携帯を構えたまま微び動どうだに出来ない私の側そばまで歩み寄り、携帯をあてていない方の耳元に囁ささやいた。

「愛し合っているんだ。ずっと、昔からね。彼女がＡＩと化し、僕が《鴉ノツクス》になっても、その愛が変わる事は無い」

　反対側の耳元に回る。イドは私が耳にあてたままの携帯電話に、慈いつくしむような声を吹ふき込んだ。

「よくやってくれた、伊代。もうすぐ、会いにいけるからね」





53　僕たちが播機さんを見つける方法を検討していると、天井からブザーが響いた。






　船内放送開始の合図だった。しかし、誰だれが？

『秋津安芸に告ぐ。《紅オストラム》は我が拘こう束そく下に入った。これ以上の無益な戦せん闘とうは不要である』

　声を聞いただけで首筋が泡あわ立だつのを感じた。イドだ！　イドが船内にいる！

『研究区画で待っているよ』

　ブツッと放送が切れる。

　僕はそのまま駆かけ出そうとした。が、一歩足を出した所で後ろから肩かたをがっしりつかまれた。振ふり返ると、真しん剣けんな顔をした姉さんと目があった。

「離はなして下さい！」

「落ち着け、安芸。冷静さを失っては勝てる戦いも勝てない。おまえはイドが相手だと自分を見失いすぎる。播機が大事でも、いや、大事ならばこそ、ここは落ち着くべき時だ」

　……徐じよ々じよに理性が戻もどってくる。姉さんの言う通りだ。落ち着け。

　目を閉じて静かに深呼吸をする。

「大だい丈じよう夫ぶです。失礼しました」

　姉さんは黙だまって頷うなずき、肩から手を離した。僕を見つめる彼女の瞳ひとみに、憂うれいが含ふくまれているように見えた。

　考える。どうすればいいか。癖くせで、髪の毛を右手でいじっていた。

「……播機さんの安全を守る為ためには、イドの誘さそいに乗らざるを得ない」

　僕が断言すると、姉さんが抗こう議ぎしかけた。

「安芸──」

「大丈夫です。ただし、相手の要求をそのまま聞く必要などありません」

　僕は髪の毛から指を離して、姉さんを見る。方針は決まった。

「一つ、考えがあります」





54　私はトボトボとイドの後ろを歩いていた。手は後ろに回されている。






　両の手首に、まるで手て錠じようのように黒い光の泡がまとわりついていて、実際手錠のように私の手首を縛しばっていた。逆に言えば、それ以外の体の部分はもう普ふ通つうに動けるようになっていた。

　イドは身長よりも少し長いローブを引きずり、廊下を進んでいた。エレクトラは一緒には来ていないようで、前を歩くイド以外に近くに敵はいない。逃にげようと思えば、逃げられるシチュエーションではあった。しかし、私は黙って歩いた。

　伊代さんに裏切られた事が、私の中で大きなショックになっていた。

　私の携帯は、再びウィンドブレーカーのポケットの中にあった。しかし私にとっては、もうこの船の上では必要の無い物になっていた。繫つながっている先が伊代さんだけなのだから。

　ローブをまとった体が歩みを止める。研究室の入り口だった。

「さあ、着いたよ。安芸は先に到とう着ちやくしているかな？」

　イドは楽しそうに私に言いながら、扉とびらに手をかけた。







[image: 同日　　　午後７時40分　決別]





55　僕たちが研究室にたどり着くと、ジェシカシステムの周りに人影が二つあった。






「秋津先生！」

　播機さんが僕を見つけ、泣きそうな目で叫さけぶ。後ろ手に縛られているようだった。いつもごめんね。すぐ助けるからね。

「播機さん！」

「それ以上近づかないで下さい。可愛かわいい生徒が傷つくのが見たくなければね」

　播機さんの横には黒衣をまとった男が立っていた。イドだ。

　イドは楽しそうに僕に喋しやべりかける。

「待っていたよ。兄さん」

　ギリッ、と、奥歯を嚙かむ。落ち着け。冷静さを失ったら勝負には勝てない。今は播機さんの安全が最優先だ。

　僕が睨にらんだまま黙っていると、代わりに姉さんがイドに言葉を返した。

「ジェシカシステムが欲しけりゃ、勝手に持って行けた筈はずだ。私たちをここに呼んだ理由があるんだろう？」

「その通りですよ。絵里子さん」

　イドは黒光りするジェシカシステムを手でなでながら歩く。

「ジェシカシステムは我々が頂く。ただ、その前に、皆みなさんにブラックボックスの中身を披ひ露ろうしようと思ってね」

「……なんだと？」

「ブラックボックスなんて無ぶ粋すいな呼び方はやめましょう。ジェシカシステムの中ちゆう枢すう。『墓所』を開けると言っているのです。そして、《紅オストラム》に、《円環キアカル》の正体を教えてあげるのですよ」

　播機さんがイドを見る。恐おそらくこうなるだろうとは思っていた。姉さんは食い下がる。

「『墓所』は《蒼マーレ》の権限においてのみ開く。イド、おまえはもう《蒼マーレ》じゃない。無理にこじ開ければシステムが自じ壊かい処理に入るぞ」

　姉さんの言葉に、イドは大きく頷うなずいた。

「おっしゃる通りですよ。絵里子さん。僕は《蒼マーレ》のリストから外されている。『墓所』は《蒼マーレ》の権限においてのみ開く。ジェシカシステムはそういう設計になっている。おっしゃる通りですとも……」

　イドは火傷やけどの痕あとが大きく残る顔をゆがめ、そして言った。

「……しかし、そのシステムを設計したのは、誰だと思っているんです？」

「！……」

「伊代！」

　イドが叫ぶと、すぐ近くのカメラから伊代が投とう影えいされた。姉さんが叫ぶ。

「やめろ！」

　イドは無視して伊代に話しかける。

「伊代、『墓所』の蓋ふたを開けてくれ」

　伊代は戸と惑まどったように目を伏ふせる。そして、抵てい抗こうするように言った。

『……ジェシカシステムのブラックボックスは、特定の権限を持つユーザーにしか、アクセスが許可されません』

「コードＡ10による特例事じ項こう２１４を申しん請せい。パスコードは『僕たちが幸福になれる手段は必ず存在する』」

　パスコードを聞いた途と端たん、伊代の顔が跳はね上がる。顔からは表情が消え、早口に応答が行われる。

『コードＡ10経由によるパスコードを受理。特例事項２１４の適用により申請ユーザーを秋津塊かい斗とと認め、ジェシカシステムへの完全特権を付ふ与よします』




　　秋津塊斗。




　二年前に奴やつを「イド」として《島》に送った時もう二度と聞く事は無いと思っていた名前が、《蒼マーレ》の家に生まれながら重なったイニシャルで名付けられなかった男の名前が、僕のたった一人の弟の名前が、伊代の声で室内に響ひびいた。僕は胸の奥底から沸わき上がる衝しよう動どうを必死に抑おさえていた。

　イドは満足そうに頷いた。

「では、再度言おう。伊代、秋津塊斗の特権により、『墓所』を開けてくれ」

『命令は受理されました』

　その直後、ジェシカシステムから駆く動どう音が響き始めた。





56　ジェシカシステムから聞こえる音に私が顔を上げると、イドと目が合った。






「さあ、《紅オストラム》よ。見るといい。これが、彼らがやってきた事だ」

　ゴーという音がしているジェシカシステムの、天てん井じようの所に亀き裂れつが入ったように見えた。

　そして、そこからパタパタと、皮がむけるように外がい壁へきが折りたたまれていく。全く継つぎ目が無いように見えていた光こう沢たくのある黒い塊かたまりは、その内部がむき出しになった。

　折りたたまれた外壁は足元から中に収納され、私はジェシカシステムの隠かくされていた部分をすぐ側で覗のぞく事が出来た。

　私は、その「中身」に、目を奪うばわれた。「ブラックボックス」と聞いた時、この中にはよく分からない機械が山ほど詰つめ込まれているんだろうと思っていた。想像は完全に裏切られた。

　それは大きな水すい槽そうのように見えた。黒い外壁の中には透とう明めいの、円えん筒とう形の大きなケースが一つ、たった一つ、置かれていた。




　その中に、裸はだかの女の子が浮うかんでいた。




　ケースの中に深い青の液体が半分まで満たされていて、仰あお向むけで目を閉じている女の子の体の下半分が、その青い液体に沈しずんでいた。

　最初、女の子はその青い液体に浮かんでいるのかと思った。けど、時折ケースの底から吐はき出される泡あわの群れが、ケースの天井近くまで昇のぼって、また降りてくるので、下半分に青い液体が、上半分に透明な液体が詰まっていて、女の子はその丁度真ん中で浮いているのだと分かった。

　女の子は、綺き麗れいな長い黒くろ髪かみを水中にたゆたわせていた。とても整った顔立ちをしている。まっすぐな眉まゆ。引き締しまった唇くちびる。穏おだやかな表情でまぶたを閉じており、眠ねむっているようにも見えた。

　おでこの少し上の所に、物もの凄すごく大きなカチューシャみたいな機械が、被かぶせられていた。その機械からは何本もの様々な太さのチューブが伸のびていて、漆しつ黒こくの髪と絡からみ合いながら、頭の上の方にある穴の中に伸びていた。




　私は、その女の子を知っていた。




『そう、これが本当のアタシ』

　私は、ゆっくりと顔を上げ、振ふり向いた。そこには、半はん透とう明めいの女の子が立っていた。まっすぐな眉。引き締まった唇。志の強そうな瞳ひとみ。漆黒の髪は肩かたまで流れ、頭に、前からそれがなんなのかジェシカに聞こうと思っていたのと同じ、大きなカチューシャみたいな機械が被さっていた。

　伊代さんは、悲しそうな目で水槽の中に浮かぶ女の子を見ていた。そして、つぶやいた。

『これが、飯綱伊代の本体よ』





57　僕たちが見ている前で、イドは播機さんの肩に手を置いて「二年前」と言った。






「二年前、昏こん睡すい状態から復帰する可能性がほぼゼロと診しん断だんされた伊代は、表向きには死亡した事にされた。しかし、《円環キアカル》は極ごく秘ひ裏りに《蒼マーレ》と、このジェシカシステムを開発した。《鴉ノツクス》との戦いには伊代の力が必要だったからだ」

　播機さんは動かない。ただじっとホログラフィーの伊代を見つめていた。イドは続ける。

「当初、ジェシカシステムは伊代を覚かく醒せいさせる為ためのプロジェクトとして発ほつ足そくした。僕は、率そつ先せんして開発に協力した。僕が愛した伊代を、この世界に呼び戻もどしたかったからだ」

　イドの視線がケースの中に向けられる。

「残念ながらプロジェクトは半分しか成功しなかった。伊代の潜せん在ざい意識をジェシカという《人形ドール》の思考補助の為に引き出す事は出来たが、伊代本人を起こす事は出来なかった」

　視線を戻し、播機さんの肩を軽く叩たたく。

「だから君の妹には感謝しているんだよ。伊代を起こしてくれて本当に有り難がたいと思っている」

　播機仄香の話が出たとたん、播機さんの瞳の輝かがやきに鋭するどさが戻った。キッとイドを睨にらむ。イドは肩をすくめ、そして今度は僕たちの方を向いた。

「伊代を取り戻す事は出来なかったけど、ジェシカを生み出した事で満足しなければならない。僕はそう自分に言い聞かせた。ジェシカは伊代ではない。でも、また彼女と共に《鴉ノツクス》と戦える事を幸せに思わなければ、と。そう思い込む事にした。……あの日までは」

　イドの笑えみが深くなったように見えた。もちろん、それは喜びの笑みではなかった。

「あの日。僕は知ってしまった。伊代の『死』の真相を。伊代を殺したのは《鴉ノツクス》じゃなかった。伊代を殺したのは、《円環キアカル》だったんだ」

「何をふざけた事を──」

「あなたと議論するつもりはありませんよ、絵里子さん」

　姉さんの言葉をイドはすぐに遮さえぎった。

「なぜなら、あなたも同罪だからだ。そして兄さん。あんたもね」

　背筋に冷たい物が走った。それは、ずっと目を背そむけ続けてきた事だった。

　僕は絞しぼるように口から声を発した。

「……仕方がなかったんだ」

「ええそうでしょうとも！」

　イドは楽しそうに叫さけんだ。播機さんから手を離はなし、両手を広げる。

「『仕方がなかった』！　なんと便利な言葉だろう！　《円環キアカル》の命令は絶対ですからね！　あなた方はそれに従っただけ！　そして僕から伊代を奪うばったんだ！　『仕方がなかった』から！」

　イドの顔は引きつり、口から出る言葉は絶ぜつ叫きように近かった。

「一人の論理魔ま術じゆつ師しとしては、伊代の能力はあまりにも強大すぎた。それを脅きよう威いに感じた《円環キアカル》は、伊代に不十分な情報しか与あたえず戦場に送り出した。そして、あんたたちは、伊代からの救きゆう援えん要よう請せいを《円環キアカル》の命令で無視し続けた。あんたたちが、あんたたちが伊代を殺したんだっ！」

「違ちがう！　僕は──っ！」

「安芸っ！」

　思わず僕が叫ぶと、姉さんが大声で僕の名を呼んだ。

「言葉に惑まどわされるな。あいつはお前の弟なんかじゃない。ましてや《蒼マーレ》でもない。あいつは《鴉ノツクス》。お前が倒たおすべき、人類の天敵だ」

「……分かっています」

　息を整える。そしてフード姿の《鴉ノツクス》を睨む。そうだ。あいつはイドなんだ。僕は可能な限り冷静に喋しやべった。

「これからどうするつもりだ。イド」

「おや、塊斗とは呼んでくれないんですね、兄さん。残念です。どうするかなんて分かっているでしょう？」

　イドはおどけた。そして僕を睨み返す。

「伊代を、返してもらう。ジェシカシステムごとね。伊代も、システムも、元々は僕の物だ」

「伊代はお前の物なんかじゃない」

「ほう？　兄さんも所有権を主張しますか？」

　！　思考より先に肉体が反応しそうになるのを必死に抑おさえる。

「最初から誰だれの物でも無いと言っているんだ！」

「しかし今は《蒼マーレ》の所有物だ。矛む盾じゆんしてますね」

「屁へ理り屈くつを！」

「生産性の無い議論はやめましょう。僕の目的は間も無く果たされる」

　イドは、播機さんを抱だき寄せるように肩に手をかけ、伊代に話しかけた。

「さあ伊代、『墓所』を閉じて、搬はん出しゆつに入ってくれ。《鴉ノツクス》は君を歓かん迎げいするよ」

　すると、さっきから無表情だった伊代は、黙だまってうつむいた。

「伊代、聞こえなかったか？　搬出の準備を──」

『イド……』

　うつむいたままの伊代がつぶやく。

「なんだい？　伊代」

　半はん透とう明めいのホログラフィーは、顔を上げてイドに向き、そして言った。

『イド、ごめんね？』





58　アタシはイドの至近距離まで飛んで、はるるんの肩に置いている彼の手に指を当て、一気に帯電、そして放電した。安芸が、ジェシカに教えた技わざだ。






「グァッ！」

　静電気でビリッとするくらいの効果しか無いけど、突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに驚おどろいたイドはその手を彼女の肩から離した。アタシは思いっきり叫ぶ。

『お願い、走って！　はるるん！』





59　私は、その言葉でようやく色々な事を理解した。






　いや、正確には、ほとんどなにも理解していない。これまで聞いた話も、どれがホントで、どれがウソなのか、それとも全部ホントなのか、全部ウソなのか、さっぱり分からなかった。

　伊代さんの事、二年前の事、《蒼マーレ》の事、《円環キアカル》の事、イドの事。立て続けに私の知らない色々な事がイドの口から紡つむがれた。

　その話に、理事長先生も秋津先生も少なからず動どう揺ようしていた。という事は、伊代さんの「死」に、先生方が関かかわっているのは本当だという事だろうか。そんな、まさか。

　何を信じれば、誰を信じればいいのか、よく分からなくなっていた。足にうまく力が入らなくて、意識もふらふらとし始めていた。

　でも、その時聞こえた彼女の言葉は、本心から、私が助かる事を祈いのっていた。その時の私には、それが分かったのだ。

　伊代さんは、私を裏切ってなどいなかったのだ。今の私には、それだけで十分だった。それだけで、一いつ瞬しゆんで意識をはっきりさせて、足に力を込める事が出来た。

　誰かを信じられるかどうかが、こんなにも大きな力を生み出し得うるなんて、知らなかった。

　私は、伊代さんの言葉を聞いて、すぐに姿勢を低くして体を前に押し出した。隣となりでイドが何か言うのが聞こえた。もちろんそんな物は耳に入らなかった。入れなかった。足を一歩前に出す。

　その瞬間、部屋が真っ暗になった。

　視界が漆しつ黒こくに覆おおわれ、本能的な恐きよう怖ふで体が止まる。と、また声が響ひびいた。

『止まっちゃ駄だ目め！　そのまま真っ直すぐ走って、はるるん！』

　私は、ただ伊代さんの言葉を信じた。周りがなんにも見えない暗くら闇やみの中を、ただ真っ直ぐ、全力で走った。

　ボスッ

　なにかにぶつかった。人だった。その人は、私を抱き止めるように両りよう腕うでを広げていた。私はそこで足を止め、見上げる。完全な暗闇なので、当然なにも見えない。それでも私は、そこにいる人が誰だか分かった。つまり、信じるとはこういう事なのだ。

　視線の先から、声が聞こえた。

「怪け我がしてないかい？　播機さん」

「秋津先生！」





60　……研究室でイドと会う前に、なんとかして伊代と交信する必要があった。






　あの時唯ゆい一いつ思いついた手段がこれだった。僕は船内の端たん末まつを探し、ジェシカとの通信回路を開いて、自分の考えを伊代に伝えた。その後でＥデッキに向かったのだ。

　伊代はイドの味方だが、播機さんを《鴉ノツクス》に引き渡わたす協力まではしない筈はずだというのが僕の読みだった。その交こう渉しようを伊代にもちかけたのだ。結果として、それ以上の成果を得る事が出来た。

　僕が播機さんを抱だき止めたすぐ後、研究室に明かりが戻もどった。イドは呆ぼう然ぜんとしている。その横に、半透明のホログラフィーが立った。

『アタシね、イド。今でもあんたの事、好きよ』

「伊代……」

『でもね、あんたは勘かん違ちがいしてる。アタシはね、《蒼マーレ》なの。《完結したフオル・円環キアカル》が統すべる《血族クラン》の一員なのよ』

　イドは目を開いたまま答えない。その言葉に衝撃を受けているようだ。

『肉体を失っても、ジェシカのサブシステムに過ぎないとしても、アタシは《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師しなの。《鴉ノツクス》の、敵なのよ』

　イドは声を少し震ふるわせながら伊代に手を伸のばした。

「僕を、船の中に、入れてくれたじゃないか。《紅オストラム》を利用して」

『あんたは頭がいいから、形勢不利になったらすぐ逃にげるでしょ。誘さそい込むには、こうするしかなかったのよ』

　伸ばした手が止まり、ゆっくりと下ろされる。イドの目が、驚きよう愕がくから静かな怒いかりに変わる。

「はじめから、そのつもりだったのか、伊代」

『……《島》に戻りなさい。イド。あんたは、《鴉ノツクス》である必要は無いのよ』

　そう。結果として、それ以上の成果を得る事が出来た。僕は最初から勘違いをしていた。伊代は最初からイドの味方では無かったのだ。

　イドはよろけるように後ずさった。その背中がジェシカシステムにぶつかる。振ふり向いた先には、伊代の肉体が浮かんでいた。

　しばらく液体の中に眠るその顔を見つめた後、イドはうつむいた。その肩かたが震えているのがここからでも分かる。そして、うつむいたまま、楽しそうに、つぶやいた。

「……こりゃあいい。《蒼マーレ》の一族は、誰だれもかれも、本当に、最後まで、僕を馬ば鹿かにしてくれる……。フ、フ、フ、フハハハハハ！」

　イドは顔を上げ、高笑いをあげた。その目に鈍にぶい光が宿る。その鋭するどい瞳ひとみが伊代の映像を貫つらぬく。

「伊代。それでいい。君はそれでいいんだ。それでこそ、僕が愛した女性だ。君は君が信じる道を行きたまえ。僕もそうするとしよう。君が僕をどう思っていようと、僕は君を手に入れる。君を愛しているからね。君だけは、特例にしよう。だが、他ほかの奴やつらは別だ」

　イドは両手を掲かかげ、そして叫さけんだ。

「この場で《蒼マーレ》の血を根絶やしにしてくれる！」




　ズズズズズ




　足元で、くぐもった音がした。これは、爆ばく発はつ音か？　イドがフードをかぶる。

「時限式の爆ばく弾だんですよ！　まもなくこの馬鹿げた秘密基地は海に沈しずみます」

「なんだと!?」

　姉さんが顔色を変える。イドは既すでに冷静さを取り戻しており、ゆるく笑いながら肩をすくめた。

「ジェシカシステムについては安心して下さい。僕が乗ってきた船に載のせ替かえますから」

「ふざけるな！」

　姉さんの叫びを無視して、イドはわざとらしく室内を見み渡わたす。
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「本当は鳴神ナツメやその配下たちも来る筈だったんですが、どうやら間に合わなかったようですね。残念です」

「みすみす我々がジェシカシステムを渡すとでも思っているのか？」

「思っていませんよ。皆みなさんにはここで死んでもらいます」

　ローブから右手を伸ばし、ジェシカシステムの側にあるドアに向けた。そして指を弾はじく。

「《速攻インス術式タント◆爆発ボム》！」

　たちまち鉄のドアに黒い光の泡あわが沸わき上がり、その直後にドアが吹ふき飛んだ。そしてそこに空いた穴にイドが飛び込んで行く。

「待て！」

　僕はそのまま後を追った。

「香音、来い！　イドを追う！　前に立て！」

「了りよう解かいしました」

　瞬しゆん時じに香音が走り寄り、僕の前に立って廊ろう下かに飛び込んだ。僕もその後ろを追う。

「待て、安芸！　奴のペースにはまるんじゃない……！」

　後ろで姉さんが何かを叫んでいたが、僕には聞こえていなかった。





61　秋津先生は私から手を離して走り出し、廊下の奥に姿を消した。






　先生が走り去った方を呆然と見ていると、背中の方から足音が聞こえた。

「周藤理事長！　ご無事ですか！」

　振り返ると、理事長先生の後ろに斎条先生が立っていた。走って来たらしく息が荒あらい。

　理事長先生が手短に状じよう況きようを説明すると、斎条先生は息を整えつつ頷うなずいた。

「とにかく、船から脱だつ出しゆつしましょう。こちらのドアから上のデッキに出れば、救命ボートがあります。ナツメさんと直人さんも、もう上のデッキに連れていってあります」

　斎条先生は秋津先生が出て行ったのとは反対側の壁かべにあるドアを指差す。理事長先生は爪つめを嚙かむ。そして逡しゆん巡じゆんした声で言う。

「しかし、安芸が……」

「今はあなたが生き残る事を考えてください。《蒼マーレ》の当主代理」

「しかし！」

「安芸クンなら大だい丈じよう夫ぶです。僕の弟おとうと弟で子しは、みすみすやられはしません」

　斎条先生の言葉はおどけていたけど、有う無むを言わせぬ力強さがあった。理事長先生は目を閉じて、頷いた。

「……分かった。播機、行くぞ。……播機？」

　私はその時、既にドアが吹き飛んだ廊下に足をかけていた。イドと秋津先生が行った廊下に。

　振り向いて二人に叫ぶ。

「すみません、先に行ってて下さい！」

「待て播機！　お前が行ったところで──」

　決心が鈍りそうだったので両手で耳をふさぎ、理事長先生の言葉が聞こえないようにして走り出した。

　私では、先生の力になれない。そんな事は分かっている。分かっている、けど！

　秋津先生が感情に流されそうな時、あらゆる物が先生を裏切った時、それでも私は、私だけは、最後まで先生の味方なんだ。そう、笠木さんとだって約束した。私は、先生と共にいるんだと。

「ううん、違ちがう」

　自分に言い訳してる事に気づいたので私は声に出した。

「私は、私がそうしたいから、先生の側にいるんだ！」





62　狭せまい通路の中、イドを追いかけながら、僕は香音に叫んだ。






「香音！　《形態制せい御ぎよ：：近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モード◇具インスタ象ンシエ化ーシヨン》！」

　船は傾き始めていた。爆発で船底に穴が空き、水が流れ込んでいるのだろう。

　香音が返答する。

《具象化は既に完了しています。形態変更のみを受理し、近接戦闘形態に形態モード移行チエンジします》

　斜めになった廊下を器用に走りながら、香音の体が青白く光り、露ろ出しゆつしている肌はだに幾き何か学がく模様の青のタトゥが浮うかび上がる。

　遠目に見れば、それは主要な筋繊せん維いの筋が強調されて浮かび上がっているようにも見えるだろうし、実際その通りだった。近接戦闘用の人工筋肉が収縮している証あかしだ。続けて命令を出す。

「装備スロットⅡに予備装備Ｂ２をセット！」

　香音がスカートを翻ひるがえす。ふとももにベルトが巻かれ、小型武器や注射器などの予備装備が挿ささっていた。その中から瞬時に短刀を抜ぬき取り右手に構える。

「刀Ⅰ型を装備スロットⅡにセット！　前方に熱源反応！」

「第一種応戦用意！」

「了解！」

　廊下の先から小さな炎ほのおの球体が一直線に飛んで来た。香音は低姿勢のまま、速度を落とさずに火球に向けて突つっ込み、右手の短刀を一いつ閃せんさせる。




　ズサッ




　火球は真っ二つに割れてそれぞれ軌き道どうを変え、速度を保ったまま壁にぶつかり、爆ばく発はつする。しかし僕らは既すでにその先に進んでいた。

「次弾来ます！　指示行動を反復リピートします！」

「よろしく！」

　イドの攻こう撃げきは時間稼かせぎ程度の物だった。道を探さぐりながら進むあちら側と、その後を追うこちら側では、速度的に後者に分がある。距きよ離りを縮ませない為ために、時折こうして攻撃を放ってくる。

　イドは単に逃にげている訳では無く、走りながら戦闘に適した場所を探している。

　今走っている通路のように、僕とイドの間に常に香音が立つ状じよう況きようでは、イドはまともに戦えない。《鴉ノツクス》は僕たちには使えない人体の基き礎そ能力を向上させる術を持っているが、それでも対魔ま術じゆつ師し戦せん闘とうのエキスパートである香音を直接相手にするのは分が悪いのだ。

　論理魔術師同士の戦いでは、相手が操作する《人形ドール》の攻撃を避よけつつ、その主人を倒たおす事がセオリーとなる。イドはそれが可能な戦場を探している。

　それにイドは香音なんかに興味は無い。ただ、僕を倒したいだけの筈はずだ。

　前方でガンガンガンという音が聞こえる。速度を落とさずに僕は叫ぶ。

「香音！　イドは階段を上ってるぞ！」

「Ｙｅｓウルトウ、魔術師殿どの。対象の捕ほ捉そくは継けい続ぞく出来ています。第七階段を上っています」

　第七階段に到とう着ちやく。頭上で足音が響ひびいているが、イドの姿は見えない。

「進路予測は可能か？」

　香音が流れるように上っていくのを追いかける。

「対象の行動目的によって結果が変わります」

「あいつは戦場を探している」

　階段を上りながら香音が振ふり返る。

「そのデータを元に進路予測を修正すると、78％の確率でＤデッキまで上り、第13番扉とびらから外に出ると思われます」

　第13番扉なら今朝使った。数時間前、みんなで青空の下、朝食を摂とったのだ。

「甲かん板ぱんに出るつもりか！」





63　周藤理事長を連れて、僕は階段を上り続けた。安芸クンはうまくやっているだろうか。






　Ｄデッキで扉を開けてサイドデッキに出る。いつの間にか天候は荒あれていて、横よこ殴なぐりの雨がウッドデッキを濡ぬらしていた。目の前に救命ボートが並んでいる。

　サイドデッキにはナツメと鳴神船長が座り込んでいた。ナツメは拘こう束そくされている為に、船長は意識がまだ戻もどらない為に、その場から動かない。

　ロープでクレーンから吊つり下げられている救命ボートは、ボートの中のボタンを操作する事で、クレーンが稼か働どうしてボートをはるか下の海面に着水させる形になっている。

　船は船せん尾びの方から浸しん水すいが始まっているようで、床ゆかが30度くらい傾かたむいていた。しかしそれでも、沈ちん没ぼつまではまだ充分に時間があるようだった。

「周藤理事長、先に乗って下さい」

　理事長は怪け訝げんな顔をしたが、すぐにボートに足をかけた。僕は理事長の体を支えてボートに乗せる。ボートの中の椅い子すに座らせてから言った。

「ちょっと待ってて下さいね」

「ナツメを逃がすとか、馬ば鹿かな真ま似ねはするなよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　笑って答え、ボートからデッキに下り、壁かべにもたれているナツメに歩み寄る。

　ナツメはギロリと僕を睨にらんだ。

「なによ」

「言い忘れた事と、し忘れた事がある」

　ナツメは顔を横に向け、僕から視線をそらせた。

「聞きたくないし、されたくないわ」

「君はこの後《完結したフオル・円環キアカル》の管理下に入り、恐おそらくは《島》に行く事になるだろう。この船を出た後は、もう君と自由に話が出来なくなる。だから──」

　彼女は僕の言葉を遮さえぎり、こちらを向いて怒ど鳴なった。

「聞きたくないって言ってるでしょ！」

「愛してる」

「！──」

「この気持ちに噓うそは無い。僕たちは、もう少しお互たがいを信じるべきだった」

「ふん、なにを意味の分からない事を言ってるの」

　そう言って、ナツメはうつむいた。僕はしゃがんで手を伸のばし、彼女の顎あごを持ち上げた。

「……なによ」

「し忘れた事があるって言ったろ。日本に戻ったら、もう会えなくなる」

「だから？」

「君の唇くちびるの柔やわらかさを覚えておきたい。絶対に、忘れないから」

「……舌、嚙かみ切るわよ」

「君に殺されるなら、本ほん望もうだ。ナツメ」

　しばらく僕を睨んでいたナツメは、目を閉じて息を吐はくと、こちらを向いて、小さく笑った。

「園生、あんた昔から噓ばっかりね」

　それは、昔から見慣れた、彼女の笑え顔がおだった。





64　甲板へ繫つながる扉を開けると、外は強い雨が降っていた。






　扉ごしに前方を見み渡わたす。イドの姿は無い。

　船はかなり傾いていたが、歩けないほど急きゆう勾こう配ばいになっている訳ではなかった。海はいつのまにか荒れていて、時折大きな波が甲板に被かぶった。

　甲板はそれほど大きな空間ではなく、また遮しや蔽へい物があるわけでもない。天気が良ければ並べられるテーブルやチェアが、隅すみに重ねてあった。その先には、上のデッキに移動するための階段がある。

　上のデッキにも、甲板を見下ろせる小さなテラスがある。そのどこかに隠かくれているのかもしれない。

「香音、《形態制御：：魔術マギバ戦闘トルモ形態ード》」

《近接戦せん闘とう形態を解除します。よろしいですか？》

「《Ｙｅｓウルトウ》」

　香音の肌はだから植物の根のようなタトゥが消え、代わりに微び細さいな記号の集合からなる、群ぐん青じよう色いろの魔ま術じゆつ文様が両手の甲こうから肘ひじにかけて浮うかび上がる。

《状態を魔術戦闘形態に形態移行しました》

　扉に張り付く。反対側に立った香音が言う。

「先に出ます」

「よろしく」

　香音が甲板に飛び出す。僕も後を追う。

　強い雨が体を打つ。薄うす暗ぐらいが、ライトが二つ甲板を照らしており、視界に問題は無い。

「こっちですよ！」

　雨音を超こえて、頭上から声が届く。振ふり返って見上げると、一つ上のデッキのテラスに、イドが立っていた。こちらを見下ろしている。

「兄さん、あなたは僕には勝てない。その理由が分かりますか？」

　相手との直線距きよ離りは約７メートル。イドは勝手に喋しやべり続ける。

「僕は兄さんを殺すつもりで戦う。でも兄さんは僕を殺せないでしょう？　そこに決定的な違ちがいがあるんです」

　香音が僕の前に立ち、構える。イドは肩かたをすくめた。

「話をしてくれないんですか？　残念です。これで最後になるかもしれないのに。それじゃあ、行きますよ」

　イドはローブから出ている右手を上げ、呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《速攻インス術式タント◆雨あま粒つぶは氷に》」

　イドの周囲で、雨粒が集まって結けつ晶しよう化し、大きなヒョウになる。

「行け！」

　そう言ってイドが指を弾はじくと、ヒョウが弾だん丸がんのような速度でこちらに飛んできた。しかしその攻こう撃げきは予想していた範はん囲いの物だった。僕はヒョウが飛び出す直前に香音の肩を摑つかんで呪文を紡ぐ。

「《炎の壁▼範囲[image: ]視界前方半円◇即時発動！》」

　腕を通して体内の《可能性ルウキス》が香音に流れ込み、魔術文様が浮かび上がる両手から小さな炎が放射される。目の前に炎の壁が浮かび上がった。出力を調整する余裕が無かったが、これで十分対応出来るだろう。

　飛んできたヒョウの群れは炎に包まれて一いつ瞬しゆんで蒸気に変わる。大量のヒョウが一気に炎の壁に突つっ込み、水蒸気で前が見えなくなった。

「……？　しまった！」

　と、思ったのも束つかの間、水蒸気の壁を越こえてイドが飛び込んできて、香音の至近距離に着地した。

「香音、避よけろ！」

「遅おそい！」

　イドはその場で回し蹴げりを香音の頭部に当てる。予期しない攻撃に不意を突かれ、香音は甲かん板ぱんの反対側に転がった。

「香音！」

「よそ見をしている暇ひまはありませんよ！　兄さん！」

　死のイメージが頭をかすめ、反射的に身を引いた。目の前をジャックナイフが通り過ぎる。イドがローブの中から繰くり出した物だった。

　次々とイドがナイフを繰り出してくる。僕は後ずさりながら避け続けた。呪文を紡ぐ為ための集中をする暇を与あたえない攻撃だった。

「これだけ距離が近いと、香音に火球を撃うたせる事も出来ないでしょう？　自分に当たるかもしれませんからね！」

　繰り出されたナイフが肩をかすめ、服に一筋の裂さけ目を作った。僕はもう一歩下がろうとして足を滑すべらせ、体勢が崩くずれ──

「これで終わりです！」

　──たフリをして床ゆかにしゃがみ、足あし払ばらいをかける。イドはギリギリで僕の意図に気づき、後方にステップを踏ふんでそれを避けた。その隙すきを突いて僕は叫さけぶ。

「香音！　《形態制御：：近接──》」

「させるか！」

　イドが指を弾くと、階段脇わきに積んであったテーブルの一つが弾き飛ばされるように空中に投げ出され、そのまま猛もうスピードで香音に激げき突とつした。

　テーブルと一いつ緒しよに転がるように香音が舳へ先さきに投げ出される。魔術戦闘形態の香音はどうしても反応速度が鈍にぶくなる。その為にイドの攻撃を避けきれないのだ。

「香音！」

　香音は両手を地面について上体を起こして答えた。

「問題ありません！」

「よそ見をする暇は無いと言った！」

　間かん一いつ髪ぱつでナイフの一いつ閃せんを避ける。首筋に鋭するどい痛み。かすったらしい。

　繰り出される攻撃を避けながら甲板の真ん中まで来る。香音の方に近づこうとすると、それを牽けん制せいする方向に攻撃が来る。距離を取ろうとしても同じ。

　イドは遊んでいた。《人形ドール》を使った戦せん闘とうを主とする僕と、自身をメインの武器とするイドでは、格かく闘とう戦闘能力が違い過ぎるのだ。このままやり合っていれば、いずれ僕がナイフの餌え食じきになるのは目に見えていた。

　ガツッ

　床に転がったテーブルに足が引っかかった。強ごう引いんに上体を反らして攻撃を避ける。イドは連続攻撃をやめ、ニヤリと笑った。

「さあどうしますか？　もう後が無い」

　その構えには隙が無い。動いたら負ける。

「兄さんはこう思っている。僕がもう一回隙を作れば、活路が開けるって。でも、さっきみたいなフェイクはもう通用しませんよ」

　僕は、答えた。

「いや、もうそんな必要は無い」

「!?」

「香音！　《儀式術式：：捕縛の塔▼位置[image: ]中央：段階レヴエル[image: ]最大》！」

　テーブルごと吹ふっ飛んだあと、上体を起こした香音は両手を地面についたままだった。しかしそれは立ち上がれなかったわけではない。僕の命令を待っていたのだ。

　甲板の上に青白い光の線で描えがかれた三角形の図形が浮うかびあがる。その頂点は、一点目は最初に僕らがいた位置、二点目は香音が蹴け飛とばされた所、三点目は今香音がいる所だ。そして三角形の中心に、イドが立っていた。

《捕縛の塔、準備完かん了りよう。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

　イドは足元に走る光の線を見て、驚きよう愕がくに目を見開く。

「これは、魔ま法ほう陣じん!?　馬ば鹿かな、最初からこれを作るために！」

　イドは自分が魔法陣の中心にいる事に気づき、慌あわてる。そして僕の呪じゆ文もんを遮さえぎるべく、ジャックナイフを振ふり上げた。

　しかし、遅い。

「《捕縛の塔◇発ウル動トウガ》！」




　キーンッ──




　イドの周囲に、光の柱が立ち上がる。僕とイドを、その柱が壁となって遮る。イドは僕めがけてナイフを突き下ろす。が、




　ガキインッ！




　ナイフは壁に傷をつける事も出来ず、渾身の力で繰り出したナイフはその力で跳はね飛び、イドの足元に突つき刺ささった。

　次にイドは僕に殴なぐりかかる。これも円柱の壁かべに跳ね返される。イドは信じられない物を見る目つきで僕を見た。

　僕は壁に手をあてて言った。

「最初にお前が言った通りだ。僕の役割はお前を殺す事じゃない。お前を捕つかまえる事だ」

　イドはしばらく僕を怒いかりの形相で睨にらんだ後、だらんと両手を下ろし、うつむいた。

「その中では魔ま術じゆつも使えない。投降しろ、イド。《島》に帰るんだ」

[image: ]

「何故なぜ殺さない！　何故殺してくれないんですか！　兄さん！」

　うつむきながら叫ぶイド。肩かたが大きく震ふるえている。

「……お前を殺しても、お前の罪は消えない。お前は償つぐなわなければならない」

「…………」

　雨が二人を打ち続ける。

「……兄さん」

　うつむいたまま、イドがつぶやいた。僕は答えない。イドは続けた。

「僕が、以前言った事を、あなたは覚えていますか？」

　ローブに隠かくれていた左手が表に出た。手に何かを持っている。

「あなたは、やっぱり甘いよ」

　それは起き爆ばくスイッチだった。ボタンが押される。




　ドゴオンッ！




　舳へ先さきの一部が爆発した。それによって、香音と香音が床ゆかに記した印が吹き飛んだ。魔法陣の効果が失われ、光の柱が消える。イドは叫さけんだ。

「罪を償う!?　冗じよう談だんじゃない！　償うべきはお前たちの方だ！　特に兄さん、あなただよ！」

　イドは半笑いで一歩下がる。

「だって、あなたが、伊代を殺したんだから！」

　その言葉が僕の中のなにかを切った。僕は頭からイドに突とつ撃げきする。二人はもんどり打って甲かん板ぱんに転がった。そして僕の方が馬乗りになる。偶ぐう然ぜん、僕の右手には床に突き刺さっていたジャックナイフがあった。僕はそれを振り上げる。残ざん忍にんな感情が僕の体を満たす。

　イドはナイフを構える僕を見て、笑っていた。

　僕は叫んだ。

「かいとおおおおおおっっっっ！！！！」





65　私はドアから外に飛び出して、絶叫した。






「先生！　だめえええ！」





66　ハッと我に返る。その一いつ瞬しゆんをイドは逃さなかった。






　足を振り上げて僕の後頭部を全力で蹴けり飛ばす。僕は前に転がるように吹っ飛び、背中から甲板に落ちる。瞬時に起き上がるが、イドは既すでに立ち上がっていて、右手で僕に拳けん銃じゆうを向けていた。

「イドッ！」

「魔術より手軽な力ですよ。兄さん」

　しかし、香音が駆かけ寄って、僕とイドの間に入った。手を広げて僕の身を守ろうとする。イドが銃を撃うてば、香音に当たる。僕はその間に呪文を紡つむぐ時間が与あたえられ、イドを倒たおす事が出来る。

「無む駄だだ。お前の負けだよ」

　イドも分かっているようだ。

「そのようですね」

　イドは、楽しそうに拳銃を持った手を少し下げた。そして、

「なら、標的を変えますよ」

「！」

　体が勝手に動いた。香音に命令しているタイムラグを考えると間に合わないというのは、動いた後で考えた理り屈くつだ。僕は足のバネを最大限に使って横に飛んだ。

　イドは下げた右みぎ腕うでをすぐに持ち上げ、銃口を別の方向に向けた。

　その先には、船内への入り口があり、

　船内への入り口には、播機さんが立っていた。

　銃口の先に、播機さんがいた。

　僕は、銃口と播機さんを繫つなぐ直線上に飛び込んだ。





67　本当に、兄さんは僕の予想通りの行動をしてくれる。さすがは血を分けた兄弟だ。僕は慎重に狙いを定めて、引き金を引いた。







68　乾いた音がした直後、左胸に、鈍く、強い、衝撃を感じた。






　その衝撃で横飛びした体は仰あお向むけになり、雨に濡ぬれたデッキに倒れ込んだ。

　床に着地してから、一瞬遅おくれて、左胸から赤い液体が噴ふき出した。

　な、んだ？　これ？

　僕が首を上げようとした時、甲板が絶叫に満たされた。





69　私は自分が叫んでいる事に気づかなかった私は血を流して倒れている秋津先生に駆け寄ろうとしてでも足が自分の言う事を聞いてくれなくて私は秋津先生の側にいなきゃいけなくてそう約束してでも私がいたせいで先生は今血を流していて私はどうしたら私は私は私はわたしはわたしはわたしはわたしはわわわわたたたたししししはははは──







70　拳銃を床に投げ捨てる。これにはもう用が無い。実験は成功だ。






　播機遙の絶叫は徐じよ々じよに小さくなっていった。

　肩かたを落として手をだらんと下げた彼女は、それでも強く打つ雨の中に立ったままで、しかしうつろな瞳ひとみは何も映してはおらず、口からは小さくつぶやきが漏もれていた。聞こえない程ほどの小さな声で、恐おそらくは「ごめんなさい」と、繰くり返し言っている。

　少しの間、甲板にはなんの変化も起きなかった。

　しかし、やがて播機遙の体が、仄ほのかに、赤い光を帯び始めた。それは力の波動だった。10メートル以上離はなれているのに、彼女の力を感じ取る事が出来た。

　非常に楽しい気分になってきた。床に転がって無様な姿をさらしている兄さんに声をかける。

「ほら、兄さん、起きなよ。今世紀最大のショーを見み逃のがすぜ？」





71　イドの銃弾は、僕の体に損傷を与えていなかった。自分の体の事くらい分かる。






　起き上がって確かめる。白衣に穴は空いているが、外傷は無い。

　胸むな元もとから吹ふき出た赤い液体も当然血液ではない。これはなんだ？

　僕は白衣に空いた穴に手を当て、そこに何かがあるのに気づいた。胸ポケットに手を入れて、それを取り出す。

　４センチ四方のアルミの板に、銃弾がめり込んでいた。板は赤い液体にまみれている。

　イドのイタズラだと瞬時に分かった。奴やつが送りつけてきたこの板は、中が空くう洞どうになっていて、赤色のインクかなにかが詰つまっていたのだ。奴は僕が胸ポケットにこのアルミの板を入れている事に気づいていた。そしてそこを狙って撃ったのだ。

　僕は立ち上がり、雨に濡れた髪かみをかきあげる。

「このつまらないジョークをする為ために、船を沈しずめたとか言うつもりじゃないよな？」

　僕の言葉にイドが笑った。

「当たらずとも遠からずだね。あなたの大事な生徒を見てごらんよ」

　そこで初めて、背後から圧あつ倒とう的な魔ま力りよくが吹き出している事に気づいた。後ろを振ふり返る。

　そこにいるのは、播機さんではなかった。いや、そこに立っていたのは播機さんだけど、そこにいるのは、播機さんではなかった。

　彼女の全身から血のように赤い光の泡あわが沸わき上がり、空中に浮うき上がっては弾はじけていた。体内の《可能性ルウキス》が体中から吹き出していて、まるで彼女が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれているかのように見えた。

　その瞳は直視出来ない程の強い光を放っていた。顔に表情は無く、しかし怒いかりに満ちているように見えた。自らが生んだ《可能性ルウキス》が起こす風で、ウィンドブレーカーとミニスカートが大きくはためいていた。

　播機さんが潜せん在ざい的に持っている能力は、普ふ通つうの論理魔ま術じゆつ師しよりずっと高いと僕は常々考えていた。しかし、これは既すでに個人が持てる能力を遥かに超こえている。伝説級だ。

　播機さんはゆっくりと右手をあげ、小さく何かをつぶやいた。




　ゴボオッ！




　自分の目を疑うしかない。海上から、直径５メートルはあろうかという水の柱が、甲かん板ぱんから見上げるほどの高さまで立ち上がった。巨きよ大だいな水の柱の先が首をもたげるようにグニャリと曲がって甲板に向く。首の先はグニャグニャと形を変え、やがて、そこに神話の時代にのみ名前を残した怪かい物ぶつの顔が浮かび上がった。

「あれは……」

　僕が呆ぼう然ぜんと見上げると、イドが笑いながら説明した。

「シーサーペントですね。さすが《紅オストラム》、こんな化け身しんの《召ヴオ喚カーレ》まで可能とは」

「播機さんが《召ヴオ喚カーレ》……？　そんな、馬ば鹿かな」

　彼女は論理魔術師としては見習い以下だ。現段階では、あらゆる物体をプリン状にする謎なぞの能力しか有していない。

「兄さん、まだ分からないんですか？　あれが、《紅オストラム》の《特権タレント》なんですよ」

「！……」

　普ふ段だん、プリンを作る事しかできないのは、そのあまりに強大すぎる能力が封印プロテクトされているという事か？　誰だれがそんな事を？　なんの為に？

　考え事をする余よ裕ゆうなどなかった。シーサーペントが口を大きく開けて、甲板に突とつ進しんしてきた。その先にはイドが立っていた。イドが間かん一いつ髪ぱつで飛び退のくと、巨大な水の塊かたまりは頭から甲板に激げき突とつし、一直線に甲板を突つき抜ぬけた。バリバリとものすごい音がして、破は片へんが四方に散った。

　あまりの振しん動どうに僕は近くのパイプに摑つかまる。甲板に巨大な穴が空いた。

　播機さんは両手を広げて天に掲かかげた。先ほどと同じような水の柱が、船の周りに九本、立ち上がった。遅おくれて、たった今船体に穴を開けた奴が戦列に加わる。

　アスファイファ号は十体の神話の怪物に囲まれていた。

「素す晴ばらしい……想像以上だ」

　イドはその光景を見て、両手を広げて楽しげに言った。僕は奴を睨にらみ、そして叫さけぶ。

「お前の目的はこれだったのか！　イド！」

　フードの男は僕を見て、ニヤリと笑った。

「もちろん、第一目的は伊代の回収でしたけどね。《紅オストラム》の能力が制限されているという情報を得たので、それを確かめようと思ってね」

　誰が漏もらしたのか。決まっている。《完結したフオル・円環キアカル》だ。

「で、せっかくだからちょっと刺し激げきを与あたえてみた訳ですよ。分かりますか、兄さん。あなたの教え子は、論理魔術師なんて生やさしい物じゃない。あなたの教え子は、化け物ですよ」

「貴様っ！」




　ズゴオッ！




　遠くでもの凄すごい音がした。船の外を見ると、アスファイファ号に併へい走そうしていたらしき船に、一体のシーサーペントが巻き付いていた。恐おそらく、イドが乗ってきた船だ。船はプラモデルのように簡単に壊こわされていった。

「兄さん、来ますよ！」

　イドの声に振り返ると、二体の水の柱が甲板に突っ込む所だった。体ごと横に飛び出して避よける。先ほど以上の衝しよう撃げきが襲おそった。

　体勢を立て直して見上げると、イドは雨に顔を打たれながら楽しそうに僕を見ていた。

「どうです兄さん。もはや彼女は破は壊かいするだけの存在だ。恐らく意識は無い。十体の怪物はただ暴れるだけ。ほうっておいても勝手に船を沈しずめてくれますよ。爆ばく弾だんは必要なかったな」

　イドは甲板に空いた穴を避けながら舳へ先さきに向かう。船の傾かたむきは続いていて、僕はイドを見上げる格好になる。

　舳先の一番先頭まで進んだイドは、そこで振り返った。

「じゃあ、僕はこの辺で失礼しますね、兄さん」

「どこに逃にげる気だ？　空間転移で逃げられる距きよ離りじゃないだろ。お前の船だってもう無いじゃないか」

　イドは雨の中、とっておきの秘密を教えるような笑えみを見せた。そして上を指さす。

「聞こえませんか？」

　……プロペラの回転音が聞こえた。空を見上げる。ヘリコプターだ。

「エレクトラですよ。なかなか気が利きくでしょう？」

　この風雨の中、空中で微び動どうだにしないヘリコプターからロープが投げ落とされる。それは丁度イドの手前に垂れ下がった。ロープの先が輪になっていて、イドはそこに足を差し込んだ。僕は叫ぶ。

「逃がさないぞ！」

「ここはキープレイですよ。兄さん」

「……なんだと？」

　イドは指をパチンと鳴らした。すると、播機さんの足元の床ゆかが吹ふき飛んだ。

「なっ!?」

　自身から吹き出している《可能性ルウキス》に全身を厚く包まれた形になっている播機さんは、この程度の攻こう撃げきでは傷一つつかないだろう。

　しかし、彼女の防衛本能は現在全く機能していないようで、爆風に乗ったその体は無む抵てい抗こうに何度もバウンドした後、甲かん板ぱんの端はしで止まった。体が半分海に出ている。

　シーサーペントの攻撃は続いていた。船に衝撃が走る度たびに、播機さんの体がズルリと船から外に滑すべった。

　僕は播機さんとイドを交こう互ごに見る。その仕草を見て、イドはあざけるように僕を笑った。

「キープレイですよ、兄さん。僕を捕まえますか？　《紅オストラム》を助けますか？　どちらを選ぶかによって、あなたの勝敗は決するかもしれませんよ？」

　一いつ瞬しゆんすらも悩なやまなかった。僕は播機さんの方に走り出す。

「それが兄さんの選せん択たくという訳ですか！」

　後ろでイドの高笑いが聞こえる。僕は振ふり切るように走った。シーサーペントが起こす波が、甲板に何度も打ち寄せてくる。それが播機さんにかかり、甲板からズレ落ちるのを加速させていた。

　僕はシーサーペントが開けた穴をいくつも飛び越こえ、播機さんの元に走り寄った。播機さんを包んでいた《可能性ルウキス》の炎ほのおは、ずいぶんとその勢いを失っていた。力の暴走が収まりつつあるのかもしれない。

「──うわっ」

　あと少しで彼女の手を摑つかめる所まで来た時、一段と大きな波が甲板に襲いかかった。僕は手すりに摑まって波をやり過ごす。

　波が過ぎると、目の前の甲板には何も、誰だれもいなかった。

「播機さん！」

　下を見ると、海の中で赤い炎が揺ゆらめいているのが一瞬見えた。僕はためらうこと無く炎を目指して嵐あらしに揺れる波の間に飛び込んだ。




　ザバァンッ




　飛び込むと同時に周りを見み渡わたす。《可能性ルウキス》の光はすぐ見つける事が出来た。運良くすぐ近くに飛び込めていた。

　右手をめいっぱい伸のばして、播機さんの手を摑む。その小さな手には力が入っておらず、意志を感じられなかった。海に落ちたショックで気絶しているのだろうか。

　強ごう引いんに手を引き寄せ、彼女の体をしっかりと抱かかえた。目を閉じている。全身から吹き上がっていた炎は、僕の胸の中で消えようとしていた。この現象は一体なんなのだろうか。やはり播機さんの《特権タレント》が……、

（いや）

　考察するのは後だ。とりあえずは生き残らなければ。

　海面よりずいぶん下まで潜もぐってしまったように思える。船が沈む時、その周りには複雑な水流が発生する。その流れに乗って下に沈んでしまっているようだ。まずはこの流れから出なければ。




『安「安芸！」芸！』




　突とつ然ぜん耳元で、エコーがかった声が聞こえた。その声には聞き覚えがあった。




『こ「こっちだよ！」よ！』




　声の方向は分からない。だが、船の方を見ると、壁かべの一部でランプが不自然に点てん滅めつしているのが見えた。あそこだ。僕は播機さんを抱だいたまま、そのランプを目指した。

（もってくれよ！　播機さん！）

　ランプの横に、外部ハッチが見えた。ハッチは開いていて奥の廊ろう下かには明かりが灯ともっていた。




『そ「そこから入って！」て！』




　何重にも重なった声が頭に響ひびく。僕はためらわずに船内に潜り込んだ。水で満たされた廊下を、播機さんを抱えた状態で泳ぐ。船の中は流れの影えい響きようも無く、比ひ較かく的てき楽に泳ぐ事が出来た。

　廊下が二方に分かれている所に来る。片方の道だけライトが点灯していた。まるで誰かが道案内をしているようだ。僕は迷わずライトがついている方に進んだ。必要な扉とびらはすべて遠えん隔かく操作で開けられていた。船は45度程傾かたむいていて、僕は上に向かって泳いでいた。

　やがて、前方が明るくなり、その先に水面が見えた。僕の息も結構ギリギリだったので助かった。泳ぎを速める。




　ザバァッ




　水面から顔を出す。大きく深呼吸。近くの手すりにつかまり、播機さんを水中から担かつぎ出す。

　彼女を床ゆかに寝ねかせると、その頭上にホログラフィーが投とう影えいされた。

『大だい丈じよう夫ぶ、まだ生命反応はあるわ』

　伊代だった。見渡すと、そこは研究区画で、すぐ側にジェシカシステムが配置されていた。

　僕は播機さんが怪け我がしていないか確かく認にんしつつ、伊代に聞いた。

「さっきの声は君だったんだな？」

　伊代は両手を後ろに回して笑った。

『ソナーと同じ仕組みね。強い指向性を持たせて、安芸のいる方向にビーコンの代わりに音声を送り込んだわけ。音の乱反射が不安だったけど、ちゃんと届いたね』

「なんとか聞き取れた」

　播機さんは特に外傷はなかった。しかし、目を閉じてぐったりしている。息をしていないようだ。伊代が僕を見る。

『水を多く飲んでる。人工呼吸が必要だわ』

　その通りだ。

「伊代、頼たのむ」

　僕の言葉に、伊代は呆ほうけたような顔をした。

『何言ってるの？　アタシが出来るわけないじゃない。アタシはホログラフィーなのよ？　あんたがするのよ。安芸』

「僕がっ!?　何故なぜ!?」

『他ほかにいないからよ。当たり前でしょう？』

「え、いやしかし」

『キョドっている場合か！　命がかかってるのよ！　急げ！』





72　……目を開けると秋津先生が心配そうな顔を私に向けていた。






　それが、ものすごい至近距きよ離りだったので焦あせったのだけど、同時に急激な吐はき気を感じて、首を横に向ける間も無く口から水を吐き出した。

「ご、ごほっ」

　秋津先生が背中をさすってくれた。やがて吐き気がおさまり、口を押さえながら体を起こす。

「もう、大丈夫です。先生」

「良かった。立てるかい？」

「はい」

　先生に手を貸してもらって立ち上がる。そこは研究区画だった。目の前にジェシカシステムが見える。先生の横に伊代さんが立っていた。

「あの、私、なんでここに？　あ、いやそうじゃなくて！　先生、大丈夫なんですか!?」

「え、なにが？」

「イドに撃うたれてたじゃないですか！　ほら、血が！」

「あ、これ血じゃないんだ。大丈夫、怪我はしてない。詳くわしい話は後でしよう。それより君だよ播機さん。君はどうなんだ？」

「どう、と、言いますと？」

「いやほら、シーサーペントが」

「しいさあぺんとってなんですか？」

　秋津先生は私の両りよう肩かたをつかんだまま、口を半開きにした。

「……ひょっとして、覚えてないの？」

「なにがですか？　ん、ああ、そういえば、先生が撃たれたのを見た後意識が遠くなって、気がついたらここにいたんですけど」

「そ、そうなんだ……」

『ほらほら、つまんない話してる場合じゃないよ。早く脱だつ出しゆつしないと』

　伊代さんが呆ぼう然ぜんとしている先生の顔の前で手を振ふる。

『せっかくはるるんがマウス・トゥ・マウスで一命を取り留めたのに、このままだと船と運命をともにしちゃうよ～』

　なんですと!?

「ま、マウス・トゥ・マウス!?」

　伊代さんは私の方を向いてにやりとした。

『さっきの安芸の慌あわてよう、はるるんにも見せてあげたかったな～♪』

「伊代！」

　大きな声を出す秋津先生。顔が赤くなっている。私は多分もっと赤くなってるんじゃないだろうか。

『はいはい、分かった分かった。いいから脱出しなさい。順路はアタシが船内放送でアシストするから』

「お前はどうするんだ」

『しょうがないじゃない。もう脱出は無理よ。船と一いつ緒しよに沈しずむわ』

「そんな！」

『別に心中しようってんじゃないのよ。ここの海域の深度なら、ジェシカシステムは壊こわれないわ。生命維い持じ装置も一年分ある。救助を待つわ。早く助けに来てね』

「伊代！」

『あんたは、はるるんを助けなさい。その為ために、海に飛び込んだんでしょ？』

「…………」

『さあて、じゃあもう一度舳へ先さきの甲かん板ぱんを目指してもらうわ。香音とも合流しなきゃいけないしね。安芸はあそこの扉とびらを開けてきて。さっき閉まっちゃったの。衝しよう撃げきで歪ゆがんでるから、魔ま術じゆつを使って開けなさい。一人で頑がん張ばってね』

「？　一人で？」

　疑問を浮うかべる先生に、伊代さんはぴょんと私の方に飛んで、半はん透とう明めいの腕うでを首に巻き付けた。

『その間、女の子だけのお話をするの。さ、行った行った』

　しっしっという手の動きを見て、秋津先生は首を捻ひねりつつ扉の方に向かった。

　秋津先生が離はなれると、伊代さんはくるりと回りながら、私の前に立った。

『はるるん。……いえ、播機遙さん』

　突とつ然ぜん伊代さんにフルネームで呼ばれて、私は戸と惑まどった。

「え、あの、伊代さん？」

　伊代さんは真しん剣けんな瞳ひとみで私を見つめた。

『今だけは真面目まじめに聞いて欲しいの。お願い』

「は、はい」

　頷うなずくしかない。

『あの二人を救って欲しいの。多分、それはあなたにしか出来ない』

「二人？」

『安芸と塊斗よ。塊斗は安芸にとって、そしてあなたにとっても敵だろうけど、安芸のたった一人の弟なの。このままでは、安芸はいつか自分で塊斗に手をかけてしまうかもしれない。そうすれば二人とも不幸になる。遙さん。あなたに彼らを助けて欲しいの』

　私は、答えなかった。答えられなかった。でも代わりに、どうしても聞きたかった事を聞いた。

「あの、伊代さんは、秋津先生が……好き、なんですか」

　伊代さんは、柔やわらかく笑った。

『あなたほどじゃないわ。大だい丈じよう夫ぶ。あなたのおかげで安芸は変わった。自信を持っていいのよ』

　ギイッと、鉄の扉が開く音がした。

「開いたよ！　播機さん！　急ごう！」

　秋津先生の声が響ひびく。私は伊代さんに言った。

「さっきの話だけど、約束は出来ないけど、私、努力してみます」

　伊代さんは嬉うれしそうに目を細めた。

『ありがとう。これから大変だと思うけど、安芸と二人で頑張ってね。行ってらっしゃい』

　私は伊代さんの声を聞いて泣きそうだったけど、頑張って１２０％スマイルを作り、頷きながら答えた。

「うん、行ってきます！」





73　船は既に半分以上沈んでいた。私と斎条はボートの上で安芸たちを待っている。






　雨はずいぶん小降りになっていた。荒あれていた海もだいぶ静かになっている。遠くに目をやれば、雲間から月明かりが海に差し込んでいるのが見えた。

　座り込んでいるナツメを斎条が支えていた。鳴神は横になって眠ねむっている。《鴉ノツクス》の船に移った《翠コラル》の研究員達も、水柱の化け物が船体に穴を開けた後、逃にげ出したようだ。遠くの海面にボートの影かげがいくつか見える。

　私は安芸たちを待っている。必ず来る。両手を強く握にぎりしめながら、自分に言い聞かせる。




　ガバッ




　突とつ然ぜん海面から腕が伸のびて、ボートの端はしにつかまった。続いてずぶ濡ぬれの白衣の塊かたまりが見える。私は自然とほころんでいく顔をなんとか冷静に保ちながら、その腕を引き上げた。

「なんとも無様な姿だな、安芸」

　安芸に続いて香音と播機も水面に顔を出す。安芸と香音が播機を抱かかえて、海中を泳いで来たようだ。

　安芸はもう片方の手で播機を引き上げながら、私に軽口を叩たたくように答えた。

「三人で沈しずみゆく船から脱だつ出しゆつする方法を色々考えたんですが、地道に泳ぐのが一番だという結論になりまして。風邪かぜを引かなければいいんですが」

「明日は天気が良さそうだからな。その濡れた服もすぐ乾かわくさ」

　播機はボートの上に乗ると、ペタリと座り込んで放ほう心しんしている。荒れた海でのスイミングは、刺し激げきが強すぎたのだろうか。

　白衣の裾すそを絞しぼりながら安芸が聞いた。

「イドは？」

「しらん。ヘリコプターが一機飛んでいくのは見えたぞ」

「逃げたか……。確かに、キープレイだったな」

「なんの事だ？」

「いえ、こちらの話です」

　唐とう突とつに播機が立ち上がり、手を伸ばして指を差した。

「船が……」

《翠コラル》の〝秘密基地〟が海の藻も屑くずとなろうとしている。鳴神にとってはこの光景を見ないで済む事は幸運だったのかもしれない。

「アスファイファ号、最さい期ごの時だな」

「あの、『あすふぁいふぁ』って、なんの事ですか？」

　播機がいつもの好こう奇き心旺おう盛せいな瞳ひとみを向ける。こんな状じよう況きようでも、貪どん欲よくに知見を得ようとする志は、学生の鑑かがみと言えるかもしれない。

「スペイン語でクロウメモドキ科の落葉高木の事だ」

「くろうめもどき……？」

「棗なつめ、だよ」

「ああ……」

　鳴神が娘むすめの名前をつけた船は、その娘の思おも惑わくの果てに、今沈もうとしていた。

「！　あそこ！」

　播機が沈みゆく船の一点を指す。それはアンテナなどが集中している、操そう舵だ室の屋根の部分だった。

　そこに、二つの旗がスルスルと上っていった。白と赤の四角が斜めに二つの旗と、青い外枠の中に赤い小さな四角が一つの旗。

「……伊代だ。あいつが出してるんだ」

　安芸が疲つかれた目をそちらに向けている。播機がつぶやく。

「〝Ｕ〟と〝Ｗ〟。『航海の安全を祈いのる』」

　安芸がそれを見て、ボートの上で膝ひざをつき、下を向く。播機が驚おどろいて安芸の肩かたを揺ゆらした。

「秋津先生、どうかしましたか？　伊代さんからのメッセージですよ！」

　嬉しそうな播機に対して、安芸はひどく疲れた顔をしていた。彼女の顔を見ずにつぶやく。

「……噓うそなんだ」

「え？　なにがですか？」

「ジェシカシステムの生命維持装置に供給される電力は、せいぜい三日しか持たない。海流で流されれば回収は更さらに困難になる」

「え、で、でも、伊代さんは一年は大だい丈じよう夫ぶって！」

「あの時は、播機さんを安心させる為ために噓うそをついたんだ」

「っ！……」

　播機が膝から崩くずれる。呆ぼう然ぜんとして声も出せないようだ。

　二人は船と共に沈んで行くジェシカシステム──つまり伊代──の事を思っている、ん、だろうな。多分。

　感傷にひたる二人の思いを壊こわすのは気が引けたが、私は言った。

「あのなあ、安芸、播機。ジェシカシステムを船に載のせると分かっていて、私がなんの準備もしてこないとでも思っているのか？」

　私の言葉に、二人は顔を上げ、特に安芸は言っている意味が分からない、という表情を私に向けた。

「「え？」」

　私は海面に向かって叫さけんだ。

「お前も趣しゆ味みが悪いな！　伊代！」

　海中に、黒い塊が浮うかぶ。それはみるみる大きくなって海面に浮かび上がった。




　ザバアンッ




　それはジェシカシステムだった。筐きよう体たいの周囲に大きなバルーンが合計八個展開している。

　安芸はそれを眺ながめて、呆然とした顔のままつぶやく。

「フロート……装備？」

「そうだ。海底に置きっぱにしたら、《鴉ノツクス》に取られるかもしれないだろ。そんな危険な真ま似ねはしない」

　ジェシカシステムの一部がパカッと開き、スピーカーが顔を出す。

『やっほー！　あきー！　はるるーん！　げんきー？』







[image: ７月22日　未明　　　　　帰還]





74　救きゆう援えんのヘリコプターに乗って、私たちは帰路についていた。






　あの後、《円環キアカル》の緊きん急きゆう救きゆう護ご艇ていが到とう着ちやくし、救命ボートで避ひ難なんしていた人は全員助かった。私たちは、優先的にヘリコプターに乗せてもらい、日本に帰れる事になった。

　あの後私は、救護艇に助けられてから、救護室でずっと眠ねむっていた。疲れが溜たまっていたのだろう。そして夜明け前に無む理り矢や理り起こされ、ヘリコプターに押し込まれたのだ。

　私は、体温を保つ為にふかふかのタオルを何重にも巻かれてもこもこになっていた。

　向かいのシートには秋津先生と理事長先生が座っていた。理事長先生は眠っていて、秋津先生の肩にもたれていた。秋津先生は、ヘリの外をずっと眺めている。

　私が見つめていると、秋津先生が振ふり向いた。

「どうかした？　気分でも悪い？」

　私は慌あわてて首を振る。

「なんでもないです」

「ホントに？」

　心配そうな目が私を見つめる。私は笑え顔がおを返す。

「大丈夫ですってば」

「そう。なら、いいんだけど」

　先生はそう言うと、またヘリの外、延々と続く海うな原ばらを見つめていた。頭の中では、もっと全然別の事を考えているように見えた。

　私は、そんな先生の瞳ひとみを見ながら、伊代さんの言葉を思い出していた。




『あの二人を救って欲しいの。多分、それはあなたにしか出来ない』




　私は、私が何を出来るのか、まだ知らない。でも、本当にそれが出来るなら、秋津先生を救ってあげたい。イドの事は……まあ、ついでに救ってあげてもいい。まあ、そもそも何から「救う」のかも、よく知らないわけだけども。

　自分で考えていながら、あまりにいい加減な決意に私はちょっと楽しくなってしまった。でもあまりに疲つかれているので、表情には出ない。

　代わりに、もこもこのタオルの下で、携けい帯たいを両手で握にぎりしめた。意識を失って海に落ちた後も、この携帯は私の胸ポケットにずっと入っていた。水に浸つかっちゃってもう電源も入らないけど、これを持っていると、仄香と繫つながっている気がして勇気が出てくる。

　この繫がる気持ちは、先生とイドの間にはあるのだろうか。かつて、あったのだろうか。いつか、また取り戻もどせるのだろうか。

　そして、私と先生の間にも、この繫がる気持ちは生まれるのだろうか。

　私は、もう一度、携帯を握りしめた。





75　徐々に赤い色を帯びていく水平線を見ながら、僕は様々なことを考えていた。






　考えるべき事が多すぎるのか、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているせいなのか、思考がさっぱりまとまらなかった。こんな事は珍めずらしかった。

　いつもなら、雑多な意識に優先順位をつけて順番に処理出来るのに、今はそれが出来なかった。何故なぜか、頭の中に播機さんの事が浮うかんできて、それが他ほかの思考を邪じや魔まするのだ。

　今回の件での僕は、理性的でない行動が多く見られた。イドが彼女に銃じゆう口こうを向けた時、イドが「キープレイ」と言った時の選せん択たく、どちらも頭よりも先に体が動いていた。結果としては正しい選択だったかもしれないけど、そういう問題ではない。自分自身が計算出来ない行動をするというのが、大きな違い和わ感かんを僕に与あたえていた。

　心の奥底にある、二年前に固まったまま、永久に戻る事は無いと思っていた感情が、少しずつ弾だん力りよくを取り戻している事を自覚せざるを得なかった。そしてそれは、確実に彼女の存在が原因だった。

　僕は戸と惑まどっている。しかし、それは多少心地ここちよい戸惑いであり、しばらくは、戸惑ったままでもいいかと思った。誰だれに話すつもりも無いのだから、誰にも迷めい惑わくをかける事は無いだろう。

　もちろん、彼女にも。





76　「播機さん、見てごらん」






　秋津先生が口を開いた。私は、先生の視線の先、水平線の向こうを見た。

　朝日が、昇のぼろうとしていた。視界が真っ赤に染まる。まぶしさに目を細めた。その包み込むような暖かい光は、不思議と私の心を軽くしてくれた。

　先生の方を向くと、先生は私を見ていた。朝日が先生の顔を赤く照らしていた。

「もうすぐ、帰れるからね」

　私は笑顔で答えた。

「はい」

　そして私たちは、一いつ緒しよに、昇る朝日を見ていた。







　バックステージ（あとがき）




　一巻二巻を読んで頂いている方はお久しぶりです。『放課後の魔術師メイガス ③マスカレード・ラヴァーズ』をお届けします。今回初めて手に取った方は、棚たなの横を見ますと一巻二巻が仲良く並んでいると思います。仲間はずれはいけません。三冊全部手に取ってからレジへとお進み下さい。いや、遠えん慮りよなく。どうぞどうぞ。




　今回の話を書くにあたり、クルーズの資料を取り寄せて調べてみたんですが、なんというかまあビックリするほどお値段がかかります。もちろんそれに見合うだけの旅を楽しめるのでしょう。こういうものをレジャーとして楽しめるようになりたいものですなあ（遠い目）。




　前回に引き続き、今回も作中にアナログボードゲームが登場しています。冒ぼう頭とうで遙はるか達が遊んでいたゲームは、ドイツのゴルトジーバー社が１９９７年にドイツ年間ゲーム賞を受賞した『ミシシッピークィーン』をベースに書いています。




　今回も様々な方にお世話になりました。素す晴ばらしいイラストを描いてくれたふゆの春はる秋あきさん。執筆中に届くイラストラフからいつも元気をもらっています。これからもどうぞよろしく。「実は船に乗った事がほとんど無いので、丸一日船尽づくしのスケジュールを組んで欲しい」という土屋の無む茶ちや振ぶりに対応してくれた高校以来の友人であるＢ場とＹ田の両氏に感謝を。遙と香か音のんのパジャマ姿と一連の女子高生的挙動について考察してくれたＮ・Ｓ嬢じよう、Ｆ・Ｔ嬢、Ｙ・Ｙ嬢（Ｙ・Ｙ嬢はハンドルネーム）に心からありがとう。今回も締しめ切りと校正作業でご迷めい惑わくをかけた担当のＵ野さん、いつもすみません……じゃなくて、ありがとう！　最後に、これはもう言うまでも無い事ですが、本書を読んで頂いているすべての読者の皆みな様さまに百万の感謝を！　あなた方のおかげで、土屋はこの先もがんばれます。本当にありがとう！




　遙と安あ芸きの物語は、ここから大きく動き出します。今後とも二人を見守ってあげて下さると嬉うれしいです。それではまたお会いしましょう。さようなら～。





土屋　つかさ　　






Ｐ．Ｓ．感想のお手紙やメール頂けると嬉しいです。不定期更こう新しん中のブログはこちら。

土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）
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